
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

愛
情
ね
っ
と
に
登
録
し
よ
う
！

イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て
情
報
、
防
災
情
報

な
ど
、
町
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
し
て

い
ま
す
。
登
録
は

無
料
。
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[今
月
の
題
字
]

永
田
　
成
穂
さ
ん

イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て
情
報
、
防
災
情
報

な
ど
、
町
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
し
て

い
ま
す
。
登
録
は

写
真
／
地
域
と
連
携

　
　
　
公
民
館
で
学
習
支
援



今月の表紙
寺子屋学習塾

平成２8年5月末日現在　※（  　）内は、前月比

(1人減）8,018人男

(4人増）8,355人女

(　2減）6,945　世帯数

(3人増） 16,373人人　口

人の動き population dynamics

６月９日、清源寺区公民館に
て、ながす寺子屋学習塾が開講
され児童たちは早速、学習に積
極的に取り組みました。

02P　　まちのちから！
03P　　「資源ごみ」は地域のタカラ!!
04P　　参議院議員通常選挙
06P　　まちの話題
08P　　くらしの情報
12P　　来てみなっせ　金魚と鯉の郷広場
13P　　ながす企業レポート　JMUビジネス・サポート株式会社
14P　　生涯学習コーナー
16P　　ながす未来館
18P　　社協だより　もやい
22P　　保健・子育て情報
26P　　青春の一コマ
27P　　ぼくの夢わたしの夢
　　　　長洲小　永田　成穂さん
28P　　教育ながす
36P　　Focus　大塚　賢哉さん

広報ながす７月号目次

　６月９日㊍、町と地域が連携して児童の学力向上
を目指す「ながす寺子屋塾」が町の新たな試みとし
てスタートしました。
　同塾は腹赤小学校４～６年生の児童を対象とし
て、清源寺区公民館を利用して毎週木曜日の放課後
に無料で学習機会を提供し、学習習慣の定着と基礎
学力の向上を図ることを目的としています。

　この日、参加した児童たちは、派遣された２人の
元教員や教員を目指す大学生から宿題や算数を楽し
く学びました。
　今年度はモデル事業として、腹赤小学校で開始さ
れているが来年度以降、町では全４校に拡大してい
く予定です。

児童の学力向上を目指して！
～ながす寺子屋学習塾開講～

腹赤小学校区
清源寺区公民館

まちのちから！
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4000

4050

4100

4150

4200

4250

4300

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

ご
み
の
減
量
化
に

　
　ご協
力
く
だ
さ
い
！！

各
区
の「
資
源
ご
み
保
管
用

　
　施設
」に
出
し
ま
し
ょ
う
！！

益
城
・
熊
本
市
の「
災
害
ご
み
」処
理
・

ご
み
減
量
化
へ
の
ご
協
力

　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

『
資
源
ご
み
』は
地
域
の
タ
カ
ラ
！！

『
燃
え
る
ご
み
』の
中
に

『
資
源
ご
み
』は
混
ざ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

紙パック・新聞・段ボール

　　　　などは

「資源ごみ保管用施設」に！

▲長洲町のごみ処理量の減量化の推移（単位：トン）

▲布類 ▲ダンボール

▲新聞紙

▲紙パック ▲その他紙類

　４
月
14
日
に
発
生
し
た
〝
熊
本
地
震
〞

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
益
城
町
お

よ
び
熊
本
市
の
災
害
ご
み
（
燃
え
る
ご

み
）
を
４
月
25
日
か
ら
、
名
石
浜
の
清
掃

施
設
・
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
で
１
日

あ
た
り
10
ト
ン
受
け
入
れ
ま
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
災
害
ご
み

を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
・
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

み
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
４
月
25
日
〜
６
月
10
日
間
の
処
理
量
】

◇
益
城
関
係
分

　１
８
６・９
ト
ン
（
31
日
間
）

◇
熊
本
市
分
　82
・
４
ト
ン
（
８
日
間
）

　平
成
27
年
度
の
１
年
間
に
町
か
ら
出

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
４
、２
７
３
ト
ン

と
平
成
26
年
度
よ
り
も
99
ト
ン
増
え
て

い
ま
す
。

　「
燃
え
る
ご
み
」
の
中
に
は
、
資
源
ご

み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
袋
、
包

装
紙
、
菓
子
箱
、
ラ
ッ
プ
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
芯
な
ど
「
そ
の
他
紙
類
」
が

多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

　「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源
」

で
す
。
一
人
一
人
の
心
が
け
が
、
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
み
袋
に

入
れ
る
前
に
、
も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　町
で
は
27
の
行
政
区
で
資
源
ご
み
保

管
用
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　平
成
27
年
度
は
、
こ
の
27
行
政
区
で

３
３
０
ト
ン
の
資
源
ご
み
を
回
収
し
、
約

２
８
３
万
６
千
円
が
行
政
区
や
各
種
団

体
の
運
営
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　紙
パ
ッ
ク
、
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
布

類
、そ
の
他
紙
類
な
ど
は
、区
の「
資
源
ご

み
保
管
用
施
設
」に
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
環
境
課
　環
境
対
策
推
進
係

　☎
（
78
）
３
１
２
２

「
資
源
ご
み
」
と
は
・
・
・

　
「
紙
パ
ッ
ク
」、「
新
聞
紙
」、「
段
ボ
ー
ル
」、「
布
類
」、「
そ
の
他
紙
類
」、

は
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。何
気
な
く
捨
て
て
い
る

「
燃
え
る
ご
み
」の
中
に「
資
源
ご
み
」が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。資
源

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。
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７
月
10
日
㊐
は
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

【
当
日
の
投
票
に
つ
い
て
】

○
投
票
時
間
　午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
投
票
場
所
　事
前
に
配
布
す
る
投
票
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

※

配
布
さ
れ
た
入
場
券
を
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
開
票
に
つ
い
て
】

　開
票
は
、
選
挙
日
当
日
（
10
日
）

に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
開
始
時
間
　午
後
８
時
50
分

○
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
選
挙
権
の
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
】
　

　今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
70
年
ぶ
り
に
選
挙
権

年
齢
が
改
正
さ
れ
、
「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　投
票
は
、
自
分
の
意
見
や
願
い
を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の
生
活
に
反

映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
政
治
参
加
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　そ
う
し
た
権
利
を
無
駄
に
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
若
い
世
代
が
活
躍
で

き
る
未
来
の
た
め
に
も
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
!!
】
期
日
前
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

今
回
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
投
票
を
予
定
し
て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
】

　投
票
は
、
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
投
票
用

紙
が
異
な
り
、
違
う
種
類
の
投
票
用
紙
に
間
違
え
て
記
載
す
る
と
せ
っ

か
く
の
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
区
（
投
票
用
紙
　薄
い
黄
色
の
用
紙
に
黒
の
印
字
）

　熊
本
県
選
出
議
員
の
選
挙
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
氏
名
を

記
載
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
（
投
票
用
紙
　白
色
の
用
紙
に
赤
の
印
字
）

　比
例
代
表
の
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
氏
名
ま
た
は
候
補

者
名
簿
を
届
け
出
た
政
党
名
を
記
載
し
ま
す
。

図
（
第
１
投
票
所
）

図
（
第
２
投
票
所
）

図
（
第
３
投
票
所
）

図
（
第
４
投
票
所
）

図
（
第
７
投
票
所
）

図
（
第
５
投
票
所
）

図
（
第
６
投
票
所
）

上沖洲

第５投票所

行政区

●公園名石神社●

●上沖洲
　保育所

上沖洲区公民館

新町、西新町、宮ノ町、松原、
新山、宝町、磯町、上町

第１投票所

行政区

中央公園●

　熊本中央
●信用金庫

町民研修
センター

出町、中町、下本、今町、下東、
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期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

　各
選
挙
に
お
け
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
日
に
行
う
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
投

票
日
当
日
に
何
ら
か
の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い

有
権
者
の
人
が
投
票
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い

る
の
が
「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
「
不
在
者
投
票
制

度
」
で
す
。

　投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
を

記
載
し
た
宣
誓
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　投
票
日
当
日
（
７
月
10
日
）
に
、
用
事
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
で
期
日
前
投
票
期
間
に
期
日
前
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
権
者
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
従
来
の
不
在
者
投
票
制
度
よ
り
比

較
的
簡
単
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
は
、
次

の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す
。

■
期
間
　６
月
23
日
㊍
〜
７
月
９
日
㊏

■
時
間
　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　  （
期
間
中
毎
日
）

■
場
所
　町
中
央
公
民
館

不
在
者
投
票

　不
在
者
投
票
制
度
は
、
当
日
の
投
票
お
よ
び
期
日

前
投
票
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
有
権

者
の
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　主
な
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
投
票
日
当
日
に
は
18
歳
を
迎
え
る
が
、
期
日
前
投

票
を
行
う
日
に
は
、
ま
だ
17
歳
の
人

○
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
お
り
（
滞

在
す
る
予
定
が
あ
り
）
、
投
票
日
当
日
お
よ
び
期

日
前
投
票
期
間
を
含
め
町
内
に
い
な
い
人

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
所
）
し
て
い

る
人
で
、
期
日
前
投
票
所
お
よ
び
決
め
ら
れ
た
投

票
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
有
権
者
の
人

の
入
院
（
所
）
し
て
い
る
施
設
が
、
不
在
者
投
票

所
と
し
て
各
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
院
（
所
）

し
て
い
る
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

　不
在
者
投
票
に
よ
る
投
票
は
、
投
票
の
手
続
き
に

日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

他
に
も
、
一
定
以
上
の
身
体
の
障
害
が
あ
る
た
め

に
投
票
所
で
の
投
票
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
や
遠
洋
漁
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
た
め
長
期
に
わ
た
り
漁
船
な

ど
に
乗
船
し
て
い
る
船
員
の
人
の
た
め
の
不
在
者

投
票
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
し
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
関
す
る
こ
と
や

投
票
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
　☎
（
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）
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７
月
10
日
㊐
は
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

【
当
日
の
投
票
に
つ
い
て
】

○
投
票
時
間
　午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
投
票
場
所
　事
前
に
配
布
す
る
投
票
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

※

配
布
さ
れ
た
入
場
券
を
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
開
票
に
つ
い
て
】

　開
票
は
、
選
挙
日
当
日
（
10
日
）

に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
開
始
時
間
　午
後
８
時
50
分

○
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
選
挙
権
の
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
】
　

　今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
70
年
ぶ
り
に
選
挙
権

年
齢
が
改
正
さ
れ
、
「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　投
票
は
、
自
分
の
意
見
や
願
い
を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の
生
活
に
反

映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
政
治
参
加
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　そ
う
し
た
権
利
を
無
駄
に
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
若
い
世
代
が
活
躍
で

き
る
未
来
の
た
め
に
も
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
!!
】
期
日
前
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

今
回
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
投
票
を
予
定
し
て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
】

　投
票
は
、
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
投
票
用

紙
が
異
な
り
、
違
う
種
類
の
投
票
用
紙
に
間
違
え
て
記
載
す
る
と
せ
っ

か
く
の
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
区
（
投
票
用
紙
　薄
い
黄
色
の
用
紙
に
黒
の
印
字
）

　熊
本
県
選
出
議
員
の
選
挙
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
氏
名
を

記
載
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
（
投
票
用
紙
　白
色
の
用
紙
に
赤
の
印
字
）

　比
例
代
表
の
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
氏
名
ま
た
は
候
補

者
名
簿
を
届
け
出
た
政
党
名
を
記
載
し
ま
す
。
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て
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委
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会
が
発
行
す
る
入
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に
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た
投
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所

で
投
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日
に
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う
こ
と
が
原
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と
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り
ま
す
が
、
投
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日
当
日
に
何
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か
の
理
由
で
投
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所
に
行
け
な
い

有
権
者
の
人
が
投
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で
き
る
よ
う
に
設
け
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れ
て
い

る
の
が
「
期
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前
投
票
制
度
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と
「
不
在
者
投
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制

度
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で
す
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　投
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日
当
日
に
投
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所
に
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け
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理
由
な
ど
を

記
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た
宣
誓
書
を
提
出
す
る
必
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が
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り
ま
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。

期
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投
票

　投
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日
当
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（
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に
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ど
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め

投
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で
き
な
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投
票
期
間
に
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所
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投
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す
る
こ
と
が
で
き
る
有
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者
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
従
来
の
不
在
者
投
票
制
度
よ
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比

較
的
簡
単
に
投
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す
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と
が
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き
ま
す
。
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院
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通
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選
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に
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は
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の
と
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り
期
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前
投
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を
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い
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す
。
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前
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時
30
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午
後
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時
ま
で

　
　
　  （
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間
中
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中
央
公
民
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在
者
投
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在
者
投
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当
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の
投
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お
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び
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日

前
投
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に
お
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て
投
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す
る
こ
と
が
で
き
な
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有
権

者
の
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　主
な
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
投
票
日
当
日
に
は
18
歳
を
迎
え
る
が
、
期
日
前
投
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を
行
う
日
に
は
、
ま
だ
17
歳
の
人

○
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
お
り
（
滞

在
す
る
予
定
が
あ
り
）
、
投
票
日
当
日
お
よ
び
期

日
前
投
票
期
間
を
含
め
町
内
に
い
な
い
人

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
所
）
し
て
い

る
人
で
、
期
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前
投
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所
お
よ
び
決
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れ
た
投

票
所
に
来
る
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と
が
で
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い
人
（
有
権
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の
人

の
入
院
（
所
）
し
て
い
る
施
設
が
、
不
在
者
投
票

所
と
し
て
各
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
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会
の
指
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
院
（
所
）

し
て
い
る
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

　不
在
者
投
票
に
よ
る
投
票
は
、
投
票
の
手
続
き
に

日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

他
に
も
、
一
定
以
上
の
身
体
の
障
害
が
あ
る
た
め

に
投
票
所
で
の
投
票
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
や
遠
洋
漁
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
た
め
長
期
に
わ
た
り
漁
船
な

ど
に
乗
船
し
て
い
る
船
員
の
人
の
た
め
の
不
在
者

投
票
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
し
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
関
す
る
こ
と
や

投
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方
法
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ど
に
つ
い
て
の
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せ
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は
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議
院
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員
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挙
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票
日
で
す
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投
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に
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て
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○
投
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間
　午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
投
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場
所
　事
前
に
配
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す
る
投
票
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

※

配
布
さ
れ
た
入
場
券
を
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
開
票
に
つ
い
て
】

　開
票
は
、
選
挙
日
当
日
（
10
日
）

に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
開
始
時
間
　午
後
８
時
50
分

○
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
選
挙
権
の
年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
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て
】
　

　今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
70
年
ぶ
り
に
選
挙
権

年
齢
が
改
正
さ
れ
、
「
20
歳
以
上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　投
票
は
、
自
分
の
意
見
や
願
い
を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の
生
活
に
反

映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
政
治
参
加
へ
の
第
一
歩
で
す
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　そ
う
し
た
権
利
を
無
駄
に
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
若
い
世
代
が
活
躍
で

き
る
未
来
の
た
め
に
も
、
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
!!
】
期
日
前
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

今
回
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
投
票
を
予
定
し
て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
】

　投
票
は
、
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
投
票
用

紙
が
異
な
り
、
違
う
種
類
の
投
票
用
紙
に
間
違
え
て
記
載
す
る
と
せ
っ

か
く
の
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
区
（
投
票
用
紙
　薄
い
黄
色
の
用
紙
に
黒
の
印
字
）

　熊
本
県
選
出
議
員
の
選
挙
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
氏
名
を

記
載
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
（
投
票
用
紙
　白
色
の
用
紙
に
赤
の
印
字
）

　比
例
代
表
の
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
氏
名
ま
た
は
候
補

者
名
簿
を
届
け
出
た
政
党
名
を
記
載
し
ま
す
。
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期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

　各
選
挙
に
お
け
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
日
に
行
う
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
投

票
日
当
日
に
何
ら
か
の
理
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い

有
権
者
の
人
が
投
票
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い

る
の
が
「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
「
不
在
者
投
票
制

度
」
で
す
。

　投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
を

記
載
し
た
宣
誓
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　投
票
日
当
日
（
７
月
10
日
）
に
、
用
事
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
で
期
日
前
投
票
期
間
に
期
日
前
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
権
者
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
従
来
の
不
在
者
投
票
制
度
よ
り
比

較
的
簡
単
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
は
、
次

の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す
。

■
期
間
　６
月
23
日
㊍
〜
７
月
９
日
㊏

■
時
間
　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　  （
期
間
中
毎
日
）

■
場
所
　町
中
央
公
民
館

不
在
者
投
票

　不
在
者
投
票
制
度
は
、
当
日
の
投
票
お
よ
び
期
日

前
投
票
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
有
権

者
の
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　主
な
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
投
票
日
当
日
に
は
18
歳
を
迎
え
る
が
、
期
日
前
投

票
を
行
う
日
に
は
、
ま
だ
17
歳
の
人

○
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
お
り
（
滞

在
す
る
予
定
が
あ
り
）
、
投
票
日
当
日
お
よ
び
期

日
前
投
票
期
間
を
含
め
町
内
に
い
な
い
人

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
所
）
し
て
い

る
人
で
、
期
日
前
投
票
所
お
よ
び
決
め
ら
れ
た
投

票
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
有
権
者
の
人

の
入
院
（
所
）
し
て
い
る
施
設
が
、
不
在
者
投
票

所
と
し
て
各
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
院
（
所
）

し
て
い
る
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

　不
在
者
投
票
に
よ
る
投
票
は
、
投
票
の
手
続
き
に

日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

他
に
も
、
一
定
以
上
の
身
体
の
障
害
が
あ
る
た
め

に
投
票
所
で
の
投
票
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
や
遠
洋
漁
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
た
め
長
期
に
わ
た
り
漁
船
な

ど
に
乗
船
し
て
い
る
船
員
の
人
の
た
め
の
不
在
者

投
票
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
し
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
関
す
る
こ
と
や

投
票
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
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会
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月
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は
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８
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。
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齢
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ぶ
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。
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。
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。
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!!
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今
回
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所
を
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更
し
て
お
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
投
票
を
予
定
し
て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　町
中
央
公
民
館

【
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
】

　投
票
は
、
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
投
票
用

紙
が
異
な
り
、
違
う
種
類
の
投
票
用
紙
に
間
違
え
て
記
載
す
る
と
せ
っ

か
く
の
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
区
（
投
票
用
紙
　薄
い
黄
色
の
用
紙
に
黒
の
印
字
）

　熊
本
県
選
出
議
員
の
選
挙
で
す
。
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
氏
名
を

記
載
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
（
投
票
用
紙
　白
色
の
用
紙
に
赤
の
印
字
）

　比
例
代
表
の
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者
氏
名
ま
た
は
候
補

者
名
簿
を
届
け
出
た
政
党
名
を
記
載
し
ま
す
。
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る
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、
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理
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が
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す
る
入
場
券
に
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た
投
票
所

で
投
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に
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う
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と
が
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則
と
な
り
ま
す
が
、
投
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に
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理
由
で
投
票
所
に
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け
な
い

有
権
者
の
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が
投
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き
る
よ
う
に
設
け
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い

る
の
が
「
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投
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度
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「
不
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制

度
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で
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に
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所
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由
な
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を
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宣
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を
提
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す
る
必
要
が
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ま
す
。
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投
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（
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10
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に
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事
な
ど
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め

投
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い
人
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前
投
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期
間
に
期
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前
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
権
者
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
従
来
の
不
在
者
投
票
制
度
よ
り
比

較
的
簡
単
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
は
、
次

の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す
。
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間
　６
月
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７
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９
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前
８
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30
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か
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午
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８
時
ま
で

　
　
　  （
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間
中
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）
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所
　町
中
央
公
民
館

不
在
者
投
票

　不
在
者
投
票
制
度
は
、
当
日
の
投
票
お
よ
び
期
日

前
投
票
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
有
権

者
の
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　主
な
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
投
票
日
当
日
に
は
18
歳
を
迎
え
る
が
、
期
日
前
投

票
を
行
う
日
に
は
、
ま
だ
17
歳
の
人

○
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
お
り
（
滞

在
す
る
予
定
が
あ
り
）
、
投
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日
当
日
お
よ
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期

日
前
投
票
期
間
を
含
め
町
内
に
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な
い
人

○
病
院
や
老
人
ホ
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ム
な
ど
に
入
院
（
所
）
し
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る
人
で
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前
投
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決
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た
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所
に
来
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が
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有
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の
人

の
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（
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が
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不
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と
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各
都
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府
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会
の
指
定

を
受
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て
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る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
院
（
所
）

し
て
い
る
施
設
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

　不
在
者
投
票
に
よ
る
投
票
は
、
投
票
の
手
続
き
に

日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

他
に
も
、
一
定
以
上
の
身
体
の
障
害
が
あ
る
た
め

に
投
票
所
で
の
投
票
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
や
遠
洋
漁
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
た
め
長
期
に
わ
た
り
漁
船
な

ど
に
乗
船
し
て
い
る
船
員
の
人
の
た
め
の
不
在
者

投
票
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
し
登
録
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
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る
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と
や
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の
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せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
　☎
（
78
）
３
１
１
１

Nagasu 2016.7 4Nagasu 2016.75



— Nagasu Town Topics —まちの話題

　長洲町高齢者支援施設「げんきの館」で、清源寺天
満宮保存会（田上正二会長）による神楽の舞が披露さ
れました。
　現在会員12人で活動している同保存会は、昭和
51年に町無形文化財に指定されており、文化的にも
価値のある、清源寺神楽を伝承しています。
　同日は、同会とデイサービス利用者など総勢50人
で神楽の披露と笛や和太鼓、鈴、舞の体験が行われま
した。

　産業体験ワークキャンプは、町の産業である漁業や
農業、金魚養殖業などの体験学習を行い、町の宝であ
る地域資源の魅力を再発見することを目的としています。
　このキャンプでは、参加した子どもたちと生産者が
直接ふれあいながら、ミニトマト収穫、潮干狩り、地
産地消の食育学習、金魚学習、ものづくりなどを体験
しました。
　子どもたちは、「長洲町が好きになりました！」「あ
さり貝やミニトマトが美味しかった！」「金魚の稚魚が
かわいかった！」などと笑顔で話し、町の地域資源や
産業などの魅力を感じました。

　長洲海岸で町内幼稚園・保育園児、小学生による干
潟環境学習体験が行われました。この取り組みは、長
洲・牛水地域干潟保存会（上田浩次代表）が有明海
の大切さや海の豊かさを学んでほしいと毎年行ってい
るものです。
　この日は、約700人の園児・児童が参加し、泥ま
みれになりながら潮干狩り体験を満喫しました。子ど
もたちはあさりなどを見つけては、歓声を上げ「また
来年も来たい」、「ゴミなどは、捨てないようにし、海
を大切にしていきたい」と笑顔で話しました。

　下東区（中逸博区長）では、第2回「はっとり荘」
杯グラウンドゴルフ大会を開催しました。
　この大会は、下東区介護予防拠点施設「はっとり荘」
が完成したのをきっかけに区民の親睦を深めるために
始められた大会で今回で2回目の開催になります。
　中逸区長は「天候に恵まれ、小学生の参加もあり、
皆さん楽しくプレーされ、無事に大会を終えることが
できました。今後も大会を続けていきたいと思います」
と話しました。

　長洲港に5月11日体長約3ｍのシュモクザメ3匹
が水揚げされました。このサメは、坂上節男さん（大
明神区）が有明海沖合約2㎞付近で流し網にかかって
いたものを釣り上げたもの。翌日には、このサメを一
目見ようと近所の人たちや町内の幼稚園・保育園児が
多く訪れ、迫力のある姿に歓声が上がっていました。
　坂上さんは「サメが大きかったので、船の上で暴れ
て大変だった。この時期に網にかかるのは珍しい」と
話しました。

　町民へのごみの減量化とリサイクル意識の向上など
を目的に第6回クリーンパークファイブ・ミニフェス
タが第1リサイクル工房（旧第1清掃センター）で開
催されました。
　この日は、あいにくの雨にも関わらず約300人の
参加者が集まり、剪定枝チップ機の展示や自転車・家
具などの「リサイクル品抽選会」が行われ大いに盛り
上がりました。
　また、来場者には水切りネットも無料配布されまし
た。

　長洲たばこ小売組合（村上祐久組合長）は、町内ご
みを減らし緑豊かなまちづくりを目指すグリーンキャ
ンペーンが長洲港周辺で行われました。
　これは、玉名たばこ販売協同組合と毎年連携して
行っているもので、25年以上続く取り組み。この日
は7人の組合員が参加しました。
　村上組合長は「長洲町たばこ小売店では、店頭で
ポケット灰皿の無料配布を行っています。喫煙者のマ
ナー向上を図りつつ、今後も町をきれいにする活動も
続けていきたいです」と意気込みを話しました。

　長洲町老人クラブ連合会（門川信也会長）はながす
未来館で50周年記念長洲町老人クラブ連合会大会を
開催しました。
　これは、老人会祝50周年を迎え、さらに地域での
助け合いを強く持ち、日ごろ顔を会わせない人と、こ
の活動を通じ交流を深めていただくことを目的に行わ
れたものです。
　同日は、永年老人会活動に尽力した人に対する表彰
や芸能祭りが行われ、会員と参加者による芸能祭りで
は、会場で踊りや歌などを歌うなどして多いに盛り上
がりました。
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清源寺神楽が披露されました

長洲町の宝発見！長洲町をもっと好きになる産業体験ワークキャンプ開催 有明海干潟環境学習体験を開催第2回「はっとり荘」杯グラウンドゴルフ大会

シュモクザメがお目見え！クリーンパークファイブミニフェスタ開催 グリーンキャンペーン開催

長洲町老人クラブ 50周年を迎えて

▲体験の様子

▲金魚学習でのクイズ大会で盛り上がる子どもたち！ ▲潮干狩りを楽しむ子どもたち▲楽しんでプレーされる参加者

▲捕獲されたサメを見物する園児▲展示会場の様子 ▲長洲たばこ小売業組合の皆さん

▲芸能祭りの様子

伝統を継承

長洲の魅力を体感 園児・児童が潮干狩り体験下東区

珍しいサメが捕獲されましたリサイクル意識向上を 緑豊かな町に

長洲町老人クラブ連合会大会開催



— Nagasu Town Topics —まちの話題

　長洲町高齢者支援施設「げんきの館」で、清源寺天
満宮保存会（田上正二会長）による神楽の舞が披露さ
れました。
　現在会員12人で活動している同保存会は、昭和
51年に町無形文化財に指定されており、文化的にも
価値のある、清源寺神楽を伝承しています。
　同日は、同会とデイサービス利用者など総勢50人
で神楽の披露と笛や和太鼓、鈴、舞の体験が行われま
した。

　産業体験ワークキャンプは、町の産業である漁業や
農業、金魚養殖業などの体験学習を行い、町の宝であ
る地域資源の魅力を再発見することを目的としています。
　このキャンプでは、参加した子どもたちと生産者が
直接ふれあいながら、ミニトマト収穫、潮干狩り、地
産地消の食育学習、金魚学習、ものづくりなどを体験
しました。
　子どもたちは、「長洲町が好きになりました！」「あ
さり貝やミニトマトが美味しかった！」「金魚の稚魚が
かわいかった！」などと笑顔で話し、町の地域資源や
産業などの魅力を感じました。

　長洲海岸で町内幼稚園・保育園児、小学生による干
潟環境学習体験が行われました。この取り組みは、長
洲・牛水地域干潟保存会（上田浩次代表）が有明海
の大切さや海の豊かさを学んでほしいと毎年行ってい
るものです。
　この日は、約700人の園児・児童が参加し、泥ま
みれになりながら潮干狩り体験を満喫しました。子ど
もたちはあさりなどを見つけては、歓声を上げ「また
来年も来たい」、「ゴミなどは、捨てないようにし、海
を大切にしていきたい」と笑顔で話しました。

　下東区（中逸博区長）では、第2回「はっとり荘」
杯グラウンドゴルフ大会を開催しました。
　この大会は、下東区介護予防拠点施設「はっとり荘」
が完成したのをきっかけに区民の親睦を深めるために
始められた大会で今回で2回目の開催になります。
　中逸区長は「天候に恵まれ、小学生の参加もあり、
皆さん楽しくプレーされ、無事に大会を終えることが
できました。今後も大会を続けていきたいと思います」
と話しました。

　長洲港に5月11日体長約3ｍのシュモクザメ3匹
が水揚げされました。このサメは、坂上節男さん（大
明神区）が有明海沖合約2㎞付近で流し網にかかって
いたものを釣り上げたもの。翌日には、このサメを一
目見ようと近所の人たちや町内の幼稚園・保育園児が
多く訪れ、迫力のある姿に歓声が上がっていました。
　坂上さんは「サメが大きかったので、船の上で暴れ
て大変だった。この時期に網にかかるのは珍しい」と
話しました。

　町民へのごみの減量化とリサイクル意識の向上など
を目的に第6回クリーンパークファイブ・ミニフェス
タが第1リサイクル工房（旧第1清掃センター）で開
催されました。
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具などの「リサイクル品抽選会」が行われ大いに盛り
上がりました。
　また、来場者には水切りネットも無料配布されまし
た。
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曜
日

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
費
用
　無
料

■
対
象
者

　概
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族

■
内
容
　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　

 

（
個
別
相
談
）
な
ど

　・
問

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
（
74
）
０
０
０
７

　税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

町
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押
え
た
不
動

産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

〈
土
地
１
件
〉

■
所
在
　長
洲
町
大
字
長
洲
字
前
濱
２
４

５
１
番
地
13

■
地
積
　34
㎡
（
地
目
：
畑
）

■
公
売
日
　９
月
12
日
㊊
〜
14
日
㊌

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
見
積
価
額
　18
万
円

■
公
売
保
証
金
　１
万
８
千
円

■
公
売
場
所
　町
税
務
課

■
公
売
方
法
　入
札
方
式
（
期
間
入
札
）

※

農
地
の
公
売
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
で
す
。
取
得
す

る
に
は
、
７
月
25
日
㊊
ま
で
に
町
農
業
委

員
会
（
☎
78-

３
２
７
２
）
へ
買
受
適
格
証

明
願
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
対
策
推
進
係

　☎
（
78
）
３
１
２
４

　近
年
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
と
い
う

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
媒
介
す
る
ト
マ
ト
の
ウ

イ
ル
ス
病
が
発
生
し
、
産
地
と
し
て
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
不
作
付
け
期
間
　

　７
月
11
日
㊊
〜
８
月
14
日
㊐

【
一
般
家
庭
菜
園
の
人
へ
】

　発
病
株
を
放
置
し
て
お
く
と
次
々
に
伝

染
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
ち
に
抜
き
取

り
、
土
中
に
埋
め
る
か
肥
料
袋
な
ど
に
入

れ
、
密
閉
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
玉
名
地
域
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策
会

議
事
務
局

　☎
（
74
）
２
１
９
３

　使
用
済
み
農
薬
空
容
器
の
焼
却
・
廃
棄

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　７
月
６
日
㊌

■
時
間
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
回
収
場
所
　J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ

ン
タ
ー

■
回
収
品
目
　

　プ
ラ
ボ
ト
ル
、
水
和
剤
、
粉
粒
剤
の

袋
、
農
薬
ビ
ン
類
、
農
薬
缶
、
ペ
ー
ル
缶

※

J
A
指
定
の
回
収
袋
（
１
０
０
円
）
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ
ン
タ
ー

　☎
（
78
）
６
５
６
５

■
日
時
　７
月
24
日
㊐
　午
前
８
時

■
場
所
　熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

■
内
容
　神
事
、
海
上
パ
レ
ー
ド
（
漁
船

で
有
明
海
巡
航
）
、
え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ

り
記
念
タ
イ
放
流
事
業
（
１
万
匹
）
、
有

明
海
海
産
物
即
売
会
、
物
産
市
、
軽
ト
ラ

市
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
わ
く
わ
く
抽
選
会

問
熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

　☎
（
78
）
０
５
１
６

　　本
年
度
の
免
除
期
間
は
、
７
月
１
日
〜

平
成
29
年
６
月
ま
で
で
す
。

　ま
た
、
国
民
年
金
の
支
払
い
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
書
の
提
出
日
か

ら
２
年
１
カ
月
ま
で
遡
っ
て
免
除
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※

今
年
の
保
険
料
は
月
額
１
６
、２
６
０

円
で
す
。

問
玉
名
年
金
事
務
所

　☎
（
74
）
１
６
３
８

　住
民
環
境
課
　戸
籍
住
民
係

　☎
（
78
）
３
１
１
６

　任
期
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

　長
洲
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定

に
よ
る
開
示
請
求
制
度
の
運
用
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
長
洲
町
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
は
あ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報
開
示
請
求
運
用
状
況

件
数
　１

請
求
日
　平
成
27
年
10
月
26
日

請
求
者
の
区
分
　個
人

実
施
機
関
　教
育
委
員
会

開
示
等
決
定
日
　平
成
27
年
11
月
11
日

開
示
・
不
開
示
の
別
　一
部
開
示

開
示
の
方
法
　写
し
の
交
付

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

清里校区　駅通区

なかがわ まさあき

中川　雅明
☎78-5533
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長洲駅

389

501

46
長洲町役場

●

長洲小
●

公売地

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
ご
注
意

不
動
産
の
公
売
を
行
い
ま
す

え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ
り
開
催

新
駐
在
員（
区
長
）を
紹
介
し
ま
す

平
成
27
年
度
長
洲
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
薬
容
器
（
産
業
廃
棄
物
）
を

回
収
し
ま
す

〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
〉

本
年
度
分
の
申
請
を
７
月
よ
り
開
始

司
法
書
士
に
よ
る
被
災
者
支
援
の

た
め
の「
無
料
相
談
会
」開
催

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

消
防
設
備
士
試
験（
甲
種
全
類
・

乙
種
全
類
）の
実
施

若
年
就
職
無
料
相
談
会
＆

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

「
金
魚
」×

「
わ
か
も
の
」

ま
ち
あ
そ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

催   

し

７
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
講
座

陶
芸
教
室
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
手
当
て
が
命
を
救
う

く   

ら   

し

ハ
ギ
レ
布
で
作
る
帽
子

■
日
時
　７
月
19
日
㊋

　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講
師
　土
山
千
代
子
さ
ん

■
定
員
　10
人

■
申
込
期
限

　７
月
11
日
㊊
　午
後
４
時
ま
で

　・
問
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ

　☎
（
78
）
４
４
３
３

■
日
時
　①
７
月
16
日
㊏

　
　
　
　②
７
月
17
日
㊐

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　①
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　②
玉
名
市
民
会
館

■
内
容
　震
災
に
関
す
る
法
律
相
談

※

予
約
は
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
司
法
書
士
会
玉
名
山
鹿
支
部

　司
法
書
士
　新
川
芳
宏

　☎
０
９
６
８-

６
５-

５
５
５
２

■
日
時
　７
月
31
日
㊐

　
　
　
　午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
　大
麻
文
化
会
館
１
階

　
　
　
　青
年
婦
人
室
・
小
会
議
室

■
講
師
　小
代
焼
　一
先
窯
　

　
　
　
　山
口
　智
一
さ
ん

■
内
容
　手
び
ね
り
「
陶
芸
」
体
験

■
参
加
費
　大
人
２
，０
０
０
円
（
焼
成

費
込
み
）
、
子
ど
も
１
，
５
０
０
円
（
焼

成
費
込
み
）
希
望
に
よ
り
粘
土
追
加
可

　大
麻
文
化
会
館

　☎
（
73
）
５
８
１
１

荒
尾
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　７
月
17
日
㊐

　
　
　
　午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　荒
尾
消
防
署
　３
階
講
堂

■
内
容
　A
E
D
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

■
定
員
　先
着
15
人

■
申
込
方
法
　電
話
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
参
加
費
　無
料

※

以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　・
問
荒
尾
消
防
署
救
急
係

　
　
　☎
（
63
）
１
１
２
１

■
訓
練
期
間
　９
月
６
日
㊋
〜

　
　
　
　
　
　平
成
29
年
３
月
28
日
㊋

■
募
集
人
員
　機
械
加
工
技
術
科

■
申
込
期
限
　７
月
28
日
㊍

■
訓
練
説
明
会
　７
月
13
日
㊌

　午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
試
験
日
　８
月
１
日
㊊

■
必
要
経
費
　受
講
料
は
無
料
、
教
科

書
料
な
ど
が
別
途
必
要

　・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾（
訓
練
課
）

　☎
（
62
）
０
１
７
９

　金
魚
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
た

い
、
金
魚
グ
ッ
ズ
の
商
品
開
発
を
し
た

い
、
ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
人
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
金
魚
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
資
格

　町
内
在
住
、
在
勤
の
高
校
生
〜
40
歳

■
申
込
期
限
　７
月
15
日
㊎

■
開
催
回
数
　月
１
回
程
度
（
初
回
は

８
月
５
日
㊎
午
後
７
時
か
ら
町
中
央
公

民
館
）

■
報
酬
な
ど

　報
酬
お
よ
び
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん

　ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

　☎
（
78
）
３
２
３
９

■
願
書
受
付
期
間
　７
月
21
日
㊍
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　７
月
28
日
㊍

■
試
験
日
　第
１
回
　９
月
３
日
㊏

　
　
　
　
　第
２
回
　９
月
４
日
㊐

■
試
験
地
　熊
本
市

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

　☎
０
９
６-

３
６
５-

５
０
０
５

　15
歳
か
ら
39
歳
就
職
・
再
就
職
に
つ

い
て
の
お
困
り
事
、
お
悩
み
な
ど
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
　毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
費
用
　無
料

■
対
象
者

　概
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族

■
内
容
　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　

 

（
個
別
相
談
）
な
ど

　・
問

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
（
74
）
０
０
０
７

　税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

町
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押
え
た
不
動

産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

〈
土
地
１
件
〉

■
所
在
　長
洲
町
大
字
長
洲
字
前
濱
２
４

５
１
番
地
13

■
地
積
　34
㎡
（
地
目
：
畑
）

■
公
売
日
　９
月
12
日
㊊
〜
14
日
㊌

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
見
積
価
額
　18
万
円

■
公
売
保
証
金
　１
万
８
千
円

■
公
売
場
所
　町
税
務
課

■
公
売
方
法
　入
札
方
式
（
期
間
入
札
）

※

農
地
の
公
売
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
で
す
。
取
得
す

る
に
は
、
７
月
25
日
㊊
ま
で
に
町
農
業
委

員
会
（
☎
78-

３
２
７
２
）
へ
買
受
適
格
証

明
願
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
対
策
推
進
係

　☎
（
78
）
３
１
２
４

　近
年
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
と
い
う

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
媒
介
す
る
ト
マ
ト
の
ウ

イ
ル
ス
病
が
発
生
し
、
産
地
と
し
て
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
不
作
付
け
期
間
　

　７
月
11
日
㊊
〜
８
月
14
日
㊐

【
一
般
家
庭
菜
園
の
人
へ
】

　発
病
株
を
放
置
し
て
お
く
と
次
々
に
伝

染
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
ち
に
抜
き
取

り
、
土
中
に
埋
め
る
か
肥
料
袋
な
ど
に
入

れ
、
密
閉
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
玉
名
地
域
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策
会

議
事
務
局

　☎
（
74
）
２
１
９
３

　使
用
済
み
農
薬
空
容
器
の
焼
却
・
廃
棄

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　７
月
６
日
㊌

■
時
間
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
回
収
場
所
　J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ

ン
タ
ー

■
回
収
品
目
　

　プ
ラ
ボ
ト
ル
、
水
和
剤
、
粉
粒
剤
の

袋
、
農
薬
ビ
ン
類
、
農
薬
缶
、
ペ
ー
ル
缶

※

J
A
指
定
の
回
収
袋
（
１
０
０
円
）
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ
ン
タ
ー

　☎
（
78
）
６
５
６
５

■
日
時
　７
月
24
日
㊐
　午
前
８
時

■
場
所
　熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

■
内
容
　神
事
、
海
上
パ
レ
ー
ド
（
漁
船

で
有
明
海
巡
航
）
、
え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ

り
記
念
タ
イ
放
流
事
業
（
１
万
匹
）
、
有

明
海
海
産
物
即
売
会
、
物
産
市
、
軽
ト
ラ

市
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
わ
く
わ
く
抽
選
会

問
熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

　☎
（
78
）
０
５
１
６

　　本
年
度
の
免
除
期
間
は
、
７
月
１
日
〜

平
成
29
年
６
月
ま
で
で
す
。

　ま
た
、
国
民
年
金
の
支
払
い
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
書
の
提
出
日
か

ら
２
年
１
カ
月
ま
で
遡
っ
て
免
除
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※

今
年
の
保
険
料
は
月
額
１
６
、２
６
０

円
で
す
。

問
玉
名
年
金
事
務
所

　☎
（
74
）
１
６
３
８

　住
民
環
境
課
　戸
籍
住
民
係

　☎
（
78
）
３
１
１
６

　任
期
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

　長
洲
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定

に
よ
る
開
示
請
求
制
度
の
運
用
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
長
洲
町
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
は
あ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報
開
示
請
求
運
用
状
況

件
数
　１

請
求
日
　平
成
27
年
10
月
26
日

請
求
者
の
区
分
　個
人

実
施
機
関
　教
育
委
員
会

開
示
等
決
定
日
　平
成
27
年
11
月
11
日

開
示
・
不
開
示
の
別
　一
部
開
示

開
示
の
方
法
　写
し
の
交
付

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

清里校区　駅通区

なかがわ まさあき

中川　雅明
☎78-5533
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長洲駅

389

501

46
長洲町役場

●

長洲小
●

公売地

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
ご
注
意

不
動
産
の
公
売
を
行
い
ま
す

え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ
り
開
催

新
駐
在
員（
区
長
）を
紹
介
し
ま
す

平
成
27
年
度
長
洲
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
薬
容
器
（
産
業
廃
棄
物
）
を

回
収
し
ま
す

〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
〉

本
年
度
分
の
申
請
を
７
月
よ
り
開
始

司
法
書
士
に
よ
る
被
災
者
支
援
の

た
め
の「
無
料
相
談
会
」開
催

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

消
防
設
備
士
試
験（
甲
種
全
類
・

乙
種
全
類
）の
実
施

若
年
就
職
無
料
相
談
会
＆

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

「
金
魚
」×

「
わ
か
も
の
」

ま
ち
あ
そ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

催   

し

７
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
講
座

陶
芸
教
室
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
手
当
て
が
命
を
救
う

く   

ら   

し

ハ
ギ
レ
布
で
作
る
帽
子

■
日
時
　７
月
19
日
㊋

　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講
師
　土
山
千
代
子
さ
ん

■
定
員
　10
人

■
申
込
期
限

　７
月
11
日
㊊
　午
後
４
時
ま
で

　・
問
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ

　☎
（
78
）
４
４
３
３

■
日
時
　①
７
月
16
日
㊏

　
　
　
　②
７
月
17
日
㊐

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　①
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　②
玉
名
市
民
会
館

■
内
容
　震
災
に
関
す
る
法
律
相
談

※

予
約
は
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
司
法
書
士
会
玉
名
山
鹿
支
部

　司
法
書
士
　新
川
芳
宏

　☎
０
９
６
８-

６
５-

５
５
５
２

■
日
時
　７
月
31
日
㊐

　
　
　
　午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
　大
麻
文
化
会
館
１
階

　
　
　
　青
年
婦
人
室
・
小
会
議
室

■
講
師
　小
代
焼
　一
先
窯
　

　
　
　
　山
口
　智
一
さ
ん

■
内
容
　手
び
ね
り
「
陶
芸
」
体
験

■
参
加
費
　大
人
２
，０
０
０
円
（
焼
成

費
込
み
）
、
子
ど
も
１
，
５
０
０
円
（
焼

成
費
込
み
）
希
望
に
よ
り
粘
土
追
加
可

　大
麻
文
化
会
館

　☎
（
73
）
５
８
１
１

荒
尾
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　７
月
17
日
㊐

　
　
　
　午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　荒
尾
消
防
署
　３
階
講
堂

■
内
容
　A
E
D
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

■
定
員
　先
着
15
人

■
申
込
方
法
　電
話
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
参
加
費
　無
料

※

以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　・
問
荒
尾
消
防
署
救
急
係

　
　
　☎
（
63
）
１
１
２
１

■
訓
練
期
間
　９
月
６
日
㊋
〜

　
　
　
　
　
　平
成
29
年
３
月
28
日
㊋

■
募
集
人
員
　機
械
加
工
技
術
科

■
申
込
期
限
　７
月
28
日
㊍

■
訓
練
説
明
会
　７
月
13
日
㊌

　午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
試
験
日
　８
月
１
日
㊊

■
必
要
経
費
　受
講
料
は
無
料
、
教
科

書
料
な
ど
が
別
途
必
要

　・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾（
訓
練
課
）

　☎
（
62
）
０
１
７
９

　金
魚
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
た

い
、
金
魚
グ
ッ
ズ
の
商
品
開
発
を
し
た

い
、
ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
人
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
金
魚
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
資
格

　町
内
在
住
、
在
勤
の
高
校
生
〜
40
歳

■
申
込
期
限
　７
月
15
日
㊎

■
開
催
回
数
　月
１
回
程
度
（
初
回
は

８
月
５
日
㊎
午
後
７
時
か
ら
町
中
央
公

民
館
）

■
報
酬
な
ど

　報
酬
お
よ
び
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん

　ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

　☎
（
78
）
３
２
３
９

■
願
書
受
付
期
間
　７
月
21
日
㊍
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　７
月
28
日
㊍

■
試
験
日
　第
１
回
　９
月
３
日
㊏

　
　
　
　
　第
２
回
　９
月
４
日
㊐

■
試
験
地
　熊
本
市

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

　☎
０
９
６-

３
６
５-

５
０
０
５

　15
歳
か
ら
39
歳
就
職
・
再
就
職
に
つ

い
て
の
お
困
り
事
、
お
悩
み
な
ど
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
　毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
費
用
　無
料

■
対
象
者

　概
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族

■
内
容
　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　

 

（
個
別
相
談
）
な
ど

　・
問

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
（
74
）
０
０
０
７

　税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

町
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押
え
た
不
動

産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

〈
土
地
１
件
〉

■
所
在
　長
洲
町
大
字
長
洲
字
前
濱
２
４

５
１
番
地
13

■
地
積
　34
㎡
（
地
目
：
畑
）

■
公
売
日
　９
月
12
日
㊊
〜
14
日
㊌

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
見
積
価
額
　18
万
円

■
公
売
保
証
金
　１
万
８
千
円

■
公
売
場
所
　町
税
務
課

■
公
売
方
法
　入
札
方
式
（
期
間
入
札
）

※

農
地
の
公
売
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
で
す
。
取
得
す

る
に
は
、
７
月
25
日
㊊
ま
で
に
町
農
業
委

員
会
（
☎
78-

３
２
７
２
）
へ
買
受
適
格
証

明
願
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
対
策
推
進
係

　☎
（
78
）
３
１
２
４

　近
年
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
と
い
う

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
媒
介
す
る
ト
マ
ト
の
ウ

イ
ル
ス
病
が
発
生
し
、
産
地
と
し
て
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
不
作
付
け
期
間
　

　７
月
11
日
㊊
〜
８
月
14
日
㊐

【
一
般
家
庭
菜
園
の
人
へ
】

　発
病
株
を
放
置
し
て
お
く
と
次
々
に
伝

染
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
ち
に
抜
き
取

り
、
土
中
に
埋
め
る
か
肥
料
袋
な
ど
に
入

れ
、
密
閉
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
玉
名
地
域
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策
会

議
事
務
局

　☎
（
74
）
２
１
９
３

　使
用
済
み
農
薬
空
容
器
の
焼
却
・
廃
棄

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　７
月
６
日
㊌

■
時
間
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
回
収
場
所
　J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ

ン
タ
ー

■
回
収
品
目
　

　プ
ラ
ボ
ト
ル
、
水
和
剤
、
粉
粒
剤
の

袋
、
農
薬
ビ
ン
類
、
農
薬
缶
、
ペ
ー
ル
缶

※

J
A
指
定
の
回
収
袋
（
１
０
０
円
）
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ
ン
タ
ー

　☎
（
78
）
６
５
６
５

■
日
時
　７
月
24
日
㊐
　午
前
８
時

■
場
所
　熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

■
内
容
　神
事
、
海
上
パ
レ
ー
ド
（
漁
船

で
有
明
海
巡
航
）
、
え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ

り
記
念
タ
イ
放
流
事
業
（
１
万
匹
）
、
有

明
海
海
産
物
即
売
会
、
物
産
市
、
軽
ト
ラ

市
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
わ
く
わ
く
抽
選
会

問
熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

　☎
（
78
）
０
５
１
６

　　本
年
度
の
免
除
期
間
は
、
７
月
１
日
〜

平
成
29
年
６
月
ま
で
で
す
。

　ま
た
、
国
民
年
金
の
支
払
い
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
書
の
提
出
日
か

ら
２
年
１
カ
月
ま
で
遡
っ
て
免
除
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
今
年
の
保
険
料
は
月
額
１
６
、２
６
０

円
で
す
。

問
玉
名
年
金
事
務
所

　☎
（
74
）
１
６
３
８

　住
民
環
境
課
　戸
籍
住
民
係

　☎
（
78
）
３
１
１
６

　任
期
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

　長
洲
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定

に
よ
る
開
示
請
求
制
度
の
運
用
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
長
洲
町
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
は
あ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報
開
示
請
求
運
用
状
況

件
数
　１

請
求
日
　平
成
27
年
10
月
26
日

請
求
者
の
区
分
　個
人

実
施
機
関
　教
育
委
員
会

開
示
等
決
定
日
　平
成
27
年
11
月
11
日

開
示
・
不
開
示
の
別
　一
部
開
示

開
示
の
方
法
　写
し
の
交
付

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

清里校区　駅通区

なかがわ まさあき

中川　雅明
☎78-5533
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長洲駅
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501
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長洲町役場

●

長洲小
●

公売地

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
ご
注
意

不
動
産
の
公
売
を
行
い
ま
す

え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ
り
開
催

新
駐
在
員（
区
長
）を
紹
介
し
ま
す

平
成
27
年
度
長
洲
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
薬
容
器
（
産
業
廃
棄
物
）
を

回
収
し
ま
す

〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
〉

本
年
度
分
の
申
請
を
７
月
よ
り
開
始

司
法
書
士
に
よ
る
被
災
者
支
援
の

た
め
の「
無
料
相
談
会
」開
催

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

消
防
設
備
士
試
験（
甲
種
全
類
・

乙
種
全
類
）の
実
施

若
年
就
職
無
料
相
談
会
＆

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

「
金
魚
」×

「
わ
か
も
の
」

ま
ち
あ
そ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

催   

し

７
月
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
講
座

陶
芸
教
室
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
手
当
て
が
命
を
救
う

く   

ら   

し

ハ
ギ
レ
布
で
作
る
帽
子

■
日
時
　７
月
19
日
㊋

　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
講
師
　土
山
千
代
子
さ
ん

■
定
員
　10
人

■
申
込
期
限

　７
月
11
日
㊊
　午
後
４
時
ま
で

　・
問
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ

　☎
（
78
）
４
４
３
３

■
日
時
　①
７
月
16
日
㊏

　
　
　
　②
７
月
17
日
㊐

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　①
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　②
玉
名
市
民
会
館

■
内
容
　震
災
に
関
す
る
法
律
相
談

※

予
約
は
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
司
法
書
士
会
玉
名
山
鹿
支
部

　司
法
書
士
　新
川
芳
宏

　☎
０
９
６
８-

６
５-

５
５
５
２

■
日
時
　７
月
31
日
㊐

　
　
　
　午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
　大
麻
文
化
会
館
１
階

　
　
　
　青
年
婦
人
室
・
小
会
議
室

■
講
師
　小
代
焼
　一
先
窯
　

　
　
　
　山
口
　智
一
さ
ん

■
内
容
　手
び
ね
り
「
陶
芸
」
体
験

■
参
加
費
　大
人
２
，０
０
０
円
（
焼
成

費
込
み
）
、
子
ど
も
１
，
５
０
０
円
（
焼

成
費
込
み
）
希
望
に
よ
り
粘
土
追
加
可

　大
麻
文
化
会
館

　☎
（
73
）
５
８
１
１

荒
尾
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　７
月
17
日
㊐

　
　
　
　午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　荒
尾
消
防
署
　３
階
講
堂

■
内
容
　A
E
D
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

■
定
員
　先
着
15
人

■
申
込
方
法
　電
話
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
参
加
費
　無
料

※

以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　・
問
荒
尾
消
防
署
救
急
係

　
　
　☎
（
63
）
１
１
２
１

■
訓
練
期
間
　９
月
６
日
㊋
〜

　
　
　
　
　
　平
成
29
年
３
月
28
日
㊋

■
募
集
人
員
　機
械
加
工
技
術
科

■
申
込
期
限
　７
月
28
日
㊍

■
訓
練
説
明
会
　７
月
13
日
㊌

　午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
試
験
日
　８
月
１
日
㊊

■
必
要
経
費
　受
講
料
は
無
料
、
教
科

書
料
な
ど
が
別
途
必
要

　・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾（
訓
練
課
）

　☎
（
62
）
０
１
７
９

　金
魚
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
た

い
、
金
魚
グ
ッ
ズ
の
商
品
開
発
を
し
た

い
、
ま
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
人
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
金
魚
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
資
格

　町
内
在
住
、
在
勤
の
高
校
生
〜
40
歳

■
申
込
期
限
　７
月
15
日
㊎

■
開
催
回
数
　月
１
回
程
度
（
初
回
は

８
月
５
日
㊎
午
後
７
時
か
ら
町
中
央
公

民
館
）

■
報
酬
な
ど

　報
酬
お
よ
び
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん

　ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

　☎
（
78
）
３
２
３
９

■
願
書
受
付
期
間
　７
月
21
日
㊍
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　７
月
28
日
㊍

■
試
験
日
　第
１
回
　９
月
３
日
㊏

　
　
　
　
　第
２
回
　９
月
４
日
㊐

■
試
験
地
　熊
本
市

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

　☎
０
９
６-

３
６
５-

５
０
０
５

　15
歳
か
ら
39
歳
就
職
・
再
就
職
に
つ

い
て
の
お
困
り
事
、
お
悩
み
な
ど
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
　毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
費
用
　無
料

■
対
象
者

　概
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族

■
内
容
　キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　

 

（
個
別
相
談
）
な
ど

　・
問

　た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
（
74
）
０
０
０
７

　税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

町
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押
え
た
不
動

産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

〈
土
地
１
件
〉

■
所
在
　長
洲
町
大
字
長
洲
字
前
濱
２
４

５
１
番
地
13

■
地
積
　34
㎡
（
地
目
：
畑
）

■
公
売
日
　９
月
12
日
㊊
〜
14
日
㊌

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
見
積
価
額
　18
万
円

■
公
売
保
証
金
　１
万
８
千
円

■
公
売
場
所
　町
税
務
課

■
公
売
方
法
　入
札
方
式
（
期
間
入
札
）

※

農
地
の
公
売
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
で
す
。
取
得
す

る
に
は
、
７
月
25
日
㊊
ま
で
に
町
農
業
委

員
会
（
☎
78-

３
２
７
２
）
へ
買
受
適
格
証

明
願
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
対
策
推
進
係

　☎
（
78
）
３
１
２
４

　近
年
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
と
い
う

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
媒
介
す
る
ト
マ
ト
の
ウ

イ
ル
ス
病
が
発
生
し
、
産
地
と
し
て
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
不
作
付
け
期
間
　

　７
月
11
日
㊊
〜
８
月
14
日
㊐

【
一
般
家
庭
菜
園
の
人
へ
】

　発
病
株
を
放
置
し
て
お
く
と
次
々
に
伝

染
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
ち
に
抜
き
取

り
、
土
中
に
埋
め
る
か
肥
料
袋
な
ど
に
入

れ
、
密
閉
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
玉
名
地
域
緊
急
病
害
虫
防
除
対
策
会

議
事
務
局

　☎
（
74
）
２
１
９
３

　使
用
済
み
農
薬
空
容
器
の
焼
却
・
廃
棄

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　７
月
６
日
㊌

■
時
間
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
回
収
場
所
　J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ

ン
タ
ー

■
回
収
品
目
　

　プ
ラ
ボ
ト
ル
、
水
和
剤
、
粉
粒
剤
の

袋
、
農
薬
ビ
ン
類
、
農
薬
缶
、
ペ
ー
ル
缶

※

J
A
指
定
の
回
収
袋
（
１
０
０
円
）
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
J
A
た
ま
な
長
洲
供
給
セ
ン
タ
ー

　☎
（
78
）
６
５
６
５

■
日
時
　７
月
24
日
㊐
　午
前
８
時

■
場
所
　熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

■
内
容
　神
事
、
海
上
パ
レ
ー
ド
（
漁
船

で
有
明
海
巡
航
）
、
え
べ
っ
さ
ん
海
ま
つ

り
記
念
タ
イ
放
流
事
業
（
１
万
匹
）
、
有

明
海
海
産
物
即
売
会
、
物
産
市
、
軽
ト
ラ

市
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
わ
く
わ
く
抽
選
会

問
熊
本
北
部
漁
業
協
同
組
合

　☎
（
78
）
０
５
１
６

　　本
年
度
の
免
除
期
間
は
、
７
月
１
日
〜

平
成
29
年
６
月
ま
で
で
す
。

　ま
た
、
国
民
年
金
の
支
払
い
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
書
の
提
出
日
か

ら
２
年
１
カ
月
ま
で
遡
っ
て
免
除
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
今
年
の
保
険
料
は
月
額
１
６
、２
６
０

円
で
す
。

問
玉
名
年
金
事
務
所

　☎
（
74
）
１
６
３
８

　住
民
環
境
課
　戸
籍
住
民
係

　☎
（
78
）
３
１
１
６

　任
期
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

　長
洲
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定

に
よ
る
開
示
請
求
制
度
の
運
用
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
長
洲
町
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
は
あ
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報
開
示
請
求
運
用
状
況

件
数
　１

請
求
日
　平
成
27
年
10
月
26
日

請
求
者
の
区
分
　個
人

実
施
機
関
　教
育
委
員
会

開
示
等
決
定
日
　平
成
27
年
11
月
11
日

開
示
・
不
開
示
の
別
　一
部
開
示

開
示
の
方
法
　写
し
の
交
付

問
総
務
課
総
務
係

　☎
（
78
）
３
１
１
３

清里校区　駅通区

なかがわ まさあき

中川　雅明
☎78-5533
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あ
ら
・
た
ま
魅
力
体
感
婚
活

頑
張
ろ
う
熊
本
〜
手
を
つ
な
ご
う

未
来
の
た
め
に

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

今
年
の
夏
も
有
明
フ
ェ
リ
ー
を

使
っ
て
島
原
へ
い
き
ま
せ
ん
か
？

採用試験種目 応募資格 応募締切 試験期日 試験会場
最も多い自衛官への道はこちら！
自衛官候補生（男子）

18歳以上
27歳未満

陸上/海上/航空
海上

7月6日 7月10日㊐
7月27日 7月31日㊐ 熊本市内

選ばれたパイロットへの道！
ブルーインパルスや救急救難ヘリなどで活躍

航 空 学 生
18歳（高卒
見込含）以上
27歳未満

海上/航空 7月1日～
9月8日

（1次）
9月22日

（１次）
熊本地方
合同庁舎A棟

かかせない係長職！そして幹部として活躍

一 般 曹 候 補 生
18歳以上
27歳未満陸上/海上/航空 7月1日～

9月8日
（1次）
9月17日

（１次）
九州看護福祉
大学ほか

最も多い自衛官への道はこちら！
自衛官候補生（女子） 陸上/海上/航空 9月25日～27日、

の指定する1日　 北熊本駐屯地

最も多い自衛官への道はこちら！

自衛官候補生（男子） 18歳以上
27歳未満

陸上/海上/航空
7月1日～
9月8日

（筆記）9月17日
（面接等）

9月18日～21日、
9月23日、24日、
の指定する1日　

（筆記）
九州看護福祉
大学ほか
（面接等）
北熊本駐屯地

自衛官を募集します！【平成28年8月・9月採用予定】

【平成29年3月・4月採用予定】

問　自衛隊熊本地方協力本部　玉名地域事務所（72-4211）

大卒程度 行　政 ２人程度
土　木 １人程度
建　築 １人程度

区　分 職　種 採用予定人数

民間企業等職務経験者

■
日
時
　

①
７
月
23
日
㊏
　
午
後
６
時
〜
10
時

②
８
月
５
日
㊎
　
午
後
７
時
〜
10
時

■
場
所
　
①
ル
ン
バ
珈
琲
（
荒
尾
市
）

　
　
　
　
②
有
明
広
域
事
務
組
合（
玉
名
市
）

■
参
加
費

①
男
性
３
，０
０
０
円
、
女
性
２
，０
０
０
円

②
男
性
３
，５
０
０
円
、
女
性
２
，５
０
０
円

■
応
募
期
限
　
①
７
月
15
日
㊎
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
　
②
７
月
29
日
㊎
正
午
ま
で

■
応
募
資
格
　
①
35
歳
〜
50
歳
ま
で
の

独
身
の
男
女
各
５
人
（
抽
選
）

②
25
歳
〜
40
歳
ま
で
の
独
身
の
男
女
各

15
人
（
抽
選
）

■
申
込
方
法
　
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
・
問
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
78
）
２
５
４
３

E-m
ail

arao.tam
ana.k-s-c@

w
ish.ocn.ne.jp

　
７
、
８
月
は
有
明
フ
ェ
リ
ー
夏
の
特

別
割
引
で
運
行
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
　
８
月
13
日
㊏
・
14
日
㊐

を
除
く
７
月
・
８
月
の
土
日
祝
日
限
定

■
対
象
車
　
６
ｍ
未
満
の
車
両

※

二
輪
車
・
サ
イ
ド
カ
ー
除
く

■
割
引
内
容
　
20
％
割
引

※

１  

現
金
で
の
お
支
払
い
に
限
り
ま
す
。

※

２  

ほ
か
の
割
引
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
有
明
フ
ェ
リ
ー
　
長
洲
営
業
所

　
☎
（
78
）
０
１
３
１

平成28年度長洲町職員採用試験

民間企業等職務経験者　土木
　昭和52年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学
（短期大学を除く）を卒業または平成29年３月末までに卒業見込
みの人で、一級土木施工管理技士の資格があり民間企業などにお
ける実務経験が通算２年以上ある人
民間企業等職務経験者　建築
　昭和52年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学
（短期大学を除く）を卒業または平成29年３月末までに卒業見込
みの人で、一級建築施工管理技士の資格があり民間企業などにお
ける実務経験が通算２年以上ある人

■試験職種及び採用予定人数

■受験資格

９月18日㊐
■第一次試験

■試験場

九州看護福祉大学
■受付期間

　・問長洲町役場　総務課　総務係
　　　　　　　　　 （☎78-3113）

７月25日㊊
　～８月12日㊎まで

大卒程度　行政
　昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、
学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業または平成29
年３月末までに卒業見込みの人

Nagasu 2016.7 10

くらしの情報



あ
ら
・
た
ま
魅
力
体
感
婚
活

頑
張
ろ
う
熊
本
〜
手
を
つ
な
ご
う

未
来
の
た
め
に

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

今
年
の
夏
も
有
明
フ
ェ
リ
ー
を

使
っ
て
島
原
へ
い
き
ま
せ
ん
か
？

採用試験種目 応募資格 応募締切 試験期日 試験会場
最も多い自衛官への道はこちら！
自衛官候補生（男子）

18歳以上
27歳未満

陸上/海上/航空
海上

7月6日 7月10日㊐
7月27日 7月31日㊐ 熊本市内

選ばれたパイロットへの道！
ブルーインパルスや救急救難ヘリなどで活躍

航 空 学 生
18歳（高卒
見込含）以上
27歳未満

海上/航空 7月1日～
9月8日

（1次）
9月22日

（１次）
熊本地方
合同庁舎A棟

かかせない係長職！そして幹部として活躍

一 般 曹 候 補 生
18歳以上
27歳未満陸上/海上/航空 7月1日～

9月8日
（1次）
9月17日

（１次）
九州看護福祉
大学ほか

最も多い自衛官への道はこちら！
自衛官候補生（女子） 陸上/海上/航空 9月25日～27日、

の指定する1日　 北熊本駐屯地

最も多い自衛官への道はこちら！

自衛官候補生（男子） 18歳以上
27歳未満

陸上/海上/航空
7月1日～
9月8日

（筆記）9月17日
（面接等）

9月18日～21日、
9月23日、24日、
の指定する1日　

（筆記）
九州看護福祉
大学ほか
（面接等）
北熊本駐屯地

自衛官を募集します！【平成28年8月・9月採用予定】

【平成29年3月・4月採用予定】

問　自衛隊熊本地方協力本部　玉名地域事務所（72-4211）

大卒程度 行　政 ２人程度
土　木 １人程度
建　築 １人程度

区　分 職　種 採用予定人数

民間企業等職務経験者

■
日
時
　

①
７
月
23
日
㊏
　午
後
６
時
〜
10
時

②
８
月
５
日
㊎
　午
後
７
時
〜
10
時

■
場
所
　①
ル
ン
バ
珈
琲
（
荒
尾
市
）

　
　
　
　②
有
明
広
域
事
務
組
合（
玉
名
市
）

■
参
加
費

①
男
性
３
，０
０
０
円
、
女
性
２
，０
０
０
円

②
男
性
３
，５
０
０
円
、
女
性
２
，５
０
０
円

■
応
募
期
限
　①
７
月
15
日
㊎
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
　②
７
月
29
日
㊎
正
午
ま
で

■
応
募
資
格
　①
35
歳
〜
50
歳
ま
で
の

独
身
の
男
女
各
５
人
（
抽
選
）

②
25
歳
〜
40
歳
ま
で
の
独
身
の
男
女
各

15
人
（
抽
選
）

■
申
込
方
法
　電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　・
問
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　☎
（
78
）
２
５
４
３

E-m
ail

arao.tam
ana.k-s-c@

w
ish.ocn.ne.jp

　７
、
８
月
は
有
明
フ
ェ
リ
ー
夏
の
特

別
割
引
で
運
行
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　８
月
13
日
㊏
・
14
日
㊐
を
除
く
毎
日

■
対
象
者
　６
ｍ
未
満
の
車
両

※

二
輪
車
・
サ
イ
ド
カ
ー
除
く

■
割
引
内
容
　一
律
１
，５
０
０
円

※

１  

現
金
で
の
お
支
払
い
に
限
り
ま
す
。

※

２  

ほ
か
の
割
引
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
有
明
フ
ェ
リ
ー
　長
洲
営
業
所

　☎
（
78
）
０
１
３
１

平成28年度長洲町職員採用試験

民間企業等職務経験者　土木
　昭和52年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学
（短期大学を除く）を卒業または平成29年３月末までに卒業見込
みの人で、一級土木施工管理技士の資格があり民間企業などにお
ける実務経験が通算２年以上ある人
民間企業等職務経験者　建築
　昭和52年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学
（短期大学を除く）を卒業または平成29年３月末までに卒業見込
みの人で、一級建築施工管理技士の資格があり民間企業などにお
ける実務経験が通算２年以上ある人

■試験職種及び採用予定人数

■受験資格

９月18日㊐
■第一次試験

■試験場

九州看護福祉大学
■受付期間

　・問長洲町役場　総務課　総務係
　　　　　　　　　 （☎78-3113）

７月25日㊊
　～８月12日㊎まで

大卒程度　行政
　昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、
学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業または平成29
年３月末までに卒業見込みの人
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くらしの情報

あなたもシルバー人材センターへ登録しませんか ☆お役にたちます！シルバー派遣事業のご案内☆
　現在、長洲町シルバー人材センターでは、170名ほどの会員さんが活動
されています。町内在住の60歳以上、健康で働く意欲がある方は気軽に
説明会へ参加してください。詳しくは、事務局へお問い合わせ下さい。
◎女性の会員さんの登録推進中。
◎植木剪定・機械を使った除草が出来る方を探しています。

【入会説明会実施日】
日時：毎週水曜日　10時00分開始
場所：長洲町シルバー人材センター事務局　☎78‒4642
　　　※参加希望の方は事前にご連絡お願いします。

　長洲町シルバー人材センターでは、シルバー派遣事業に取り組んでい
ます。現在、長洲町の企業・病院等で指揮命令を伴う様々な作業に知
識・経験豊かな会員が元気に取り組んでいます。

【派遣によりお引き受けできるお仕事】
専門技術分野
●設備の運転・点検・整備　●建設機材の清掃・保守点検など
折衝・外交分野
●案内・受付業務　●営業、店員など
工場・店舗等施設内外における業務
●組立作業　●商品搬入・出荷業務　●調理　●品出しなど
事務その他の分野
●経理事務　●一般事務　●資料等ファイリング　●運転業務
●福祉・家事援助サービス　●子育て支援事業など
※会員の就業状況や仕事内容によってはお受けできない事もあります。詳しくは事務局
までお気軽にお問い合わせください。

☆シルバー事業のお知らせ☆
　現在シルバー人材センターでは、ご家庭の洋服のリフォームや補正を
お受けしております。お気軽に事務局までお電話ください。
（内容によってはお受けできない場合もありますのでご了承ください。）

「チエブクロー」
シルバー人材センター「ゆるキャラ」

広告 広告

●

【条件付一般競争入札】  入札日：4月28日

【指名競争入札】 入札日：5月30日

各種相談できます
相　　談 日　　時 場　　所 問い合わせ

7月15日㊎　
8月 1日㊊　午前10時～午後3時
8月15日㊊

7月 5日㊋　午後1時30分～4時30分

7月27日㊌　午後2時～4時

7月26日㊋　

7月14日㊍　午後8時まで7月28日㊍　

役場２階相談室

すこやか館

町中央公民館

荒尾市役所

家計管理相談

生活とこころの無料相談会
　
定例行政相談

国民・厚生年金相談

夜間納税相談窓口

総務課　総務係（☎78-3113）

総務課　総務係（☎78-3113）

総務課　総務係（☎78-3113）
日本年金機構玉名年金事務所
（☎74-1612）
税務課　収納対策推進係
（☎78-3124）

7月23日㊏　午前9時30分～正午

税務課窓口

JAたまな長洲総合支所農地相談 農業委員会（☎78-3272）

注）国民・厚生年金相談は、事前に電話での予約が必要です。

落札業者名 予定価格（円）工事（業務）名 落札率落札金額（円） 参加業者数

興亜建設工業㈱ 497.54%62,640,000小学校普通教室エアコン設置工事 64,217,880

興亜建設工業㈱ 497.09%23,760,000中学校普通教室エアコン設置工事 24,472,800

落札業者名 予定価格（円）工事（業務）名 落札率落札金額（円） 参加業者数

東亜建設技術㈱　 589.11%4,417,200長洲町公共施設等総合管理計画策定支援業務委託 4,957,200

㈱橋本測地設計事務所　 594.76%5,076,000よけの上線交差点（2箇所）詳細設計業務委託 5,356,800

平成28年度　工場排水水質検査結果（第１回）　
採水日　５月18日㊌
町では、年６回の工場排水水質検査を実施しています。
その結果、全て基準内でありました。
対象企業
①不二ライトメタル株式会社 ②株式会社ＬＩＸＩＬ
③株式会社イデックスクラリティー　④荒尾鉄工団地協同組合
⑤九州オーエム株式会社
⑥ジャパン　マリンユナイテッド株式会社　有明事業所

※詳しくは、町ホームページ（「環境」→「公害・規制」）をご覧ください。

大潮期間中の満潮時には、高潮に注意してください。

７月の潮位

※５日と22日の前後は、海面が高くなりますので
特に注意してください。

高潮日
5日㊋
22日㊎

満潮時間
午前 ９時30分頃、午後10時15分頃
午前10時30分頃、午後11時00分頃

問総務課防災交通係　（☎78-3104）

相　　　談

入　　　札

水質情報 防災情報（長洲町）

Nagasu 2016.711



軽トラ市
■日　時　７月24日㊐
　　　　　午前8時～正午
　長洲町商工会（☎78-0410）

※7月24日（日）のものづくり教室
はお休みとさせていただきます。

※金魚の館において実施しておりま
した金魚すくい体験は現在金魚の
養生中のためお休みしております。
　　再開についてはＨＰで確認いた
だくか、お問い合わせください。
　（再開予定7月中旬頃）
　まちづくり課（☎78-3219）

イベント情報
金魚と鯉の郷広場

問まちづくり課　商工観光係（☎78-3219）
　　　　　　　

パ ッチワーク展を今年も開催します！

長 洲町で観光ツアーをおもてなし

　毎年大好評の「ヒロパッチワークサークル」（森川博子代表）に
よる作品展示会及び無料体験会を開催します。

の しこら協賛券７月１日販売開始!!
　今年も「のしこら祭会場における金魚すくい無料券」、「お楽し
み大抽選会」、「長洲町・荒尾・玉名市内約40店舗の割引券や無料
サービス券」が付いてきます。

《展示会》
■日時　７月14日㊍
　　　　　　～８月16日㊋
■場所　金魚の館　多目的室

■販売場所　役場２階まちづくり課
　　　　　 （のしこら祭実行委員会事務局）
■販売価格　200円
※収益金につきましては全て「のしこら祭2016」の運営費として
活用します。
問のしこら祭実行委員会事務局（☎78-3219）

《体験会》
■日　時　７月31日㊐

①午前10時～　②午後２時～
（各２時間程度）

■場　所　金魚の館　多目的室
■製作品　コースター
■定　員　各10人
■参加費　200円

　6月15日と22日に、世界遺産の「三角西港」
「万田坑」と、天草・長崎の教会群やキリスト
教関連遺産を有明フェリーやJR九州列車「A列
車で行こう」で周遊する『有明海周遊世界文化
遺産の旅』が実施され、長洲町でもおもてなし
を行いました。A列車は長洲駅にも停車し、町民
の皆さんのご協力もいただきミニトマトを配布
するなど長洲町のPRを行いました。

金 魚の館 館長（ジャンボシシガシラ）　　　　　　　　　　　　　  名前決定!！

　金魚の館館長であるジャンボシシガシラの名前
が決定しました！みなさんぜひ2匹の館長に会いに
来てください。

名付け親は
　　　伊藤結惟さん（腹赤新町）　3歳

「Ａ列車で行こう　有明海周遊『世界文化遺産』の旅」

たくさんのご応募ありがとうございました！！

命名!！

パールくん
パールのように綺麗なイメージ

仲良くしてね♪

サニーちゃん
　太陽のように輝くイメージ

金魚と鯉の郷広場
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<会社概要>
■代表取締役
■事業所所在地
■創業年月日
■資本金
■従業員
■事業内容

＜会社の紹介＞
当社は造船会社であるジャパンマリンユナ
イテッド株式会社（以下ＪＭＵ）の特例子会
社として設立され、６年目になりました。
設立の目的は、船造りを通じた社会貢献を
理念とするＪＭＵグループにあって、障がい
をお持ちの方に広く就業の機会を増やし、活
躍の場を提供することで、地元の長洲町をは
じめ、各地域に貢献することです。
発足時の目標は障がい者24名雇用を達成す

ることでしたが、平成28年５月現在で、障が
い者38名（全従業員数73名）となっており、
連結雇用率は２.１％となっています。
業務はＪＭＵの船舶設計及び周辺サービス
業務の請負であり、具体的には、船舶のＣＡ
Ｄ設計、図面複写・スキャン業務、社内配送
業務からスタートし、現在では、清掃業務、
工器具貸出、作業服販売等にも業務を拡大し
てきました。
障がい者雇用にあたっては、有明地区だけ
での採用では限界があり、支店を京都府舞
鶴、広島県呉に開設し、近い将来には神奈川
県横浜にも開設を目指しています。
設計部門は身体障がい者が、清掃・その他

は知的障がい者が主力になっています。

＜企業としての取り組み＞
　障がい者雇用が大きな目的ですので、有明本社ではバ
リアフリーの働き易い環境を整備しています。一方で、
ＪＭＵのグループ会社の一企業として、成長、自立・自
律、信頼をモットーに、仕事を通じて社会から信頼される
会社を目指しています。
　ＣＡＤ部門では技術力を向上させ、設計の一翼を安心し
てまかせてもらえる様、ＪＭＵにも負けない設計のプロを
目標にしています。毎年、自分の実力を認識し、今年の課
題を明確にして、日々の業務に取り組んでいます。また、
周辺サービス業務では作業の山谷があっても、納期管理の
徹底を図り、お客様のニーズに応えています。清掃業務で
は品質の維持向上を図り、タイムリーな清掃を心掛けてお
り、依頼主の信頼をいただいております。
　そして会社全体として徐々に業務拡大を図り安定した
経営状況となるよう努力しているところです。このことに
よって、障がい者雇用にも貢献できると考えています。

山本　孝
玉名郡長洲町大字有明１番地
2011年４月１日
8,000万円
73名
・ジャパンマリンユナイテッド(株）
のＣＡＤ設計支援
・ドキュメンテーション業務
（複写・スキャン業務）
・ビルメンテナンス（清掃）業務
・工器具貸出・メンテナンス業務
・作業服の販売

長洲町から全国へ

ながす

業レポート⑰ JMUビジネス・サポート株式会社
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軽トラ市
■日　時　７月24日㊐
　　　　　午前8時～正午
　長洲町商工会（☎78-0410）

※7月24日（日）のものづくり教室
はお休みとさせていただきます。

※金魚の館において実施しておりま
した金魚すくい体験は現在金魚の
養生中のためお休みしております。
　　再開についてはＨＰで確認いた
だくか、お問い合わせください。
　（再開予定7月中旬頃）
　まちづくり課（☎78-3219）

イベント情報
金魚と鯉の郷広場

問まちづくり課　商工観光係（☎78-3219）
　　　　　　　

パ ッチワーク展を今年も開催します！

長 洲町で観光ツアーをおもてなし

　毎年大好評の「ヒロパッチワークサークル」（森川博子代表）に
よる作品展示会及び無料体験会を開催します。

の しこら協賛券７月１日販売開始!!
　今年も「のしこら祭会場における金魚すくい無料券」、「お楽し
み大抽選会」、「長洲町・荒尾・玉名市内約40店舗の割引券や無料
サービス券」が付いてきます。

《展示会》
■日時　７月14日㊍
　　　　　　～８月16日㊋
■場所　金魚の館　多目的室

■販売場所　役場２階まちづくり課
　　　　　 （のしこら祭実行委員会事務局）
■販売価格　200円
※収益金につきましては全て「のしこら祭2016」の運営費として
活用します。
問のしこら祭実行委員会事務局（☎78-3219）

《体験会》
■日　時　７月31日㊐

①午前10時～　②午後２時～
（各２時間程度）

■場　所　金魚の館　多目的室
■製作品　コースター
■定　員　各10人
■参加費　200円

　6月15日と22日に、世界遺産の「三角西港」
「万田坑」と、天草・長崎の教会群やキリスト
教関連遺産を有明フェリーやJR九州列車「A列
車で行こう」で周遊する『有明海周遊世界文化
遺産の旅』が実施され、長洲町でもおもてなし
を行いました。A列車は長洲駅にも停車し、町民
の皆さんのご協力もいただきミニトマトを配布
するなど長洲町のPRを行いました。

金 魚の館 館長（ジャンボシシガシラ）　　　　　　　　　　　　　  名前決定!！

　金魚の館館長であるジャンボシシガシラの名前
が決定しました！みなさんぜひ2匹の館長に会いに
来てください。

名付け親は
　　　伊藤結惟さん（腹赤新町）　3歳

「Ａ列車で行こう　有明海周遊『世界文化遺産』の旅」

たくさんのご応募ありがとうございました！！

命名!！

パールくん
パールのように綺麗なイメージ

仲良くしてね♪

サニーちゃん
　太陽のように輝くイメージ

金魚と鯉の郷広場
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<会社概要>
■代表取締役
■事業所所在地
■創業年月日
■資本金
■従業員
■事業内容

＜会社の紹介＞
当社は造船会社であるジャパンマリンユナ
イテッド株式会社（以下ＪＭＵ）の特例子会
社として設立され、６年目になりました。
設立の目的は、船造りを通じた社会貢献を
理念とするＪＭＵグループにあって、障がい
をお持ちの方に広く就業の機会を増やし、活
躍の場を提供することで、地元の長洲町をは
じめ、各地域に貢献することです。
発足時の目標は障がい者24名雇用を達成す

ることでしたが、平成28年５月現在で、障が
い者38名（全従業員数73名）となっており、
連結雇用率は２.１％となっています。
業務はＪＭＵの船舶設計及び周辺サービス
業務の請負であり、具体的には、船舶のＣＡ
Ｄ設計、図面複写・スキャン業務、社内配送
業務からスタートし、現在では、清掃業務、
工器具貸出、作業服販売等にも業務を拡大し
てきました。
障がい者雇用にあたっては、有明地区だけ
での採用では限界があり、支店を京都府舞
鶴、広島県呉に開設し、近い将来には神奈川
県横浜にも開設を目指しています。
設計部門は身体障がい者が、清掃・その他

は知的障がい者が主力になっています。

＜企業としての取り組み＞
　障がい者雇用が大きな目的ですので、有明本社ではバ
リアフリーの働き易い環境を整備しています。一方で、
ＪＭＵのグループ会社の一企業として、成長、自立・自
律、信頼をモットーに、仕事を通じて社会から信頼される
会社を目指しています。
　ＣＡＤ部門では技術力を向上させ、設計の一翼を安心し
てまかせてもらえる様、ＪＭＵにも負けない設計のプロを
目標にしています。毎年、自分の実力を認識し、今年の課
題を明確にして、日々の業務に取り組んでいます。また、
周辺サービス業務では作業の山谷があっても、納期管理の
徹底を図り、お客様のニーズに応えています。清掃業務で
は品質の維持向上を図り、タイムリーな清掃を心掛けてお
り、依頼主の信頼をいただいております。
　そして会社全体として徐々に業務拡大を図り安定した
経営状況となるよう努力しているところです。このことに
よって、障がい者雇用にも貢献できると考えています。

山本　孝
玉名郡長洲町大字有明１番地
2011年４月１日
8,000万円
73名
・ジャパンマリンユナイテッド(株）
のＣＡＤ設計支援
・ドキュメンテーション業務
（複写・スキャン業務）
・ビルメンテナンス（清掃）業務
・工器具貸出・メンテナンス業務
・作業服の販売

長洲町から全国へ

ながす

業レポート⑰ JMUビジネス・サポート株式会社

Nagasu 2016.713



７月の行事
期日 内容 場所

１日㊎「社会を明るくする運動」出発式 役場正面玄関前

２日㊏ 腹栄中学校・長洲中学校家庭教育講演会 腹栄中学校・長洲中学校

９日㊏ 長洲町童話発表大会 ながす未来館

16日㊏ 第66回『社会を明るくする運動』弁論大会・善行者表彰式 ながす未来館

17日㊐
第71回玉名郡民体育祭(球技・格技・水泳) 玉名郡内各会場

玉名郡子ども会連合会球技大会
（ソフトボール・ビーチボールバレー） 和水町立三加和小学校

27日㊌ 第11回長洲・玉東ブロック人権・「同和」研究集会 ながす未来館・中央公民館

30日㊏ 就学前人権教育研修会 中央公民館
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　熊本地震の影響で延期されていた玉名郡民体育祭【陸
上競技】が下記のとおり、開催されます。
　ただいま、出場選手を募集中です！
競技種目は、トラック、フィールド競技の種目が多数
あります。みなさんの参加をお待ちしています。
詳しくは、下記までお問い合せください。
　■開催日　　９月 25日㊐
　■開催場所　　南関町農村広場
　■申・問　　生涯学習課　☎ 78-0053
　■締切日　　８月 15日㊊

　一人一人の個性をアイデアやプレーに効果的に発揮
させるために、当スクールでは、基礎から応用まで
正確な技術の習得を目指し、速さよりも正しい判断・
フォームなどを優先しながら、ゆっくりとサッカーの
基本技術やエクササイズを身に付けることのできるカ
リキュラムを実施しています。
■対　　象　小学３年生～中学３年生
■練習日・時間　毎週木曜日午後８時～９時 15分（75分）
■練習場所　長洲町バレイアグラウンド
　　　　　　（Ｒ501　やすらぎ斎場前）
■持ってくるもの　ボール、飲み物
■費　　用　町内在住者は無料
※ クラブに所属している方でも参加は可能です。クラ
ブの監督・代表者に必ず承諾を得てからきてくださ
い。承諾ない方は参加できません。
※参加される方は、必ず事前にご連絡ください。
【問い合わせ先】
ＮＰＯ法人　地域総合型スポーツクラブ
　　　　　　バレイア
田上：☎ 090-7983-0246

　第 33回ビーチボールバレー大会は６月12日㊐に総
合スポーツセンター、第 45回ソフトボール大会は 19
日㊐長洲小学校グラウンドで開催されました。大会結
果は次のとおりです。
　【ソフトボール大会】
　　　　　　　　　・優勝　大明神・東荒神子ども会
　【ビーチボールバレー大会】
　・チャンピオンシップの部優勝　　腹赤Ａ子ども会
　・フレンドリーシップの部優勝　東荒神Ａ子ども会

　中央公民館では、昨年好評だった「健康」に関す
る講座を今年も開催します。参加料無料でどなたで
も参加できます。みなさんの参加をお待ちしていま
す。

【第１回】
■日　時　７月 14日㊍
　　　　　午前 10時～ 11時 30分
■場　所　長洲町中央公民館　集会室
■演　題　「セルフケアを実践」
　　　　　～ツボ押しで身体のケアをしよう～
■講　師　九州看護福祉大学鍼灸スポーツ学科
　　　　　浅井　福太郎　先生
※ 全６回講座になっていますが、１回のみの参加も
できます。

日　時　７月９日㊏　開場　午前９時
　　　　　　　　　　開会　午前９時 30分　
場　所　ながす未来館　文化ホール
アトラクションやお楽しみ抽選会があります。

第 71回玉名郡民体育祭【陸上競技】
出場選手募集中！

無料サッカースクール参加者募集！

長洲町子ども会連合会球技大会開催
～優勝チームは、玉名郡球技大会出場へ～

長洲町中央公民館主催講座
「さっそく実践！健康“力”」（全６回講座）

平成 28年度長洲町童話発表大会

問い合わせ先
中央公民館・生涯学習課　☎ 78-0053
ながす未来館　　　　　 ☎ 69-2005
総合スポーツセンター　 ☎ 78-4777

参加しませんか？ 家庭教育講演会のお知らせ

■日　時：７月２日㊏　午後１時 50分～
■場　所：腹栄中学校　体育館
■講　師：柳原　志保　さん（歌うママ防災士）
■テーマ：「生きる力と心の備え～熊本地震、
　　　　　　　　東日本大震災の教訓に学ぶ～」
■参加料：無料

　水慣れ・バタ足・泳法クラスに分かれ、４日間楽し
く練習します。水が苦手なお子様も、泳力アップを目
指すお子様も温水プールで一緒に泳ぎませんか？
■開催日　一期：7/27 ㊌～ 7/30 ㊏
　　　　　二期：8/22 ㊊～ 8/25 ㊍
■時　間　Ａタイム　午前10時15分～11時15分
　　　　　Ｂタイム　午前11時30分～午後０時30分
■対　象　小学生
■定　員　各タイム 25人　計 100人
■参加費　2,500 円（４日間の入場料込み）
■特　典　 早期割：希望教室の前月までのお申し込み

で参加費 500円引き
　　　　　 紹介割：温水プールの教室に通っている方

（ジュニア・成人・はじめてスイム・エンジョ
イアクア）のご紹介で参加費 500円引き

※紹介割の場合は、必ず紹介カードをご持参ください。
■受付期間　一期：6/13 ㊊～ 7/24 ㊐
　　　　　　二期：6/13 ㊊～ 8/19 ㊎
●申・●問　長洲町室内温水プール　☎ 78-6446

■日　時：７月２日㊏　午後２時～
■場　所：長洲中学校　体育館
■講　師：高濱　伸一　さん
　（ＮＰＯ法人「いのちをつなぐ会」代表）
■テーマ：「子どもたちのいのちにありがとう」
■参加料：無料

腹栄中学校家庭教育講演会

夏の短期水泳教室を開催します！

長洲中学校家庭教育講演会
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■ソフトボール大会
優勝　大明神・東荒神子ども会

玉名郡子ども会連合会
球技大会
日時：７月17日㊐
場所：和水町立
　　　三加和小学校
　　　体育館および
　　　グラウンド

■ビーチボールバレー大会
チャンピオンシップの部
優勝　腹赤Ａ子ども会

■ビーチボールバレー大会
フレンドリーシップの部
優勝　東荒神Ａ子ども会



７月の行事
期日 内容 場所

１日㊎「社会を明るくする運動」出発式 役場正面玄関前

２日㊏ 腹栄中学校・長洲中学校家庭教育講演会 腹栄中学校・長洲中学校

９日㊏ 長洲町童話発表大会 ながす未来館

16日㊏ 第66回『社会を明るくする運動』弁論大会・善行者表彰式 ながす未来館

17日㊐
第71回玉名郡民体育祭(球技・格技・水泳) 玉名郡内各会場

玉名郡子ども会連合会球技大会
（ソフトボール・ビーチボールバレー） 和水町立三加和小学校

27日㊌ 第11回長洲・玉東ブロック人権・「同和」研究集会 ながす未来館・中央公民館
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　熊本地震の影響で延期されていた玉名郡民体育祭【陸
上競技】が下記のとおり、開催されます。
　ただいま、出場選手を募集中です！
競技種目は、トラック、フィールド競技の種目が多数
あります。みなさんの参加をお待ちしています。
詳しくは、下記までお問い合せください。
　■開催日　　９月 25日㊐
　■開催場所　　南関町農村広場
　■申・問　　生涯学習課　☎ 78-0053
　■締切日　　８月 15日㊊

　一人一人の個性をアイデアやプレーに効果的に発揮
させるために、当スクールでは、基礎から応用まで
正確な技術の習得を目指し、速さよりも正しい判断・
フォームなどを優先しながら、ゆっくりとサッカーの
基本技術やエクササイズを身に付けることのできるカ
リキュラムを実施しています。
■対　　象　小学３年生～中学３年生
■練習日・時間　毎週木曜日午後８時～９時 15分（75分）
■練習場所　長洲町バレイアグラウンド
　　　　　　（Ｒ501　やすらぎ斎場前）
■持ってくるもの　ボール、飲み物
■費　　用　町内在住者は無料
※ クラブに所属している方でも参加は可能です。クラ
ブの監督・代表者に必ず承諾を得てからきてくださ
い。承諾ない方は参加できません。

※参加される方は、必ず事前にご連絡ください。
【問い合わせ先】
ＮＰＯ法人　地域総合型スポーツクラブ
　　　　　　バレイア
田上：☎ 090-7983-0246

　第 33回ビーチボールバレー大会は６月12日㊐に総
合スポーツセンター、第 45回ソフトボール大会は 19
日㊐長洲小学校グラウンドで開催されました。大会結
果は次のとおりです。
　【ソフトボール大会】
　　　　　　　　　・優勝　大明神・東荒神子ども会
　【ビーチボールバレー大会】
　・チャンピオンシップの部優勝　　腹赤Ａ子ども会
　・フレンドリーシップの部優勝　東荒神Ａ子ども会

　中央公民館では、昨年好評だった「健康」に関す
る講座を今年も開催します。参加料無料でどなたで
も参加できます。みなさんの参加をお待ちしていま
す。

【第１回】
■日　時　７月 14日㊍
　　　　　午前 10時～ 11時 30分
■場　所　長洲町中央公民館　集会室
■演　題　「セルフケアを実践」
　　　　　～ツボ押しで身体のケアをしよう～
■講　師　九州看護福祉大学鍼灸スポーツ学科
　　　　　浅井　福太郎　先生
※ 全６回講座になっていますが、１回のみの参加も
できます。

日　時　７月９日㊏　開場　午前９時
　　　　　　　　　　開会　午前９時 30分　
場　所　ながす未来館　文化ホール
アトラクションやお楽しみ抽選会があります。

第 71回玉名郡民体育祭【陸上競技】
出場選手募集中！

無料サッカースクール参加者募集！

長洲町子ども会連合会球技大会開催
～優勝チームは、玉名郡球技大会出場へ～

長洲町中央公民館主催講座
「さっそく実践！健康“力”」（全６回講座）

平成 28年度長洲町童話発表大会

問い合わせ先
中央公民館・生涯学習課　☎ 78-0053
ながす未来館　　　　　 ☎ 69-2005
総合スポーツセンター　 ☎ 78-4777

参加しませんか？ 家庭教育講演会のお知らせ

■日　時：７月２日㊏　午後１時 50分～
■場　所：腹栄中学校　体育館
■講　師：柳原　志保　さん（歌うママ防災士）
■テーマ：「生きる力と心の備え～熊本地震、
　　　　　　　　東日本大震災の教訓に学ぶ～」
■参加料：無料

　水慣れ・バタ足・泳法クラスに分かれ、４日間楽し
く練習します。水が苦手なお子様も、泳力アップを目
指すお子様も温水プールで一緒に泳ぎませんか？
■開催日　一期：7/27 ㊌～ 7/30 ㊏
　　　　　二期：8/22 ㊊～ 8/25 ㊍
■時　間　Ａタイム　午前10時15分～11時15分
　　　　　Ｂタイム　午前11時30分～午後０時30分
■対　象　小学生
■定　員　各タイム 25人　計 100人
■参加費　2,500 円（４日間の入場料込み）
■特　典　 早期割：希望教室の前月までのお申し込み

で参加費 500円引き
　　　　　 紹介割：温水プールの教室に通っている方

（ジュニア・成人・はじめてスイム・エンジョ
イアクア）のご紹介で参加費 500円引き

※紹介割の場合は、必ず紹介カードをご持参ください。
■受付期間　一期：6/13 ㊊～ 7/24 ㊐
　　　　　　二期：6/13 ㊊～ 8/19 ㊎
●申・●問　長洲町室内温水プール　☎ 78-6446

■日　時：７月２日㊏　午後２時～
■場　所：長洲中学校　体育館
■講　師：高濱　伸一　さん
　（ＮＰＯ法人「いのちをつなぐ会」代表）
■テーマ：「子どもたちのいのちにありがとう」
■参加料：無料

腹栄中学校家庭教育講演会

夏の短期水泳教室を開催します！

長洲中学校家庭教育講演会
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■ソフトボール大会
優勝　大明神・東荒神子ども会

玉名郡子ども会連合会
球技大会
日時：７月17日㊐
場所：和水町立
　　　三加和小学校
　　　体育館および
　　　グラウンド

■ビーチボールバレー大会
チャンピオンシップの部
優勝　腹赤Ａ子ども会

■ビーチボールバレー大会
フレンドリーシップの部
優勝　東荒神Ａ子ども会



７月の催し物案内
ながす未来館文化ホールEvent

月／日（曜） 催し物 問い合せ窓口 ①開場 ②開演 入場料

7/ 3 ㊐ ふれあい健康まつり
レク・ダンス発表会

まゆみ交流会
☎ 090-9585-2277（本田）

①午前９時30分
②午前10時30分 無料

7/ 9 ㊏ 平成28年度長洲町童話発表大会 生涯学習課
☎ 78-0053

①午前９時
②午後９時30分 無料

7/10 ㊐ 有明歌謡フェスティバル
カラオケ歌の駅チャチャ

☎ 68-7210
☎ 090-6774-3406（村石）

①午前９時
②午前９時30分 無料

7/16 ㊏ 平成28年度社明弁論大会 生涯学習課
☎ 78-0053

①午前９時
②午前９時30分 無料

7/30 ㊏
7/31 ㊐ 大谷楽器　ピアノ発表会 大谷楽器

☎ 096-355-2248
①午後１時30分 ②午後２時
①午前10時30分 ②午前11時 無料

※変更がある場合がありますので、詳細は主催者にお問い合せください。

ながす未来館・図書館コーナー ●問 ながす未来館 ☎ 69-2005
●問 長洲町図書館 ☎ 69-2060

ながす未来館共催事業
[熊本地震復興応援チャリティー]
クラフトと関島秀樹の夏休み共同演奏会　帰郷　vol.２

～自分発見プロジェクト～
　こども紙芝居　参加者募集！

■日　時　７月23日㊏
　　　　　開場　午後４時30分
　　　　　開演　午後５時
■場　所　ながす未来館　メディアルーム
■入場料　前売り券　3,500円
　　　　　当 日 券　4,000円
■チケット発売
　　　　　ながす未来館・風の丘音楽工房
●問 風の丘音楽工房　☎080-6185-5152

　お友だちと一緒に、オリジナルの紙芝居
を作ってみませんか？
　小学生以上の興味がある方、大歓迎！
２月に発表会も予定しています。

●問 ながす未来館　☎69-2005

【夏休み思い出プログラム】　秋山祥子　絵画教室＆ワークショップ　inながす未来館

8/4㊍ 8/5㊎ 8/6㊏・8/7㊐ 8/9㊋
午後６時～８時
【デッサン基礎
　～リンゴ編～】

午前10時～正午
【イラスト基礎～人物編～】

午後２時～４時
【デッサン基礎
～グラス編～】

ワークショップ
　午前10時～正午、午後１時～３時
【フェイス＆ボディペインティング】

　午前10時～正午、午後１時～５時
【オリジナル缶バッジづくり】

　午後３時～
【ライブ中継！みんなでお絵かき】

午前10時～正午
【イラスト基礎
　　～夏の花編～】

関東で活躍するグラフィックデザイナー・イラストレーター秋山祥子さんが今年もやってきます！

※【デッサン基礎】【イラスト基礎】は、画材準備のため、事前申込みが必要です。
詳しくは、ながす未来館（☎69-2005）までお問い合せください。
参加料 【デッサン基礎】【イラスト基礎】大人2,000円、中学生以下1,000円
　　　 【フェイス＆ボディペインティング】300円～500円　※内容により料金が異なります。
　　　 【オリジナル缶バッジづくり】300円　※キーホルダー、チャームもあります。
　　　　８/６㊏と８/７㊐は、アイスクリームとラムネの販売があります！

皆さん、是非遊びに来てください！

●問 ながす未来館 ☎ 69-2005
●問 長洲町図書館 ☎ 69-2060

新刊図書
案内コーナー 「今月のイチ押し本」

休館日のお知らせ！

７月のおはなし会
幼児と低学年のための

　７月のおはなし会は、場所を未来館の研修
室で行います。夏にぴったりのおはなしをた
くさん遊びにきてね！
■日　時　７月17日㊐
　　　　　午前10時30分～11時15分
■場　所　ながす未来館　研修室
《プログラム》
パネルシアター　　「おばけちゃん」「はなび」
大型絵本　　「きんぎょがにげた」「ありとスイカ」
エプロンシアター　　「あかずきんちゃん」
手袋人形　　「かっぱ」

　日常の家庭生活や学校生活の中で体
験したことをもとに、犯罪や非行など
に関して考えたことや感じたことを発
表する弁論大会が行われます。また、
善行者表彰式も同日開催します。ご家
族、ご近所お誘い合わせのうえ、ご来
場ください。当日は、来場記念として
更生保護女性会より花苗が配布されま
す。

■日　時　７月16日㊏
　　　　　午前９時30分～正午
■場　所　ながす未来館　文化ホール

｢ローカル仕事図鑑｣
DECO　編
　ところ変われば仕事も変わる。
　働き方を変えれば、地方にも仕事
は意外にある。ゲストハウスオー
ナー、ワイン醸造家、金工作家…。
地方で働き、暮しはじめようとして
いる人のために、30のローカルワー
クストーリーを紹介。

｢ミュージアムにスフィンクスがやってきた｣
ジェシー・ハートランド　作
志多田　静　訳
　古代エジプトのスフィンクスはどう
やってニューヨークの博物館へ運ば
れ、どうやって私たちが見学できるよ
うになったのだろう？スフィンクスの
気の遠くなるような旅を、鮮やかな彩
色のイラストレーションで物語る。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

休館日

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ようこそ！長洲町図書館へ

夏休み読書スタンプラリー開催！

～犯罪や非行を防止し立ち直りを支える地域のチカラ～

今年の夏は、本とともだちになろう！

第66回『社会を明るくする運動』弁論大会・善行者表彰式

　今年の夏も読書スタンプラリーを開催します。こ
の夏、ご家族みなさんで、スタンプラリーに参加し
てみませんか？
■期　間　７月20日㊌～８月31日㊌
■対　象　小学生～大人
※小学生は30冊、中学生以上は20冊でゴールにな
ります。ゴールしたら、ステキなプレゼントがもら
えます。

７月
一般書

児童書

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

おはなし会 スタンプラリー

学校名 氏名 題名

六栄小 坂西　羽
は
絢
や 友だち

先
せんなり
成　蒼

あお
波
ば 友だちの大切さ

腹赤小 藤末　淳
じゅんや
也 つながりが一番

吉田　朱
あか
里
り 支えあう社会を目指して

長洲小 小野　琉
りゅうせい
成 心がけ一つ

西川　侑
ゆう
亜
あ 社会を明るくするには

清里小 井上　日
ひ
暖
なた 地震から学んだこと

宮島　雪
ゆき
乃
の 福祉体験で学んだこと

腹栄中 濱村　将
まさひろ
央 思いやりについて

長洲中 福田　大
たいよう
耀 奇跡

玉名工業高校 久山　美紀 人と人とのつながり
北稜高校 平田　和

かずのり
法 ボランティアから学んだこと



７月の催し物案内
ながす未来館文化ホールEvent

月／日（曜） 催し物 問い合せ窓口 ①開場 ②開演 入場料

7/ 3 ㊐ ふれあい健康まつり
レク・ダンス発表会

まゆみ交流会
☎ 090-9585-2277（本田）

①午前９時30分
②午前10時30分 無料

7/ 9 ㊏ 平成28年度長洲町童話発表大会 生涯学習課
☎ 78-0053

①午前９時
②午後９時30分 無料

7/10 ㊐ 有明歌謡フェスティバル
カラオケ歌の駅チャチャ

☎ 68-7210
☎ 090-6774-3406（村石）

①午前９時
②午前９時30分 無料

7/16 ㊏ 平成28年度社明弁論大会 生涯学習課
☎ 78-0053

①午前９時
②午前９時30分 無料

7/30 ㊏
7/31 ㊐ 大谷楽器　ピアノ発表会 大谷楽器

☎ 096-355-2248
①午後１時30分 ②午後２時
①午前10時30分 ②午前11時 無料

※変更がある場合がありますので、詳細は主催者にお問い合せください。

ながす未来館・図書館コーナー ●問 ながす未来館 ☎ 69-2005
●問 長洲町図書館 ☎ 69-2060

ながす未来館共催事業
[熊本地震復興応援チャリティー]
クラフトと関島秀樹の夏休み共同演奏会　帰郷　vol.２

～自分発見プロジェクト～
　こども紙芝居　参加者募集！

■日　時　７月23日㊏
　　　　　開場　午後４時30分
　　　　　開演　午後５時
■場　所　ながす未来館　メディアルーム
■入場料　前売り券　3,500円
　　　　　当 日 券　4,000円
■チケット発売
　　　　　ながす未来館・風の丘音楽工房
●問 風の丘音楽工房　☎080-6185-5152

　お友だちと一緒に、オリジナルの紙芝居
を作ってみませんか？
　小学生以上の興味がある方、大歓迎！
２月に発表会も予定しています。

●問 ながす未来館　☎69-2005

【夏休み思い出プログラム】　秋山祥子　絵画教室＆ワークショップ　inながす未来館

8/4㊍ 8/5㊎ 8/6㊏・8/7㊐ 8/9㊋
午後６時～８時
【デッサン基礎
　～リンゴ編～】

午前10時～正午
【イラスト基礎～人物編～】

午後２時～４時
【デッサン基礎
～グラス編～】

ワークショップ
　午前10時～正午、午後１時～３時
【フェイス＆ボディペインティング】

　午前10時～正午、午後１時～５時
【オリジナル缶バッジづくり】

　午後３時～
【ライブ中継！みんなでお絵かき】

午前10時～正午
【イラスト基礎
　　～夏の花編～】

関東で活躍するグラフィックデザイナー・イラストレーター秋山祥子さんが今年もやってきます！

※【デッサン基礎】【イラスト基礎】は、画材準備のため、事前申込みが必要です。
詳しくは、ながす未来館（☎69-2005）までお問い合せください。
参加料 【デッサン基礎】【イラスト基礎】大人2,000円、中学生以下1,000円
　　　 【フェイス＆ボディペインティング】300円～500円　※内容により料金が異なります。
　　　 【オリジナル缶バッジづくり】300円　※キーホルダー、チャームもあります。
　　　　８/６㊏と８/７㊐は、アイスクリームとラムネの販売があります！

皆さん、是非遊びに来てください！

●問 ながす未来館 ☎ 69-2005
●問 長洲町図書館 ☎ 69-2060

新刊図書
案内コーナー 「今月のイチ押し本」

休館日のお知らせ！

７月のおはなし会
幼児と低学年のための

　７月のおはなし会は、場所を未来館の研修
室で行います。夏にぴったりのおはなしをた
くさん遊びにきてね！
■日　時　７月17日㊐
　　　　　午前10時30分～11時15分
■場　所　ながす未来館　研修室
《プログラム》
パネルシアター　　「おばけちゃん」「はなび」
大型絵本　　「きんぎょがにげた」「ありとスイカ」
エプロンシアター　　「あかずきんちゃん」
手袋人形　　「かっぱ」

　日常の家庭生活や学校生活の中で体
験したことをもとに、犯罪や非行など
に関して考えたことや感じたことを発
表する弁論大会が行われます。また、
善行者表彰式も同日開催します。ご家
族、ご近所お誘い合わせのうえ、ご来
場ください。当日は、来場記念として
更生保護女性会より花苗が配布されま
す。

■日　時　７月16日㊏
　　　　　午前９時30分～正午
■場　所　ながす未来館　文化ホール

｢ローカル仕事図鑑｣
DECO　編
　ところ変われば仕事も変わる。
　働き方を変えれば、地方にも仕事
は意外にある。ゲストハウスオー
ナー、ワイン醸造家、金工作家…。
地方で働き、暮しはじめようとして
いる人のために、30のローカルワー
クストーリーを紹介。

｢ミュージアムにスフィンクスがやってきた｣
ジェシー・ハートランド　作
志多田　静　訳
　古代エジプトのスフィンクスはどう
やってニューヨークの博物館へ運ば
れ、どうやって私たちが見学できるよ
うになったのだろう？スフィンクスの
気の遠くなるような旅を、鮮やかな彩
色のイラストレーションで物語る。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

休館日

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ようこそ！長洲町図書館へ

夏休み読書スタンプラリー開催！

～犯罪や非行を防止し立ち直りを支える地域のチカラ～

今年の夏は、本とともだちになろう！

第66回『社会を明るくする運動』弁論大会・善行者表彰式

　今年の夏も読書スタンプラリーを開催します。こ
の夏、ご家族みなさんで、スタンプラリーに参加し
てみませんか？
■期　間　７月20日㊌～８月31日㊌
■対　象　小学生～大人
※小学生は30冊、中学生以上は20冊でゴールにな
ります。ゴールしたら、ステキなプレゼントがもら
えます。

７月
一般書

児童書

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

あかちゃんタイム

おはなし会 スタンプラリー

学校名 氏名 題名

六栄小 坂西　羽
は
絢
や 友だち

先
せんなり
成　蒼

あお
波
ば 友だちの大切さ

腹赤小 藤末　淳
じゅんや
也 つながりが一番

吉田　朱
あか
里
り 支えあう社会を目指して

長洲小 小野　琉
りゅうせい
成 心がけ一つ

西川　侑
ゆう
亜
あ 社会を明るくするには

清里小 井上　日
ひ
暖
なた 地震から学んだこと

宮島　雪
ゆき
乃
の 福祉体験で学んだこと

腹栄中 濱村　将
まさひろ
央 思いやりについて

長洲中 福田　大
たいよう
耀 奇跡

玉名工業高校 久山　美紀 人と人とのつながり
北稜高校 平田　和

かずのり
法 ボランティアから学んだこと
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Ⅰ  法人運営係
 1 理事会、評議員会の開催
  １）理事会の開催（4回/年）・評議員会の開催（4回/年）
 2 監査の実施
  １）社協監事による監査（1回/年）

Ⅱ  地域支援係
 1 地域住民の参加と協力による地域福祉活動の推進 
  １）ふれあい地区社会福祉協議会
   ① 役員会の開催（2回/年）・代表者会の開催（1回/年）
   ② ふれあい地区社協校区合同研修会の開催
  2）福祉まつり開催（約500人）
  3）共同募金配分事業
   ① 老人福祉活動
   　 ○長洲町老人クラブ連合会　活動支援
   ② 障がい児・者福祉活動
   　 ○長洲町身体障害者福祉協議会　活動支援
   　 ○障がい児・者施設夏祭り協力支援
   ③ 児童・青少年福祉活動
   　 ○新小学一年生への援助（115人）
   　 ○ワークキャンプ事業（申込者１名の為未実施）
   ④ 母子・父子福祉活動
   　 ○母子・父子世帯新中学一年生入学支度金贈呈（21人）
   ⑤ 福祉活動育成・援助活動
   　 ○職場体験（4人）
   　 ○実習生受け入れ（4人）
   　 ○総合学習（中学生42人・小学生60人）
 2 福祉サービス相談窓口としての機能の充実
  1）心配事相談所開設（12回/年・14件）
  2）生活福祉資金貸付・小口貸付
   ① 生活福祉資金貸付事業（相談件数18件）
   ② 福祉金庫貸付事業（相談件数28件）
 3 地域福祉権利擁護事業（実利用5人、利用回数218回）
 4 預かりサービス事業（実利用4人・利用回数207回）
 5 ボランティアセンター事業の推進
  1）町内小・中学生によるボランティア活動体験の支援
  2）ボランティア協力校指定推進事業
    小学校4校・中学校2校
 6 災害炊飯体験活動（赤十字講習会）
  1）小学校１校、非常災害時における体験活動支援
  2）日赤奉仕団の講習会開催
    心肺蘇生法及び身近なものを使っての応急処置について
 7 受託事業
  1）安心生活基盤構築事業（H27.4.1～H28.3.31） 
   ① 長洲校区民生委員による個別アンケート調査
   ② 熊本県合志市社協視察研修（21人）
   ③ 熊本県合志市社協視察研修報告会の開催（13人）
   ④ 有償ボランティア検討委員会の開催 （4回・10人）
  2）生活困窮者自立相談支援事業（相談件数18件）

　少子高齢者化が進展する中、経済情勢や雇用環境の変化により、地域社会や家族形態の変容などを
背景に、引きこもりや社会的孤立の問題、権利擁護、生活困窮といった新たな福祉課題・生活課題が生
じています。こうした課題は高齢者だけでなく、子育て世帯、青少年の不登校やいじめ、引きこもりな
ど、あらゆる世代にわたっています。そこで、ふれあい地区社協活動を核とし、住民同士のつながりを
再構築するために、住民主体の地域福祉活動の支援と福祉サービスの制度の狭間にある課題への対応
を行いました。また、介護保険改正により、通所介護事業所の廃止を行い、「社協だからできること」に
焦点を合わせた事業移行に向け上沖洲高齢者支援施設「げんきの館」を拠点とした地域支援事業（通所
型サービスＡ事業，一般高齢者向け事業、ボランティアの育成）に向けて事業の準備に着手しました。 
   

会費収入 2,764,650
寄附金収入 2,243,351
経常経費補助金収入 21,345,451
受託金収入 56,602,069
貸付事業収入 510,000
事業収入 209,500
負担金収入 1,350,000
介護保険事業収入 73,321,282
障害福祉サービス等事業収入 4,845,584
受取利息配当金収入 25,132
その他の収入 1,905,740

事業活動収入　計　（イ） 165,122,759

積立資産取崩収入 557,243
その他の活動による収入 13,369,600

その他の活動収入　計　（ロ） 13,926,843

（イ）+（ロ）…………… （ハ）179,049,602

資　金　収　支　決　算　報　告　書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 132,564,383
事業費支出 16,931,781
事務費支出 9,985,473
貸付事業支出 510,000
共同募金配分金事業費 1,592,266
助成金支出 3,233,253
負担金支出 64,000
その他の支出 262,800

事業活動支出　計　（ニ） 165,143,956

積立資産支出 720,680
その他の活動による支出 3,634,400

その他の活動支出　計　（ホ） 4,355,080

（ニ）+（ホ）…………… （ヘ）169,499,036

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：円単位：円

その他活動による支出

平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度平成27年度
長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告
平成27年度
長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告

8 子育て支援・児童健全育成事業の推進
 １）子育て支援センター事業
  （開館日306日　総数幼児3,961人、大人3,096人）
  ① にこにこサロン（毎月第1木曜日・延大人187人、子ども222人）
  ② はいはい・よちよち大会（年2回・65人）
  ③ パステルアート教室（年1回・大人12人、子ども12人）
  ④ クッキング教室（年1回・大人11人、子ども14人）
  ⑤ 親子ふれあいコンサート（世代間交流事業：年1回・大人20人、子ども24人）
  ⑥ おゆずり会（年１回・大人43人、子ども48人）
  ⑦ ベビーマッサージ（年4回大人52人、子ども55人）
  ⑧ 人形劇鑑賞会（年2回・大人47人、子ども69人）
  ⑨ 親子コミュニケーション体操（年3回・大人36人、子ども39人）
  ⑩ リトミック（年3回・延大人35人、子ども41人）
  ⑪ 1歳の誕生日会（年12回・延大人98人、子ども118人）
  ⑫ ごきげんタイム（毎週火曜日・延大人424人、子ども492人）
  ⑬ 地域支援活動・幼児健診支援・サークル支援活動　等
 2）ファミリーサポート事業
 3）児童館事業
  ① 児童館まつり開催（263人）
  ② 児童館クラブ（年12回・会員数22人・延213人）
  ③ ビデオシアター（毎月1回・延469人）
  ④ 学べる道場（年4回・57人）
  ⑤ カルチャー教室（年4回・43人）
  ⑥ ジュニアリーダー研修会（年1回・16人）
  ⑦ I Pad 教室(世代間交流事業 32人）
  ⑧ 親子ふれあいコンサート（世代交流事業 44人）
  ⑨ クリスマス会（年1回・41人）
  ⑩ 新春書初め大会（18人）
  ⑪ 出前講座（町内小学校　学童　4ヶ所）

Ⅲ  介護保険事業所   
1 居宅介護支援事業（実人数107人・延921件）
2 訪問介護事業（実人数62人・6,589時間）
3 通所介護事業（実人数50人・延4,060人）
4 障害者自立支援事業（実人数6人・1,245時間）
5 地域支援事業（町受託）
 1）ヘルパー派遣事業（開所日数268日・実人数30人・延996時間）
 2）デイサロン事業（開所日数226日・実人数56人・延1,946人）

Ⅳ  地域包括支援センター
1 4つの主な業務について
 1）介護予防ケアマネジメント業務
  ① 介護予防ケアマネジメント業務（二次予防事業）
  　 ○健康づくり教室1クール・30人
  ② 介護予防啓発活動（33行政区・456人）
  ③ 地域支援事業
  　 ○介護予防普及啓発申請（デイサロン利用申請 22人）
  　 ○任意事業（ヘルパー派遣の利用申請 16人）
 2）総合相談支援業務（相談対応2,539件）
 3）権利擁護業務
  ① 高齢者虐待に係る研修会（57人）
  ② 介護者による身体的・経済的な虐待に関する相談（相談対応4回）
 4） 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務（相談対応143回）
2 介護予防支援事業
 　プラン件数（直営1,286件、委託564件）
3 その他の事業
 １）認知症施策事業
  ① 認知症サポーター養成講座開催（11回/年・331人)
  ② 認知症カフェ(オレンジカフェ「みらい」)の開催の支援
  ③ 認知症の人に対する声かけ・捜索模擬訓練（95人）
 ２）地域ケア会議の開催 
  ① 地域ケア会議研修会（3回/年）
 ３）長洲町介護サービス事業者連絡協議会の事務局 
  ① 研修会等（2回/年・91人）
  ② 役員会　７回開催
  ③ 委員会活動
   （広報委員会、連絡帳作成委員会、マニュアル作成委員会、研修委員会の設置） 前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（ト） ………………………………55,686,445

（ハ）+（ト）ー（ヘ）……………65,237,011

No.116No.116

Nagasu 2016.719 Nagasu 2016.7 18

発
行
／
社
会
福
祉
法
人
長
洲
町
社
会
福
祉
協
議
会
　☎
０
９
６
８（
７
８
）１
４
４
０

URL http://w
w
w
.nagasushakyo.jp

　
　info@

nagasushakyo.jp

Ⅰ  法人運営係
 1 理事会、評議員会の開催
  １）理事会の開催（4回/年）・評議員会の開催（4回/年）
 2 監査の実施
  １）社協監事による監査（1回/年）

Ⅱ  地域支援係
 1 地域住民の参加と協力による地域福祉活動の推進 
  １）ふれあい地区社会福祉協議会
   ① 役員会の開催（2回/年）・代表者会の開催（1回/年）
   ② ふれあい地区社協校区合同研修会の開催
  2）福祉まつり開催（約500人）
  3）共同募金配分事業
   ① 老人福祉活動
   　 ○長洲町老人クラブ連合会　活動支援
   ② 障がい児・者福祉活動
   　 ○長洲町身体障害者福祉協議会　活動支援
   　 ○障がい児・者施設夏祭り協力支援
   ③ 児童・青少年福祉活動
   　 ○新小学一年生への援助（115人）
   　 ○ワークキャンプ事業（申込者１名の為未実施）
   ④ 母子・父子福祉活動
   　 ○母子・父子世帯新中学一年生入学支度金贈呈（21人）
   ⑤ 福祉活動育成・援助活動
   　 ○職場体験（4人）
   　 ○実習生受け入れ（4人）
   　 ○総合学習（中学生42人・小学生60人）
 2 福祉サービス相談窓口としての機能の充実
  1）心配事相談所開設（12回/年・14件）
  2）生活福祉資金貸付・小口貸付
   ① 生活福祉資金貸付事業（相談件数18件）
   ② 福祉金庫貸付事業（相談件数28件）
 3 地域福祉権利擁護事業（実利用5人、利用回数218回）
 4 預かりサービス事業（実利用4人・利用回数207回）
 5 ボランティアセンター事業の推進
  1）町内小・中学生によるボランティア活動体験の支援
  2）ボランティア協力校指定推進事業
    小学校4校・中学校2校
 6 災害炊飯体験活動（赤十字講習会）
  1）小学校１校、非常災害時における体験活動支援
  2）日赤奉仕団の講習会開催
    心肺蘇生法及び身近なものを使っての応急処置について
 7 受託事業
  1）安心生活基盤構築事業（H27.4.1～H28.3.31） 
   ① 長洲校区民生委員による個別アンケート調査
   ② 熊本県合志市社協視察研修（21人）
   ③ 熊本県合志市社協視察研修報告会の開催（13人）
   ④ 有償ボランティア検討委員会の開催 （4回・10人）
  2）生活困窮者自立相談支援事業（相談件数18件）

　少子高齢者化が進展する中、経済情勢や雇用環境の変化により、地域社会や家族形態の変容などを
背景に、引きこもりや社会的孤立の問題、権利擁護、生活困窮といった新たな福祉課題・生活課題が生
じています。こうした課題は高齢者だけでなく、子育て世帯、青少年の不登校やいじめ、引きこもりな
ど、あらゆる世代にわたっています。そこで、ふれあい地区社協活動を核とし、住民同士のつながりを
再構築するために、住民主体の地域福祉活動の支援と福祉サービスの制度の狭間にある課題への対応
を行いました。また、介護保険改正により、通所介護事業所の廃止を行い、「社協だからできること」に
焦点を合わせた事業移行に向け上沖洲高齢者支援施設「げんきの館」を拠点とした地域支援事業（通所
型サービスＡ事業，一般高齢者向け事業、ボランティアの育成）に向けて事業の準備に着手しました。 
   

会費収入 2,764,650
寄附金収入 2,243,351
経常経費補助金収入 21,345,451
受託金収入 56,602,069
貸付事業収入 510,000
事業収入 209,500
負担金収入 1,350,000
介護保険事業収入 73,321,282
障害福祉サービス等事業収入 4,845,584
受取利息配当金収入 25,132
その他の収入 1,905,740

事業活動収入　計　（イ） 165,122,759

積立資産取崩収入 557,243
その他の活動による収入 13,369,600

その他の活動収入　計　（ロ） 13,926,843

（イ）+（ロ）…………… （ハ）179,049,602

資　金　収　支　決　算　報　告　書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 132,564,383
事業費支出 16,931,781
事務費支出 9,985,473
貸付事業支出 510,000
共同募金配分金事業費 1,592,266
助成金支出 3,233,253
負担金支出 64,000
その他の支出 262,800

事業活動支出　計　（ニ） 165,143,956

積立資産支出 720,680
その他の活動による支出 3,634,400

その他の活動支出　計　（ホ） 4,355,080

（ニ）+（ホ）…………… （ヘ）169,499,036

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：円単位：円

その他活動による支出

平成27年度
長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告

8 子育て支援・児童健全育成事業の推進
 １）子育て支援センター事業
  （開館日306日　総数幼児3,961人、大人3,096人）
  ① にこにこサロン（毎月第1木曜日・延大人187人、子ども222人）
  ② はいはい・よちよち大会（年2回・65人）
  ③ パステルアート教室（年1回・大人12人、子ども12人）
  ④ クッキング教室（年1回・大人11人、子ども14人）
  ⑤ 親子ふれあいコンサート（世代間交流事業：年1回・大人20人、子ども24人）
  ⑥ おゆずり会（年１回・大人43人、子ども48人）
  ⑦ ベビーマッサージ（年4回大人52人、子ども55人）
  ⑧ 人形劇鑑賞会（年2回・大人47人、子ども69人）
  ⑨ 親子コミュニケーション体操（年3回・大人36人、子ども39人）
  ⑩ リトミック（年3回・延大人35人、子ども41人）
  ⑪ 1歳の誕生日会（年12回・延大人98人、子ども118人）
  ⑫ ごきげんタイム（毎週火曜日・延大人424人、子ども492人）
  ⑬ 地域支援活動・幼児健診支援・サークル支援活動　等
 2）ファミリーサポート事業
 3）児童館事業
  ① 児童館まつり開催（263人）
  ② 児童館クラブ（年12回・会員数22人・延213人）
  ③ ビデオシアター（毎月1回・延469人）
  ④ 学べる道場（年4回・57人）
  ⑤ カルチャー教室（年4回・43人）
  ⑥ ジュニアリーダー研修会（年1回・16人）
  ⑦ I Pad 教室(世代間交流事業 32人）
  ⑧ 親子ふれあいコンサート（世代交流事業 44人）
  ⑨ クリスマス会（年1回・41人）
  ⑩ 新春書初め大会（18人）
  ⑪ 出前講座（町内小学校　学童　4ヶ所）

Ⅲ  介護保険事業所   
1 居宅介護支援事業（実人数107人・延921件）
2 訪問介護事業（実人数62人・6,589時間）
3 通所介護事業（実人数50人・延4,060人）
4 障害者自立支援事業（実人数6人・1,245時間）
5 地域支援事業（町受託）
 1）ヘルパー派遣事業（開所日数268日・実人数30人・延996時間）
 2）デイサロン事業（開所日数226日・実人数56人・延1,946人）

Ⅳ  地域包括支援センター
1 4つの主な業務について
 1）介護予防ケアマネジメント業務
  ① 介護予防ケアマネジメント業務（二次予防事業）
  　 ○健康づくり教室1クール・30人
  ② 介護予防啓発活動（33行政区・456人）
  ③ 地域支援事業
  　 ○介護予防普及啓発申請（デイサロン利用申請 22人）
  　 ○任意事業（ヘルパー派遣の利用申請 16人）
 2）総合相談支援業務（相談対応2,539件）
 3）権利擁護業務
  ① 高齢者虐待に係る研修会（57人）
  ② 介護者による身体的・経済的な虐待に関する相談（相談対応4回）
 4） 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務（相談対応143回）
2 介護予防支援事業
 　プラン件数（直営1,286件、委託564件）
3 その他の事業
 １）認知症施策事業
  ① 認知症サポーター養成講座開催（11回/年・331人)
  ② 認知症カフェ(オレンジカフェ「みらい」)の開催の支援
  ③ 認知症の人に対する声かけ・捜索模擬訓練（95人）
 ２）地域ケア会議の開催 
  ① 地域ケア会議研修会（3回/年）
 ３）長洲町介護サービス事業者連絡協議会の事務局 
  ① 研修会等（2回/年・91人）
  ② 役員会　７回開催
  ③ 委員会活動
   （広報委員会、連絡帳作成委員会、マニュアル作成委員会、研修委員会の設置） 前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（ト） ………………………………55,686,445

（ハ）+（ト）ー（ヘ）……………65,237,011
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Ⅰ  法人運営係
 1 理事会、評議員会の開催
  １）理事会の開催（4回/年）・評議員会の開催（4回/年）
 2 監査の実施
  １）社協監事による監査（1回/年）

Ⅱ  地域支援係
 1 地域住民の参加と協力による地域福祉活動の推進 
  １）ふれあい地区社会福祉協議会
   ① 役員会の開催（2回/年）・代表者会の開催（1回/年）
   ② ふれあい地区社協校区合同研修会の開催
  2）福祉まつり開催（約500人）
  3）共同募金配分事業
   ① 老人福祉活動
   　 ○長洲町老人クラブ連合会　活動支援
   ② 障がい児・者福祉活動
   　 ○長洲町身体障害者福祉協議会　活動支援
   　 ○障がい児・者施設夏祭り協力支援
   ③ 児童・青少年福祉活動
   　 ○新小学一年生への援助（115人）
   　 ○ワークキャンプ事業（申込者１名の為未実施）
   ④ 母子・父子福祉活動
   　 ○母子・父子世帯新中学一年生入学支度金贈呈（21人）
   ⑤ 福祉活動育成・援助活動
   　 ○職場体験（4人）
   　 ○実習生受け入れ（4人）
   　 ○総合学習（中学生42人・小学生60人）
 2 福祉サービス相談窓口としての機能の充実
  1）心配事相談所開設（12回/年・14件）
  2）生活福祉資金貸付・小口貸付
   ① 生活福祉資金貸付事業（相談件数18件）
   ② 福祉金庫貸付事業（相談件数28件）
 3 地域福祉権利擁護事業（実利用5人、利用回数218回）
 4 預かりサービス事業（実利用4人・利用回数207回）
 5 ボランティアセンター事業の推進
  1）町内小・中学生によるボランティア活動体験の支援
  2）ボランティア協力校指定推進事業
    小学校4校・中学校2校
 6 災害炊飯体験活動（赤十字講習会）
  1）小学校１校、非常災害時における体験活動支援
  2）日赤奉仕団の講習会開催
    心肺蘇生法及び身近なものを使っての応急処置について
 7 受託事業
  1）安心生活基盤構築事業（H27.4.1～H28.3.31） 
   ① 長洲校区民生委員による個別アンケート調査
   ② 熊本県合志市社協視察研修（21人）
   ③ 熊本県合志市社協視察研修報告会の開催（13人）
   ④ 有償ボランティア検討委員会の開催 （4回・10人）
  2）生活困窮者自立相談支援事業（相談件数18件）

　少子高齢者化が進展する中、経済情勢や雇用環境の変化により、地域社会や家族形態の変容などを
背景に、引きこもりや社会的孤立の問題、権利擁護、生活困窮といった新たな福祉課題・生活課題が生
じています。こうした課題は高齢者だけでなく、子育て世帯、青少年の不登校やいじめ、引きこもりな
ど、あらゆる世代にわたっています。そこで、ふれあい地区社協活動を核とし、住民同士のつながりを
再構築するために、住民主体の地域福祉活動の支援と福祉サービスの制度の狭間にある課題への対応
を行いました。また、介護保険改正により、通所介護事業所の廃止を行い、「社協だからできること」に
焦点を合わせた事業移行に向け上沖洲高齢者支援施設「げんきの館」を拠点とした地域支援事業（通所
型サービスＡ事業，一般高齢者向け事業、ボランティアの育成）に向けて事業の準備に着手しました。 
   

会費収入 2,764,650
寄附金収入 2,243,351
経常経費補助金収入 21,345,451
受託金収入 56,602,069
貸付事業収入 510,000
事業収入 209,500
負担金収入 1,350,000
介護保険事業収入 73,321,282
障害福祉サービス等事業収入 4,845,584
受取利息配当金収入 25,132
その他の収入 1,905,740

事業活動収入　計　（イ） 165,122,759

積立資産取崩収入 557,243
その他の活動による収入 13,369,600

その他の活動収入　計　（ロ） 13,926,843

（イ）+（ロ）…………… （ハ）179,049,602

資　金　収　支　決　算　報　告　書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 132,564,383
事業費支出 16,931,781
事務費支出 9,985,473
貸付事業支出 510,000
共同募金配分金事業費 1,592,266
助成金支出 3,233,253
負担金支出 64,000
その他の支出 262,800

事業活動支出　計　（ニ） 165,143,956

積立資産支出 720,680
その他の活動による支出 3,634,400

その他の活動支出　計　（ホ） 4,355,080

（ニ）+（ホ）…………… （ヘ）169,499,036

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：円単位：円

その他活動による支出

平成27年度
長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告

8 子育て支援・児童健全育成事業の推進
 １）子育て支援センター事業
  （開館日306日　総数幼児3,961人、大人3,096人）
  ① にこにこサロン（毎月第1木曜日・延大人187人、子ども222人）
  ② はいはい・よちよち大会（年2回・65人）
  ③ パステルアート教室（年1回・大人12人、子ども12人）
  ④ クッキング教室（年1回・大人11人、子ども14人）
  ⑤ 親子ふれあいコンサート（世代間交流事業：年1回・大人20人、子ども24人）
  ⑥ おゆずり会（年１回・大人43人、子ども48人）
  ⑦ ベビーマッサージ（年4回大人52人、子ども55人）
  ⑧ 人形劇鑑賞会（年2回・大人47人、子ども69人）
  ⑨ 親子コミュニケーション体操（年3回・大人36人、子ども39人）
  ⑩ リトミック（年3回・延大人35人、子ども41人）
  ⑪ 1歳の誕生日会（年12回・延大人98人、子ども118人）
  ⑫ ごきげんタイム（毎週火曜日・延大人424人、子ども492人）
  ⑬ 地域支援活動・幼児健診支援・サークル支援活動　等
 2）ファミリーサポート事業
 3）児童館事業
  ① 児童館まつり開催（263人）
  ② 児童館クラブ（年12回・会員数22人・延213人）
  ③ ビデオシアター（毎月1回・延469人）
  ④ 学べる道場（年4回・57人）
  ⑤ カルチャー教室（年4回・43人）
  ⑥ ジュニアリーダー研修会（年1回・16人）
  ⑦ I Pad 教室(世代間交流事業 32人）
  ⑧ 親子ふれあいコンサート（世代交流事業 44人）
  ⑨ クリスマス会（年1回・41人）
  ⑩ 新春書初め大会（18人）
  ⑪ 出前講座（町内小学校　学童　4ヶ所）

Ⅲ  介護保険事業所   
1 居宅介護支援事業（実人数107人・延921件）
2 訪問介護事業（実人数62人・6,589時間）
3 通所介護事業（実人数50人・延4,060人）
4 障害者自立支援事業（実人数6人・1,245時間）
5 地域支援事業（町受託）
 1）ヘルパー派遣事業（開所日数268日・実人数30人・延996時間）
 2）デイサロン事業（開所日数226日・実人数56人・延1,946人）

Ⅳ  地域包括支援センター
1 4つの主な業務について
 1）介護予防ケアマネジメント業務
  ① 介護予防ケアマネジメント業務（二次予防事業）
  　 ○健康づくり教室1クール・30人
  ② 介護予防啓発活動（33行政区・456人）
  ③ 地域支援事業
  　 ○介護予防普及啓発申請（デイサロン利用申請 22人）
  　 ○任意事業（ヘルパー派遣の利用申請 16人）
 2）総合相談支援業務（相談対応2,539件）
 3）権利擁護業務
  ① 高齢者虐待に係る研修会（57人）
  ② 介護者による身体的・経済的な虐待に関する相談（相談対応4回）
 4） 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務（相談対応143回）
2 介護予防支援事業
 　プラン件数（直営1,286件、委託564件）
3 その他の事業
 １）認知症施策事業
  ① 認知症サポーター養成講座開催（11回/年・331人)
  ② 認知症カフェ(オレンジカフェ「みらい」)の開催の支援
  ③ 認知症の人に対する声かけ・捜索模擬訓練（95人）
 ２）地域ケア会議の開催 
  ① 地域ケア会議研修会（3回/年）
 ３）長洲町介護サービス事業者連絡協議会の事務局 
  ① 研修会等（2回/年・91人）
  ② 役員会　７回開催
  ③ 委員会活動
   （広報委員会、連絡帳作成委員会、マニュアル作成委員会、研修委員会の設置） 前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（ト） ………………………………55,686,445

（ハ）+（ト）ー（ヘ）……………65,237,011
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Ⅰ  法人運営係
 1 理事会、評議員会の開催
  １）理事会の開催（4回/年）・評議員会の開催（4回/年）
 2 監査の実施
  １）社協監事による監査（1回/年）

Ⅱ  地域支援係
 1 地域住民の参加と協力による地域福祉活動の推進 
  １）ふれあい地区社会福祉協議会
   ① 役員会の開催（2回/年）・代表者会の開催（1回/年）
   ② ふれあい地区社協校区合同研修会の開催
  2）福祉まつり開催（約500人）
  3）共同募金配分事業
   ① 老人福祉活動
   　 ○長洲町老人クラブ連合会　活動支援
   ② 障がい児・者福祉活動
   　 ○長洲町身体障害者福祉協議会　活動支援
   　 ○障がい児・者施設夏祭り協力支援
   ③ 児童・青少年福祉活動
   　 ○新小学一年生への援助（115人）
   　 ○ワークキャンプ事業（申込者１名の為未実施）
   ④ 母子・父子福祉活動
   　 ○母子・父子世帯新中学一年生入学支度金贈呈（21人）
   ⑤ 福祉活動育成・援助活動
   　 ○職場体験（4人）
   　 ○実習生受け入れ（4人）
   　 ○総合学習（中学生42人・小学生60人）
 2 福祉サービス相談窓口としての機能の充実
  1）心配事相談所開設（12回/年・14件）
  2）生活福祉資金貸付・小口貸付
   ① 生活福祉資金貸付事業（相談件数18件）
   ② 福祉金庫貸付事業（相談件数28件）
 3 地域福祉権利擁護事業（実利用5人、利用回数218回）
 4 預かりサービス事業（実利用4人・利用回数207回）
 5 ボランティアセンター事業の推進
  1）町内小・中学生によるボランティア活動体験の支援
  2）ボランティア協力校指定推進事業
    小学校4校・中学校2校
 6 災害炊飯体験活動（赤十字講習会）
  1）小学校１校、非常災害時における体験活動支援
  2）日赤奉仕団の講習会開催
    心肺蘇生法及び身近なものを使っての応急処置について
 7 受託事業
  1）安心生活基盤構築事業（H27.4.1～H28.3.31） 
   ① 長洲校区民生委員による個別アンケート調査
   ② 熊本県合志市社協視察研修（21人）
   ③ 熊本県合志市社協視察研修報告会の開催（13人）
   ④ 有償ボランティア検討委員会の開催 （4回・10人）
  2）生活困窮者自立相談支援事業（相談件数18件）

　少子高齢者化が進展する中、経済情勢や雇用環境の変化により、地域社会や家族形態の変容などを
背景に、引きこもりや社会的孤立の問題、権利擁護、生活困窮といった新たな福祉課題・生活課題が生
じています。こうした課題は高齢者だけでなく、子育て世帯、青少年の不登校やいじめ、引きこもりな
ど、あらゆる世代にわたっています。そこで、ふれあい地区社協活動を核とし、住民同士のつながりを
再構築するために、住民主体の地域福祉活動の支援と福祉サービスの制度の狭間にある課題への対応
を行いました。また、介護保険改正により、通所介護事業所の廃止を行い、「社協だからできること」に
焦点を合わせた事業移行に向け上沖洲高齢者支援施設「げんきの館」を拠点とした地域支援事業（通所
型サービスＡ事業，一般高齢者向け事業、ボランティアの育成）に向けて事業の準備に着手しました。 
   

会費収入 2,764,650
寄附金収入 2,243,351
経常経費補助金収入 21,345,451
受託金収入 56,602,069
貸付事業収入 510,000
事業収入 209,500
負担金収入 1,350,000
介護保険事業収入 73,321,282
障害福祉サービス等事業収入 4,845,584
受取利息配当金収入 25,132
その他の収入 1,905,740

事業活動収入　計　（イ） 165,122,759

積立資産取崩収入 557,243
その他の活動による収入 13,369,600

その他の活動収入　計　（ロ） 13,926,843

（イ）+（ロ）…………… （ハ）179,049,602

資　金　収　支　決　算　報　告　書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 132,564,383
事業費支出 16,931,781
事務費支出 9,985,473
貸付事業支出 510,000
共同募金配分金事業費 1,592,266
助成金支出 3,233,253
負担金支出 64,000
その他の支出 262,800

事業活動支出　計　（ニ） 165,143,956

積立資産支出 720,680
その他の活動による支出 3,634,400

その他の活動支出　計　（ホ） 4,355,080

（ニ）+（ホ）…………… （ヘ）169,499,036

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：円単位：円

その他活動による支出

平成27年度
長洲町社会福祉協議会事業報告・決算報告

8 子育て支援・児童健全育成事業の推進
 １）子育て支援センター事業
  （開館日306日　総数幼児3,961人、大人3,096人）
  ① にこにこサロン（毎月第1木曜日・延大人187人、子ども222人）
  ② はいはい・よちよち大会（年2回・65人）
  ③ パステルアート教室（年1回・大人12人、子ども12人）
  ④ クッキング教室（年1回・大人11人、子ども14人）
  ⑤ 親子ふれあいコンサート（世代間交流事業：年1回・大人20人、子ども24人）
  ⑥ おゆずり会（年１回・大人43人、子ども48人）
  ⑦ ベビーマッサージ（年4回大人52人、子ども55人）
  ⑧ 人形劇鑑賞会（年2回・大人47人、子ども69人）
  ⑨ 親子コミュニケーション体操（年3回・大人36人、子ども39人）
  ⑩ リトミック（年3回・延大人35人、子ども41人）
  ⑪ 1歳の誕生日会（年12回・延大人98人、子ども118人）
  ⑫ ごきげんタイム（毎週火曜日・延大人424人、子ども492人）
  ⑬ 地域支援活動・幼児健診支援・サークル支援活動　等
 2）ファミリーサポート事業
 3）児童館事業
  ① 児童館まつり開催（263人）
  ② 児童館クラブ（年12回・会員数22人・延213人）
  ③ ビデオシアター（毎月1回・延469人）
  ④ 学べる道場（年4回・57人）
  ⑤ カルチャー教室（年4回・43人）
  ⑥ ジュニアリーダー研修会（年1回・16人）
  ⑦ I Pad 教室(世代間交流事業 32人）
  ⑧ 親子ふれあいコンサート（世代交流事業 44人）
  ⑨ クリスマス会（年1回・41人）
  ⑩ 新春書初め大会（18人）
  ⑪ 出前講座（町内小学校　学童　4ヶ所）

Ⅲ  介護保険事業所   
1 居宅介護支援事業（実人数107人・延921件）
2 訪問介護事業（実人数62人・6,589時間）
3 通所介護事業（実人数50人・延4,060人）
4 障害者自立支援事業（実人数6人・1,245時間）
5 地域支援事業（町受託）
 1）ヘルパー派遣事業（開所日数268日・実人数30人・延996時間）
 2）デイサロン事業（開所日数226日・実人数56人・延1,946人）

Ⅳ  地域包括支援センター
1 4つの主な業務について
 1）介護予防ケアマネジメント業務
  ① 介護予防ケアマネジメント業務（二次予防事業）
  　 ○健康づくり教室1クール・30人
  ② 介護予防啓発活動（33行政区・456人）
  ③ 地域支援事業
  　 ○介護予防普及啓発申請（デイサロン利用申請 22人）
  　 ○任意事業（ヘルパー派遣の利用申請 16人）
 2）総合相談支援業務（相談対応2,539件）
 3）権利擁護業務
  ① 高齢者虐待に係る研修会（57人）
  ② 介護者による身体的・経済的な虐待に関する相談（相談対応4回）
 4） 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務（相談対応143回）
2 介護予防支援事業
 　プラン件数（直営1,286件、委託564件）
3 その他の事業
 １）認知症施策事業
  ① 認知症サポーター養成講座開催（11回/年・331人)
  ② 認知症カフェ(オレンジカフェ「みらい」)の開催の支援
  ③ 認知症の人に対する声かけ・捜索模擬訓練（95人）
 ２）地域ケア会議の開催 
  ① 地域ケア会議研修会（3回/年）
 ３）長洲町介護サービス事業者連絡協議会の事務局 
  ① 研修会等（2回/年・91人）
  ② 役員会　７回開催
  ③ 委員会活動
   （広報委員会、連絡帳作成委員会、マニュアル作成委員会、研修委員会の設置） 前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（ト） ………………………………55,686,445

（ハ）+（ト）ー（ヘ）……………65,237,011

No.116No.116

Nagasu 2016.719 Nagasu 2016.7 18



お
く
や
み

　
　
【
香
典
返
し
】

　次
の
方
々
よ
り
、香
典
返
し
の

意
味
で
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。故
人
の
ご

冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財

は
地
域
福
祉
の
向
上
に
、大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　 

　【敬
称
略
受
付
順
】

◆
受
　付

　４
月
１
日
〜
５
月
31
日

　社
会
福
祉
協
議
会

    

　
　
　
　 （
☎
78-

１
４
４
０
）

問

「どこに相談していいかわからない」
「こんなことで相談に行っていいの？」
と悩まずにお気軽にお越しください。
弁護士が相談に応じます。
相談は無料ですが、定員がありますので
早めにお申し込みください。

■期　　日　７月５日㊋、８月２日㊋、９月６日㊋
■場　　所　ふれあいセンター　１F相談室
■定　　員　各月４人（予約が必要です）
■相談時間　１人30分（午前10時～正午まで）
■料　　金　無料

社会福祉協議会が行う地域福祉活動は、
主として会員のみなさまからいただく貴重
な会費により支えられています。

長洲町社会福祉協議会会員にご加入いただき、地域福祉
活動へのご支援･ご協力をお願い申し上げます。

お預かりした義援金は、日本赤十字社を通して
熊本地震の被災地へ配分されます。

　４月14日と16日に発生した熊本地震で被災され
た皆さまに対して心温まる義援金をお預かりいた
しました。

　善意の寄付をいただきましたご寄付は福祉事業
や幼児･児童の育成事業の活動に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

　興亜建設工業㈱から、5月20日チャリティー
歌謡ショーの募金の一部をいただきました。

　長洲町地域婦人会より
７月３日、会員の皆さん
が集められた新品のタオ
ルと雑巾の寄贈をいただ
きました。雑巾は日本赤
十字社を通して熊本地震
の被災地へ届けました。

・長洲町身体障がい者福祉協議会（10,000円）
・長洲町介護サービス事業者連絡協議会（10,000円）
・長洲町駐在員会（170,000円）他

312,429円
（6月15日現在）

５月14日（土）児童館まつりが開催されました。天候もよく、たくさ
んの参加者でにぎわいました。今年度は、手作りコーナーに「紙相撲」、
「フォトフレーム」、「ブーメラン」、「手形押し」。飲食コーナーに「み
かんジュースゼリー」、「ミニホットドック」。毎年恒例の「いろいろす
くい」に「ヨーヨー釣り」もあり、スタンプラリーカードを手に、あっち
こっちと走りまわっていました。
来年もみなさんの笑顔があふれるような企画を考えていきたいと思っています。
ご協力いただいたボランティア・民生委員の皆さまありがとうございました。

心配ごと相談開催

梅 田 区 福田久美子 福田　隆司 

立 野 区 上野　新吾 上野　裕美 

平 原 区 右田　雅之 仕明　照子

折 地 区 田中　輝美 田中　幸行

葛 輪 区 徳永　　章 徳永　敏子

熊 本 市 吉田　満則 吉田　道子

腹赤新町 宮本　章子 宮本サツエ 

北九州市 中嶋　　勲 中嶋　好枝

上沖洲区 山﨑富士久 山﨑　久子

清源寺区 山野　悦子 山野　信雄

建 浜 区 前田　君子 前田　弘司

東 京 都 合志　綱恭 合志　ノブ

上沖洲区 前嶋　勝徳 前嶋　マツ

赤 田 区 久間　英雄 久間シヅカ

長洲町社会福祉協議会 （☎７８-１４４０)申問・

発
行
／
社
会
福
祉
法
人
長
洲
町
社
会
福
祉
協
議
会
　☎
０
９
６
８（
７
８
）１
４
４
０

URL http://w
w
w
.nagasushakyo.jp

　
　info@

nagasushakyo.jp

行政区 寄付者名 物故者名

社協会員加入のお願い

運動期間　７月１日～７月31日
会　費　一般会員（一般会費）  　　　　500円　　
　　　　賛助会員（個人の方など）  　1,000円より
　　　　特別会員（各事業所や団体）10,000円より

熊本地震義援金の寄付善意の寄付

【敬称略】
【敬称略】

■事務局
1)理事会・評議員会の開催
2)財政基盤の安定と強化
3)広報活動
4)地域福祉活動の拡充
5)総合相談支援事業の実施
6)ボランティアセンター事業
7)子育て支援・児童健全育成事業の推進
　（町受託事業）

平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度平成28年度
　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画
平成28年度
　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画

　　　　　　　地域の中で生活に困難を抱えた人が住みやすい地域社会であるために、本協議会は地域福祉の中核として、地域住民
のつながりや支え合う仕組みづくりを進めることができるよう「横につなぐ役割」にも力をいれます。また「第三次地域福祉活動計
画」に基づき、地域住民の「自助」、地域の「互助」、制度の「共助」を実現するために、住民が安心して暮らせる地域づくりを目指します。

「誰もが福祉活動に参加し・皆で支え合い・ふれあい学びあう地域」
基本方針

■地域包括支援センター
1）介護予防ケアマネジメント 
2）総合相談・支援事業
3）権利擁護事業
4）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
5）介護予防ケアマネジメント事業
6）通所型サービスA事業
7）地域生活支援サービス体制整備事業

■介護保険事業所
1）居宅介護支援事業
2）訪問介護事業
3）障がい者自立支援事業
4）訪問型サービスA事業
　（町受託事業）

会費収入 2,772
寄附金収入 2,060
経常経費補助金収入 26,938
受託金収入 84,646
貸付事業収入 661
事業収入 221
負担金収入 1,350
介護保険事業収入 30,191
障害福祉サービス等事業収入 3,868
受取利息配当金収入 27
その他の収入 9,834
事業活動収入　計　（イ） 162,568 

積立資産取崩収入 290
事業区分間繰入金収入 594
サービス区分間繰入金収入 594
その他の活動による収入 8,269
その他の活動収入　計　（ロ） 9,747

（イ）+（ロ）………………… （ハ）172,315

資 金 収 支 計 算 書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 129,444
事業費支出 20,707
事務費支出 10,256
貸付事業支出 660
共同募金配分金事業費 2,348
助成金支出 3,328
負担金支出 83
事業活動支出　計　(二） 166,826

積立資産支出 614
事業区分間繰入金支出 594
サービス区分間繰入金支出 594
その他の活動による支出 3,182
その他の活動支出　計　（ホ） 4,984

予備費支出　（ヘ） 986

（ニ）+（ホ）＋（へ）………… (ト）172,796

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：千円単位：千円

その他活動による支出

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（チ） …………………………………… 55,007

（ハ）+（チ）-（ト） ………………… 54,526

児童館まつり

セクションごとの重点事業
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問

「どこに相談していいかわからない」
「こんなことで相談に行っていいの？」
と悩まずにお気軽にお越しください。
弁護士が相談に応じます。
相談は無料ですが、定員がありますので
早めにお申し込みください。

■期　　日　７月５日㊋、８月２日㊋、９月６日㊋
■場　　所　ふれあいセンター　１F相談室
■定　　員　各月４人（予約が必要です）
■相談時間　１人30分（午前10時～正午まで）
■料　　金　無料

社会福祉協議会が行う地域福祉活動は、
主として会員のみなさまからいただく貴重
な会費により支えられています。

長洲町社会福祉協議会会員にご加入いただき、地域福祉
活動へのご支援･ご協力をお願い申し上げます。

お預かりした義援金は、日本赤十字社を通して
熊本地震の被災地へ配分されます。

　４月14日と16日に発生した熊本地震で被災され
た皆さまに対して心温まる義援金をお預かりいた
しました。

　善意の寄付をいただきましたご寄付は福祉事業
や幼児･児童の育成事業の活動に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

　興亜建設工業㈱から、5月20日チャリティー
歌謡ショーの募金の一部をいただきました。

　長洲町地域婦人会より
７月３日、会員の皆さん
が集められた新品のタオ
ルと雑巾の寄贈をいただ
きました。雑巾は日本赤
十字社を通して熊本地震
の被災地へ届けました。

・長洲町身体障がい者福祉協議会（10,000円）
・長洲町介護サービス事業者連絡協議会（10,000円）
・長洲町駐在員会（170,000円）他

312,429円
（6月15日現在）

５月14日（土）児童館まつりが開催されました。天候もよく、たくさ
んの参加者でにぎわいました。今年度は、手作りコーナーに「紙相撲」、
「フォトフレーム」、「ブーメラン」、「手形押し」。飲食コーナーに「み
かんジュースゼリー」、「ミニホットドック」。毎年恒例の「いろいろす
くい」に「ヨーヨー釣り」もあり、スタンプラリーカードを手に、あっち
こっちと走りまわっていました。
来年もみなさんの笑顔があふれるような企画を考えていきたいと思っています。
ご協力いただいたボランティア・民生委員の皆さまありがとうございました。

心配ごと相談開催

梅 田 区 福田久美子 福田　隆司 

立 野 区 上野　新吾 上野　裕美 

平 原 区 右田　雅之 仕明　照子

折 地 区 田中　輝美 田中　幸行

葛 輪 区 徳永　　章 徳永　敏子

熊 本 市 吉田　満則 吉田　道子

腹赤新町 宮本　章子 宮本サツエ 

北九州市 中嶋　　勲 中嶋　好枝

上沖洲区 山﨑富士久 山﨑　久子

清源寺区 山野　悦子 山野　信雄

建 浜 区 前田　君子 前田　弘司

東 京 都 合志　綱恭 合志　ノブ

上沖洲区 前嶋　勝徳 前嶋　マツ

赤 田 区 久間　英雄 久間シヅカ
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社協会員加入のお願い

運動期間　７月１日～７月31日
会　費　一般会員（一般会費）  　　　　500円　　
　　　　賛助会員（個人の方など）  　1,000円より
　　　　特別会員（各事業所や団体）10,000円より

熊本地震義援金の寄付善意の寄付

【敬称略】
【敬称略】

■事務局
1)理事会・評議員会の開催
2)財政基盤の安定と強化
3)広報活動
4)地域福祉活動の拡充
5)総合相談支援事業の実施
6)ボランティアセンター事業
7)子育て支援・児童健全育成事業の推進
　（町受託事業）

平成28年度
　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画

　　　　　　　地域の中で生活に困難を抱えた人が住みやすい地域社会であるために、本協議会は地域福祉の中核として、地域住民
のつながりや支え合う仕組みづくりを進めることができるよう「横につなぐ役割」にも力をいれます。また「第三次地域福祉活動計
画」に基づき、地域住民の「自助」、地域の「互助」、制度の「共助」を実現するために、住民が安心して暮らせる地域づくりを目指します。

「誰もが福祉活動に参加し・皆で支え合い・ふれあい学びあう地域」
基本方針

■地域包括支援センター
1）介護予防ケアマネジメント 
2）総合相談・支援事業
3）権利擁護事業
4）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
5）介護予防ケアマネジメント事業
6）通所型サービスA事業
7）地域生活支援サービス体制整備事業

■介護保険事業所
1）居宅介護支援事業
2）訪問介護事業
3）障がい者自立支援事業
4）訪問型サービスA事業
　（町受託事業）

会費収入 2,772
寄附金収入 2,060
経常経費補助金収入 26,938
受託金収入 84,646
貸付事業収入 661
事業収入 221
負担金収入 1,350
介護保険事業収入 30,191
障害福祉サービス等事業収入 3,868
受取利息配当金収入 27
その他の収入 9,834
事業活動収入　計　（イ） 162,568 

積立資産取崩収入 290
事業区分間繰入金収入 594
サービス区分間繰入金収入 594
その他の活動による収入 8,269
その他の活動収入　計　（ロ） 9,747

（イ）+（ロ）………………… （ハ）172,315

資 金 収 支 計 算 書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 129,444
事業費支出 20,707
事務費支出 10,256
貸付事業支出 660
共同募金配分金事業費 2,348
助成金支出 3,328
負担金支出 83
事業活動支出　計　(二） 166,826

積立資産支出 614
事業区分間繰入金支出 594
サービス区分間繰入金支出 594
その他の活動による支出 3,182
その他の活動支出　計　（ホ） 4,984

予備費支出　（ヘ） 986

（ニ）+（ホ）＋（へ）………… (ト）172,796

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：千円単位：千円

その他活動による支出

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（チ） …………………………………… 55,007

（ハ）+（チ）-（ト） ………………… 54,526

児童館まつり

セクションごとの重点事業
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問

「どこに相談していいかわからない」
「こんなことで相談に行っていいの？」
と悩まずにお気軽にお越しください。
弁護士が相談に応じます。
相談は無料ですが、定員がありますので
早めにお申し込みください。

■期　　日　７月５日㊋、８月２日㊋、９月６日㊋
■場　　所　ふれあいセンター　１F相談室
■定　　員　各月４人（予約が必要です）
■相談時間　１人30分（午前10時～正午まで）
■料　　金　無料

社会福祉協議会が行う地域福祉活動は、
主として会員のみなさまからいただく貴重
な会費により支えられています。

長洲町社会福祉協議会会員にご加入いただき、地域福祉
活動へのご支援･ご協力をお願い申し上げます。

お預かりした義援金は、日本赤十字社を通して
熊本地震の被災地へ配分されます。

　４月14日と16日に発生した熊本地震で被災され
た皆さまに対して心温まる義援金をお預かりいた
しました。

　善意の寄付をいただきましたご寄付は福祉事業
や幼児･児童の育成事業の活動に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

　興亜建設工業㈱から、5月20日チャリティー
歌謡ショーの募金の一部をいただきました。

　長洲町地域婦人会より
７月３日、会員の皆さん
が集められた新品のタオ
ルと雑巾の寄贈をいただ
きました。雑巾は日本赤
十字社を通して熊本地震
の被災地へ届けました。

・長洲町身体障がい者福祉協議会（10,000円）
・長洲町介護サービス事業者連絡協議会（10,000円）
・長洲町駐在員会（170,000円）他

312,429円
（6月15日現在）

５月14日（土）児童館まつりが開催されました。天候もよく、たくさ
んの参加者でにぎわいました。今年度は、手作りコーナーに「紙相撲」、
「フォトフレーム」、「ブーメラン」、「手形押し」。飲食コーナーに「み
かんジュースゼリー」、「ミニホットドック」。毎年恒例の「いろいろす
くい」に「ヨーヨー釣り」もあり、スタンプラリーカードを手に、あっち
こっちと走りまわっていました。
来年もみなさんの笑顔があふれるような企画を考えていきたいと思っています。
ご協力いただいたボランティア・民生委員の皆さまありがとうございました。

心配ごと相談開催

梅 田 区 福田久美子 福田　隆司 

立 野 区 上野　新吾 上野　裕美 

平 原 区 右田　雅之 仕明　照子

折 地 区 田中　輝美 田中　幸行

葛 輪 区 徳永　　章 徳永　敏子

熊 本 市 吉田　満則 吉田　道子

腹赤新町 宮本　章子 宮本サツエ 

北九州市 中嶋　　勲 中嶋　好枝

上沖洲区 山﨑富士久 山﨑　久子

清源寺区 山野　悦子 山野　信雄

建 浜 区 前田　君子 前田　弘司

東 京 都 合志　綱恭 合志　ノブ

上沖洲区 前嶋　勝徳 前嶋　マツ

赤 田 区 久間　英雄 久間シヅカ
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社協会員加入のお願い

運動期間　７月１日～７月31日
会　費　一般会員（一般会費）  　　　　500円　　
　　　　賛助会員（個人の方など）  　1,000円より
　　　　特別会員（各事業所や団体）10,000円より

熊本地震義援金の寄付善意の寄付

【敬称略】
【敬称略】

■事務局
1)理事会・評議員会の開催
2)財政基盤の安定と強化
3)広報活動
4)地域福祉活動の拡充
5)総合相談支援事業の実施
6)ボランティアセンター事業
7)子育て支援・児童健全育成事業の推進
　（町受託事業）

平成28年度
　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画

　　　　　　　地域の中で生活に困難を抱えた人が住みやすい地域社会であるために、本協議会は地域福祉の中核として、地域住民
のつながりや支え合う仕組みづくりを進めることができるよう「横につなぐ役割」にも力をいれます。また「第三次地域福祉活動計
画」に基づき、地域住民の「自助」、地域の「互助」、制度の「共助」を実現するために、住民が安心して暮らせる地域づくりを目指します。

「誰もが福祉活動に参加し・皆で支え合い・ふれあい学びあう地域」
基本方針

■地域包括支援センター
1）介護予防ケアマネジメント 
2）総合相談・支援事業
3）権利擁護事業
4）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
5）介護予防ケアマネジメント事業
6）通所型サービスA事業
7）地域生活支援サービス体制整備事業

■介護保険事業所
1）居宅介護支援事業
2）訪問介護事業
3）障がい者自立支援事業
4）訪問型サービスA事業
　（町受託事業）

会費収入 2,772
寄附金収入 2,060
経常経費補助金収入 26,938
受託金収入 84,646
貸付事業収入 661
事業収入 221
負担金収入 1,350
介護保険事業収入 30,191
障害福祉サービス等事業収入 3,868
受取利息配当金収入 27
その他の収入 9,834
事業活動収入　計　（イ） 162,568 

積立資産取崩収入 290
事業区分間繰入金収入 594
サービス区分間繰入金収入 594
その他の活動による収入 8,269
その他の活動収入　計　（ロ） 9,747

（イ）+（ロ）………………… （ハ）172,315

資 金 収 支 計 算 書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 129,444
事業費支出 20,707
事務費支出 10,256
貸付事業支出 660
共同募金配分金事業費 2,348
助成金支出 3,328
負担金支出 83
事業活動支出　計　(二） 166,826

積立資産支出 614
事業区分間繰入金支出 594
サービス区分間繰入金支出 594
その他の活動による支出 3,182
その他の活動支出　計　（ホ） 4,984

予備費支出　（ヘ） 986

（ニ）+（ホ）＋（へ）………… (ト）172,796

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：千円単位：千円

その他活動による支出

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（チ） …………………………………… 55,007

（ハ）+（チ）-（ト） ………………… 54,526

児童館まつり

セクションごとの重点事業
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「どこに相談していいかわからない」
「こんなことで相談に行っていいの？」
と悩まずにお気軽にお越しください。
弁護士が相談に応じます。
相談は無料ですが、定員がありますので
早めにお申し込みください。

■期　　日　７月５日㊋、８月２日㊋、９月６日㊋
■場　　所　ふれあいセンター　１F相談室
■定　　員　各月４人（予約が必要です）
■相談時間　１人30分（午前10時～正午まで）
■料　　金　無料

社会福祉協議会が行う地域福祉活動は、
主として会員のみなさまからいただく貴重
な会費により支えられています。

長洲町社会福祉協議会会員にご加入いただき、地域福祉
活動へのご支援･ご協力をお願い申し上げます。

お預かりした義援金は、日本赤十字社を通して
熊本地震の被災地へ配分されます。

　４月14日と16日に発生した熊本地震で被災され
た皆さまに対して心温まる義援金をお預かりいた
しました。

　善意の寄付をいただきましたご寄付は福祉事業
や幼児･児童の育成事業の活動に活用させていただ
きます。ありがとうございました。

　興亜建設工業㈱から、5月20日チャリティー
歌謡ショーの募金の一部をいただきました。

　長洲町地域婦人会より
７月３日、会員の皆さん
が集められた新品のタオ
ルと雑巾の寄贈をいただ
きました。雑巾は日本赤
十字社を通して熊本地震
の被災地へ届けました。

・長洲町身体障がい者福祉協議会（10,000円）
・長洲町介護サービス事業者連絡協議会（10,000円）
・長洲町駐在員会（170,000円）他

312,429円
（6月15日現在）

５月14日（土）児童館まつりが開催されました。天候もよく、たくさ
んの参加者でにぎわいました。今年度は、手作りコーナーに「紙相撲」、
「フォトフレーム」、「ブーメラン」、「手形押し」。飲食コーナーに「み
かんジュースゼリー」、「ミニホットドック」。毎年恒例の「いろいろす
くい」に「ヨーヨー釣り」もあり、スタンプラリーカードを手に、あっち
こっちと走りまわっていました。
来年もみなさんの笑顔があふれるような企画を考えていきたいと思っています。
ご協力いただいたボランティア・民生委員の皆さまありがとうございました。

「どこに相談していいかわからない」
心配ごと相談開催
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社会福祉協議会が行う地域福祉活動は、
主として会員のみなさまからいただく貴重

長洲町社会福祉協議会 （ ７８-１４４０)

社協会員加入のお願い

運動期間　７月１日～７月31日
会　費　一般会員（一般会費）  　　　　500円　　
　　　　賛助会員（個人の方など）  　1,000円より
　　　　特別会員（各事業所や団体）10,000円より

熊本地震義援金の寄付善意の寄付

【敬称略】
【敬称略】

■事務局
1)理事会・評議員会の開催
2)財政基盤の安定と強化
3)広報活動
4)地域福祉活動の拡充
5)総合相談支援事業の実施
6)ボランティアセンター事業
7)子育て支援・児童健全育成事業の推進
　（町受託事業）

平成28年度
　社会福祉法人長洲町社会福祉協議会事業計画

　　　　　　　地域の中で生活に困難を抱えた人が住みやすい地域社会であるために、本協議会は地域福祉の中核として、地域住民
のつながりや支え合う仕組みづくりを進めることができるよう「横につなぐ役割」にも力をいれます。また「第三次地域福祉活動計
画」に基づき、地域住民の「自助」、地域の「互助」、制度の「共助」を実現するために、住民が安心して暮らせる地域づくりを目指します。

「誰もが福祉活動に参加し・皆で支え合い・ふれあい学びあう地域」
基本方針

■地域包括支援センター
1）介護予防ケアマネジメント 
2）総合相談・支援事業
3）権利擁護事業
4）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
5）介護予防ケアマネジメント事業
6）通所型サービスA事業
7）地域生活支援サービス体制整備事業

■介護保険事業所
1）居宅介護支援事業
2）訪問介護事業
3）障がい者自立支援事業
4）訪問型サービスA事業
　（町受託事業）

会費収入 2,772
寄附金収入 2,060
経常経費補助金収入 26,938
受託金収入 84,646
貸付事業収入 661
事業収入 221
負担金収入 1,350
介護保険事業収入 30,191
障害福祉サービス等事業収入 3,868
受取利息配当金収入 27
その他の収入 9,834
事業活動収入　計　（イ） 162,568 

積立資産取崩収入 290
事業区分間繰入金収入 594
サービス区分間繰入金収入 594
その他の活動による収入 8,269
その他の活動収入　計　（ロ） 9,747

（イ）+（ロ）………………… （ハ）172,315

資 金 収 支 計 算 書

収　入

収入計

事業活動による収入

その他活動による収入

人件費支出 129,444
事業費支出 20,707
事務費支出 10,256
貸付事業支出 660
共同募金配分金事業費 2,348
助成金支出 3,328
負担金支出 83
事業活動支出　計　(二） 166,826

積立資産支出 614
事業区分間繰入金支出 594
サービス区分間繰入金支出 594
その他の活動による支出 3,182
その他の活動支出　計　（ホ） 4,984

予備費支出　（ヘ） 986

（ニ）+（ホ）＋（へ）………… (ト）172,796

支　出

支出計

事業活動による支出 単位：千円単位：千円

その他活動による支出

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

（チ） …………………………………… 55,007

（ハ）+（チ）-（ト） ………………… 54,526

児童館まつり

セクションごとの重点事業

No.116No.116
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■
日
時
　
7
月
16
日
㊏

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所
　
玉
東
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●申
・
●問
熊
本
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
６-

３
５
５-

１
７
５
５

■
対
象
者

　
①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

な
ど
の
同
居
者
。

　
②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体

検
査
で
16
倍
以
下
）
妊
娠
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
。

　
※
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
風
し
ん
抗
体
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
歴
が
あ
る
人
を
除
き
ま
す
。

■
実
施
期
間
　
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

※
検
査
を
受
け
る
前
に
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

※
実
施
医
療
機
関
や
詳
し
い
申
請
方
法
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

●申
・
●問

　
熊
本
県
有
明
保
健
所
　
☎
（
72
）
２
１
８
４

　
す
こ
や
か
館
　
　
　
☎
（
65
）
７
５
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
78
）
７
１
７
１

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
黄
色
）
の
有
効

期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
は
、
7
月
中
に

簡
易
書
留
で
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
8
月

1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

●問
福
祉
保
健
介
護
課
国
保
医
療
係

　
　
☎
（
78
）
３
１
３
９

■
実
施
期
間
　
7
月
1
日
㊎
〜
12
月
22
日
㊍

■
受
診
対
象
者
　
町
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者

■
自
己
負
担
額
　
４
０
０
円

■
検
査
項
目
　
問
診
、歯・入
れ
歯
の
状
況
、

か
み
合
わ
せ
、
口
腔
内
の
異
常
な
ど

■
申
込
・
受
診
方
法
　
受
診
さ
れ
る
人
は
、

町
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
確
認

後
、
受
診
券
を
発
行
・
送
付
し
ま
す
。

■
検
診
機
関
　
た
か
さ
き
歯
科
医
院
・
前
田

歯
科
医
院
・
な
か
む
ら
歯
科
医
院
・
加
藤
歯

科
医
院
・
六
栄
歯
科
診
療
所

●問
福
祉
保
健
介
護
課
　
国
保
医
療
係

　
　
☎
（
78
）
３
１
３
９

　
大
き
な
災
害
の
後
は
、
心
や
体
の
不
調
が

現
れ
や
す
く
な
り
、
特
に
お
子
さ
ん
の
場
合

は
、
心
の
不
安
が
行
動
と
な
っ
て
現
れ
、
甘

え
が
強
く
な
っ
た
り
、
一
人
に
な
る
こ
と
を

怖
が
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
な
ど

と
現
れ
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
は
正
常
な
反
応
で
す
の

で
、
ま
ず
は
お
子
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
し
た
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
ふ
や
す
よ

う
に
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ご
家
族
の
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と

が
お
子
さ
ん
の
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
家
族
も
意
識
し
て
体
を
動
か
す
よ
う
に
し

た
り
し
て
、
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
心
配
な
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●問
す
こ
や
か
館

　
　
☎
（
65
）
７
５
１
５

　
　
☎
（
78
）
７
１
７
１

　
公
民
館
・
介
護
予
防
拠
点
施
設
で
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

　
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の

区
長
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
講
師
派
遣
の
調
整
の
た
め
、
1
カ
月
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
講
話
内
容

　
・
お
薬
に
つ
い
て
（
服
薬
・
飲
み
合
わ
せ
）

　
・
認
知
症
予
防
（
運
動
・
栄
養
）

　
・
食
中
毒
や
熱
中
症
予
防
、
感
染
予
防

　
・
歯
み
が
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

　
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
（
減
塩
）

　
・
健
康
診
査
の
結
果
の
見
方
　
　
な
ど

●問
す
こ
や
か
館

　
　
☎
（
65
）
７
５
１
５

　
　
☎
（
78
）
７
１
７
１

　
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

年
金
受
給
者
へ
の
支
援
お
よ
び
高
齢
者
世
帯

の
所
得
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
、
個
人
消
費

の
下
支
え
を
す
る
観
点
か
ら
「
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向

け
）
」
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
き
ま
し

て
は
、
4
月
末
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い

人
は
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

■
提
出
場
所
　
福
祉
保
健
介
護
課
福
祉
係

■
申
請
期
限
　
8
月
31
日
㊌

●問
福
祉
保
健
介
護
課
　
福
祉
係

　
　
☎
（
78
）
３
１
３
５

保
健
・
子
育
て
情
報

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証

（
保
険
証
）
を
郵
送
し
ま
す

毎
年
１
回
は
歯
科
口
腔
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
に
つ
い
て

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り

影
響
を
受
け
た
お
子
さ
ん
が

い
る
家
族
の
皆
さ
ん
へ

長洲町食生活改善推進員協議会

簡単クッキング
トマトと玉ねぎのごま酢かけ

『ながすクッキング教室』を
開催します（毎月第３金曜日）

※事前申し込みが必要です　男性も大歓迎です!!

■日　時　７月15日㊎
　　　　　午前９時30分～午後１時
■場　所　すこやか館　調理室
■内　容　『暑さに負けない！
　　　　　夏バテ防止メニュー』
■献　立　豚ヒレ肉の甘酢かけ、
　　　　　トマトと玉ねぎのごま酢かけ、
　　　　　枝豆のあずま煮、七夕汁
■持ってくるもの　 エプロン、三角巾、スリッパ、
　　　　　　　　　米半合、ふきん2枚
■参加費　500円
■締切日　７月８日㊎
■定　員　 35人（定員に達した場合は申し込

みを閉め切ります。）
●申・●問　すこやか館（☎65-7515・78-7171）

１人分の栄養価
エネルギー 42 kcal

作り方
① トマトはくし切りに、玉ねぎは薄切りにする。青じそは千切りにし
て、水にさらし、水気を切る。
②器に①を盛り合わせ、Aの材料を合わせてかける。

　※ 玉ねぎは薄く切った後、少し水にさらしておくと辛みがなくなり
食べやすくなります！

Nagasu  Health

材料（４人分）
トマト………………………… 2個
玉ねぎ……………………… 1/2個
青じそ………………………2～4枚
　　すり白ごま………… 小さじ２
　　みりん……………… 小さじ２
　　しょうゆ…大さじ1と小さじ1
　　酢…………大さじ1と小さじ1

熱中症にご用心!!

熱中症が疑われる人を見かけたら
１　涼しい場所へ
　 　エアコンが効いている室内や風通しのよい日陰など、涼しい場
所へ避難しましょう

２　体を冷やしましょう
　 　衣服をゆるめ、体を冷やしましょう
　 　※特に、首の回り、腋の下、足の付け根などを冷やすと効果的
です。

３　水分補給
　 　水分・塩分、経口補水液（水に食塩とブドウ糖をとかしたも
の）、スポーツドリンクなどを飲むようにしましょう。

自分で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びま
しょう！

熱中症　チェック表
該当する項目はあれば、要注意です！
□意識がはっきりしない
□体のだるさ、力が入りにくい
□普段より考えがまとまらない
□頭痛
□はきけ、はく（もどす）
□めまい
□立ちくらみ
□生あくび
□大量の汗
□筋肉痛
□こむら返り
□おしっこの回数や量が減った

A

　これからますます暑くなると熱中症になるおそれがでてきます。
　乳幼児や成人は屋外で、65歳以上の高齢者は屋内（その半数以上が自宅）
で熱中症にかかりやすいといわれています。
　そこで、熱中症のチェック表と、熱中症が疑われる人を見かけた時の対応をご紹介します。

●問 すこやか館　☎65-7515・☎78-7171
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■
日
時
　
7
月
16
日
㊏

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所
　
玉
東
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●申
・
●問
熊
本
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
６-

３
５
５-

１
７
５
５

■
対
象
者

　
①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

な
ど
の
同
居
者
。

　
②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体

検
査
で
16
倍
以
下
）
妊
娠
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
。

　
※
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
風
し
ん
抗
体
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
歴
が
あ
る
人
を
除
き
ま
す
。

■
実
施
期
間
　
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

※
検
査
を
受
け
る
前
に
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

※
実
施
医
療
機
関
や
詳
し
い
申
請
方
法
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

●申
・
●問

　
熊
本
県
有
明
保
健
所
　
☎
（
72
）
２
１
８
４

　
す
こ
や
か
館
　
　
　
☎
（
65
）
７
５
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
78
）
７
１
７
１

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
黄
色
）
の
有
効

期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
は
、
7
月
中
に

簡
易
書
留
で
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
8
月

1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。

●問
福
祉
保
健
介
護
課
国
保
医
療
係

　
　
☎
（
78
）
３
１
３
９

■
実
施
期
間
　
7
月
1
日
㊎
〜
12
月
22
日
㊍

■
受
診
対
象
者
　
町
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者

■
自
己
負
担
額
　
４
０
０
円

■
検
査
項
目
　
問
診
、歯・入
れ
歯
の
状
況
、

か
み
合
わ
せ
、
口
腔
内
の
異
常
な
ど

■
申
込
・
受
診
方
法
　
受
診
さ
れ
る
人
は
、

町
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
確
認

後
、
受
診
券
を
発
行
・
送
付
し
ま
す
。

■
検
診
機
関
　
た
か
さ
き
歯
科
医
院
・
前
田

歯
科
医
院
・
な
か
む
ら
歯
科
医
院
・
加
藤
歯

科
医
院
・
六
栄
歯
科
診
療
所

●問
福
祉
保
健
介
護
課
　
国
保
医
療
係

　
　
☎
（
78
）
３
１
３
９

　
大
き
な
災
害
の
後
は
、
心
や
体
の
不
調
が

現
れ
や
す
く
な
り
、
特
に
お
子
さ
ん
の
場
合

は
、
心
の
不
安
が
行
動
と
な
っ
て
現
れ
、
甘

え
が
強
く
な
っ
た
り
、
一
人
に
な
る
こ
と
を

怖
が
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
な
ど

と
現
れ
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
は
正
常
な
反
応
で
す
の

で
、
ま
ず
は
お
子
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
し
た
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
ふ
や
す
よ

う
に
し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ご
家
族
の
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と

が
お
子
さ
ん
の
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
家
族
も
意
識
し
て
体
を
動
か
す
よ
う
に
し

た
り
し
て
、
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
心
配
な
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●問
す
こ
や
か
館

　
　
☎
（
65
）
７
５
１
５

　
　
☎
（
78
）
７
１
７
１

　
公
民
館
・
介
護
予
防
拠
点
施
設
で
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

　
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の

区
長
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
講
師
派
遣
の
調
整
の
た
め
、
1
カ
月
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
講
話
内
容

　
・
お
薬
に
つ
い
て
（
服
薬
・
飲
み
合
わ
せ
）

　
・
認
知
症
予
防
（
運
動
・
栄
養
）

　
・
食
中
毒
や
熱
中
症
予
防
、
感
染
予
防

　
・
歯
み
が
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

　
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
（
減
塩
）

　
・
健
康
診
査
の
結
果
の
見
方
　
　
な
ど

●問
す
こ
や
か
館

　
　
☎
（
65
）
７
５
１
５

　
　
☎
（
78
）
７
１
７
１

　
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

年
金
受
給
者
へ
の
支
援
お
よ
び
高
齢
者
世
帯

の
所
得
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
、
個
人
消
費

の
下
支
え
を
す
る
観
点
か
ら
「
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向

け
）
」
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
き
ま
し

て
は
、
4
月
末
に
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い

人
は
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

■
提
出
場
所
　
福
祉
保
健
介
護
課
福
祉
係

■
申
請
期
限
　
8
月
31
日
㊌

●問
福
祉
保
健
介
護
課
　
福
祉
係

　
　
☎
（
78
）
３
１
３
５

保
健
・
子
育
て
情
報

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証

（
保
険
証
）
を
郵
送
し
ま
す

毎
年
１
回
は
歯
科
口
腔
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
に
つ
い
て

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り

影
響
を
受
け
た
お
子
さ
ん
が

い
る
家
族
の
皆
さ
ん
へ

長洲町食生活改善推進員協議会

簡単クッキング
トマトと玉ねぎのごま酢かけ

『ながすクッキング教室』を
開催します（毎月第３金曜日）

※事前申し込みが必要です　男性も大歓迎です!!

■日　時　７月15日㊎
　　　　　午前９時30分～午後１時
■場　所　すこやか館　調理室
■内　容　『暑さに負けない！
　　　　　夏バテ防止メニュー』
■献　立　豚ヒレ肉の甘酢かけ、
　　　　　トマトと玉ねぎのごま酢かけ、
　　　　　枝豆のあずま煮、七夕汁
■持ってくるもの　 エプロン、三角巾、スリッパ、
　　　　　　　　　米半合、ふきん2枚
■参加費　500円
■締切日　７月８日㊎
■定　員　 35人（定員に達した場合は申し込

みを閉め切ります。）
●申・●問　すこやか館（☎65-7515・78-7171）

１人分の栄養価
エネルギー 42 kcal

作り方
① トマトはくし切りに、玉ねぎは薄切りにする。青じそは千切りにし
て、水にさらし、水気を切る。

②器に①を盛り合わせ、Aの材料を合わせてかける。

　※ 玉ねぎは薄く切った後、少し水にさらしておくと辛みがなくなり
食べやすくなります！

Nagasu  Health

材料（４人分）
トマト………………………… 2個
玉ねぎ……………………… 1/2個
青じそ………………………2～4枚
　　すり白ごま………… 小さじ２
　　みりん……………… 小さじ２
　　しょうゆ…大さじ1と小さじ1
　　酢…………大さじ1と小さじ1

熱中症にご用心!!

熱中症が疑われる人を見かけたら
１　涼しい場所へ
　 　エアコンが効いている室内や風通しのよい日陰など、涼しい場
所へ避難しましょう
２　体を冷やしましょう
　 　衣服をゆるめ、体を冷やしましょう
　 　※特に、首の回り、腋の下、足の付け根などを冷やすと効果的
です。
３　水分補給
　 　水分・塩分、経口補水液（水に食塩とブドウ糖をとかしたも
の）、スポーツドリンクなどを飲むようにしましょう。

自分で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びま
しょう！

熱中症　チェック表
該当する項目はあれば、要注意です！
□意識がはっきりしない
□体のだるさ、力が入りにくい
□普段より考えがまとまらない
□頭痛
□はきけ、はく（もどす）
□めまい
□立ちくらみ
□生あくび
□大量の汗
□筋肉痛
□こむら返り
□おしっこの回数や量が減った

A

　これからますます暑くなると熱中症になるおそれがでてきます。
　乳幼児や成人は屋外で、65歳以上の高齢者は屋内（その半数以上が自宅）
で熱中症にかかりやすいといわれています。
　そこで、熱中症のチェック表と、熱中症が疑われる人を見かけた時の対応をご紹介します。

●問 すこやか館　☎65-7515・☎78-7171



はじめての
ハッピーバースデー

Ha� y Bi� hday

掲載募集中！
初めての誕生日の記念に、

広報ながすに掲載しませんか。
掲載を希望する人は、写真と

コメントを添えてまちづくり課まで
お申し込みください（60文字まで）

●問 まちづくり課☎ 78-3239

（平成 28年５月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性 保護者名 行政区

4.25 上田　莉
りりあ
愛 女 辰也 向野北

4.30 能見　瞳
とうこ
子 女 祐介 向野北

5．4 宮田愛
あ ね ら
音來 女 将成 平原

5.14 馬渕　嘉
よしと
人 男 政徳 腹赤

5.17 福田彩
あ か ね
花音 女 了樹 東荒神

5.19 岡　　希
きすけ
翼 男 勇貴 向野北

5.23 塚本　桃
ももか
花 女 慎太郎 下東

5.25 幸田陽
ひ な た
菜詩 女 泰一 東荒神

5.26 西島　希
き ほ
歩 女 祥一朗 東荒神

5.26 志賀　　渚
なぎさ

女 伸幸 梅田

ながすのたからもの
７月・８月の行事
子 育 て 情 報

Nagasu  Health

強い歯で何でもかめる元気な子!
これからもむし歯ゼロで過ごしましょう！

子育て支援センター すこやか館　Information

●申・●問　子育て支援センター（☎78-4100） ●申・●問 すこやか館（☎65-7515・☎78-7171）

●申・●問　子育て支援センター（☎78-4100）

■日　時　毎週火曜日　午前11時～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子

ごきげんタイム（手遊びや折り紙・読み聞かせ etc）

■日　時　７月11日㊊　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子　12組
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
■持参品　水分補給用の飲料、動きやすい服装
■申込期限　７月４日㊊

リトミック　※事前申込が必要です

■日　時　７月22日㊎　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　１歳の誕生日を迎える幼児とその保護者
※対象者には、事前に案内文を送付します。

１歳の誕生会

■日　時　７月７日㊍　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子

７月にこにこサロン「七夕」

■日　時　８月４日㊍　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子

８月にこにこサロン「水遊び」

■日　時　７月20日㊌　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　１歳未満の乳児とその保護者
■持参品　バスタオル１枚
■申込期限　７月18日㊊

ベビーマッサージ　※事前申込が必要です

■日　時　８月19日㊎　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子・町内小学生
■上映演目　ピノキオ
■申込期間　７月29日㊎～８月15日㊊

人形劇鑑賞会

◎場所はいずれもすこやか館

妊娠が分かったら、できるだけ早く妊娠届を提出し、
母子健康手帳の交付をうけましょう。
県では、妊娠11週以内での届出を勧めています。

■日　時　７月７日㊍と21日㊍
　　　　　午前10時～11時30分
　　　　　（9時 50分までにお越しください。）

※ ミニ母親学級を行いますので、妊婦さん本人がお越し
ください。パートナーも同伴できます。

持参するもの
◎妊婦さん本人が届出る場合
　① 妊娠証明書（産科医療機関からもらっている場合）
　② 個人番号通知カード（または個人番号カード）
　③ 妊婦の本人確認ができるもの（運転免許証など）
※ 筆記用具、電卓、出産の経験のある人は上のお子さん
の母子健康手帳をご持参ください。
◎ 代理人（婚姻中の夫またはどちらかの父母のみ）が届
出る場合には事前にすこやか館にご連絡ください。
◎ お勤めなどで都合が悪い場合は、指定日以外での交付
も可能ですので、事前にご相談ください。

★母子健康手帳の交付・ミニ母親学級

12日㊋ ７カ月児健診
 （対象　平成27年11月生まれ）
14日㊍ ３歳児健診
 （対象　平成24年12月～平成25年１月生まれ）
22日㊎ ３カ月児健診
 （対象　平成28年３月生まれ）
※対象の人には１カ月前までに通知します。

★７月の乳幼児健診

★２カ月児あかちゃんひろば（平成28年５月生）
■日　時　７月27日㊌　午前10時30分～正午

★すこやかひろば
子育てや離乳食のことなど、お話をしに来ませんか。
７月12日㊋・22日㊎　午前10時～11時30分

◎事前申込が必要です

■日　時　７月21日㊍　午前10時30分～ 11時30分
■場　所　町中央公民館　教養文化室
■対象者　未就園児の親子
■定　員　 15人　定員になり次第締め切ります。

ママ力アップ

☆遊びに来ませんか !? ☆
子育て支援センターでは、子どもの身長・体重の測定がいつ
でもできます。
気軽に、測定しに遊びに来てください。
わからないことがあれば、職員までお尋ねください。

子育てサークル「でてこんね～」
榮　美

み さ き

咲ちゃん
（下東）

青笹　大
た い き

輝くん
（向野）

下田　輝
こ う あ

空くん
（下東）

田中　愛
ま な み

美ちゃん
（平原）

村上　瑚
こ こ

々ちゃん
（建浜）

松永　愛
あ い り

里ちゃん
（清源寺）

髙本　大
や ま と

和くん

（向野北）

川田時
と き た ろ う

太郎くん

（腹赤）

５月12日㊍におこなった３歳児健康診査の
歯科健診で、むし歯がなかった子どもたち
を紹介します。

■内　容　アロマクラフト作り
　　　　　 （虫除けスプレー・ホテリ止め、バスソルトなど）
■持参品　お子さんの飲み物、タオル
■材料費　600円
■申込期限　 ７月15日㊎

梅本　小
さ な
愛ちゃん 伊藤　暖

はるま
真くん田上結

ゆ の か
乃夏ちゃん古賀　守

まもる
くん 前畑　佑

ゆうや
弥くん

平成27年5月25日（上沖洲）
パパ 昌史さん
ママ 洋美さん
♡パパとママから
さなチャン

お誕生日おめでとう♡
さなチャンの

笑った顔がパパも
ママも大好きです♡

これからもお兄ちゃんと仲良
く笑顔の可愛い優しい女の子

でいてね♡

平成27年７月29日（腹赤新町）
パパ 智　博さん
ママ めぐみさん
♡パパとママから

はるま、１才のお誕生日
おめでとう♡

君の笑顔は最高の癒しです。
甘えん坊のはるま

これからもすくすく元気に
育ってね。

平成27年７月１日（腹赤新町）
パパ 将太朗さん
ママ 麻　美さん
♡パパとママから

お兄ちゃんが大好きな
結乃夏♡

これからも仲良し兄弟で
いっぱい遊んで大きく

なってね !!

平成27年6月26日（向野北）
パパ   武 さん
ママ 春菜さん
♡パパとママから

よく食べてよく寝てよく笑う
守くん

お誕生日おめでとう！
大好きなお兄ちゃんとずっと

仲良しでいてね♡

平成27年７月１日（宮ノ町）
パパ 卓哉さん
ママ 諭佳さん
♡パパとママから

佑弥
生まれてきてくれて
ありがとう

１歳になったね♡
思いやりのある心優しい

元気で明るい
Bigな男になろう！



はじめての
ハッピーバースデー

Ha� y Bi� hday

掲載募集中！
初めての誕生日の記念に、

広報ながすに掲載しませんか。
掲載を希望する人は、写真と

コメントを添えてまちづくり課まで
お申し込みください（60文字まで）

●問 まちづくり課☎ 78-3239

（平成 28年５月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性 保護者名 行政区

4.25 上田　莉
りりあ
愛 女 辰也 向野北

4.30 能見　瞳
とうこ
子 女 祐介 向野北

5．4 宮田愛
あ ね ら
音來 女 将成 平原

5.14 馬渕　嘉
よしと
人 男 政徳 腹赤

5.17 福田彩
あ か ね
花音 女 了樹 東荒神

5.19 岡　　希
きすけ
翼 男 勇貴 向野北

5.23 塚本　桃
ももか
花 女 慎太郎 下東

5.25 幸田陽
ひ な た
菜詩 女 泰一 東荒神

5.26 西島　希
き ほ
歩 女 祥一朗 東荒神

5.26 志賀　　渚
なぎさ

女 伸幸 梅田

ながすのたからもの
７月・８月の行事
子 育 て 情 報

Nagasu  Health

強い歯で何でもかめる元気な子!
これからもむし歯ゼロで過ごしましょう！

子育て支援センター すこやか館　Information

●申・●問　子育て支援センター（☎78-4100） ●申・●問 すこやか館（☎65-7515・☎78-7171）

●申・●問　子育て支援センター（☎78-4100）

■日　時　毎週火曜日　午前11時～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子

ごきげんタイム（手遊びや折り紙・読み聞かせ etc）

■日　時　７月11日㊊　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子　12組
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
■持参品　水分補給用の飲料、動きやすい服装
■申込期限　７月４日㊊

リトミック　※事前申込が必要です

■日　時　７月22日㊎　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　１歳の誕生日を迎える幼児とその保護者
※対象者には、事前に案内文を送付します。

１歳の誕生会

■日　時　７月７日㊍　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子

７月にこにこサロン「七夕」

■日　時　８月４日㊍　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子

８月にこにこサロン「水遊び」

■日　時　７月20日㊌　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　１歳未満の乳児とその保護者
■持参品　バスタオル１枚
■申込期限　７月18日㊊

ベビーマッサージ　※事前申込が必要です

■日　時　８月19日㊎　午前10時30分～
■場　所　子育て支援センター
■対象者　未就学児親子・町内小学生
■上映演目　ピノキオ
■申込期間　７月29日㊎～８月15日㊊

人形劇鑑賞会

◎場所はいずれもすこやか館

妊娠が分かったら、できるだけ早く妊娠届を提出し、
母子健康手帳の交付をうけましょう。
県では、妊娠11週以内での届出を勧めています。

■日　時　７月７日㊍と21日㊍
　　　　　午前10時～11時30分
　　　　　（9時 50分までにお越しください。）

※ ミニ母親学級を行いますので、妊婦さん本人がお越し
ください。パートナーも同伴できます。

持参するもの
◎妊婦さん本人が届出る場合
　① 妊娠証明書（産科医療機関からもらっている場合）
　② 個人番号通知カード（または個人番号カード）
　③ 妊婦の本人確認ができるもの（運転免許証など）
※ 筆記用具、電卓、出産の経験のある人は上のお子さん
の母子健康手帳をご持参ください。
◎ 代理人（婚姻中の夫またはどちらかの父母のみ）が届
出る場合には事前にすこやか館にご連絡ください。
◎ お勤めなどで都合が悪い場合は、指定日以外での交付
も可能ですので、事前にご相談ください。

★母子健康手帳の交付・ミニ母親学級

12日㊋ ７カ月児健診
 （対象　平成27年11月生まれ）
14日㊍ ３歳児健診
 （対象　平成24年12月～平成25年１月生まれ）
22日㊎ ３カ月児健診
 （対象　平成28年３月生まれ）
※対象の人には１カ月前までに通知します。

★７月の乳幼児健診

★２カ月児あかちゃんひろば（平成28年５月生）
■日　時　７月27日㊌　午前10時30分～正午

★すこやかひろば
子育てや離乳食のことなど、お話をしに来ませんか。
７月12日㊋・22日㊎　午前10時～11時30分

◎事前申込が必要です

■日　時　７月21日㊍　午前10時30分～ 11時30分
■場　所　町中央公民館　教養文化室
■対象者　未就園児の親子
■定　員　 15人　定員になり次第締め切ります。

ママ力アップ

☆遊びに来ませんか !? ☆
子育て支援センターでは、子どもの身長・体重の測定がいつ
でもできます。
気軽に、測定しに遊びに来てください。
わからないことがあれば、職員までお尋ねください。

子育てサークル「でてこんね～」
榮　美

み さ き

咲ちゃん
（下東）

青笹　大
た い き

輝くん
（向野）

下田　輝
こ う あ

空くん
（下東）

田中　愛
ま な み

美ちゃん
（平原）

村上　瑚
こ こ

々ちゃん
（建浜）

松永　愛
あ い り

里ちゃん
（清源寺）

髙本　大
や ま と

和くん

（向野北）

川田時
と き た ろ う

太郎くん

（腹赤）

５月12日㊍におこなった３歳児健康診査の
歯科健診で、むし歯がなかった子どもたち
を紹介します。

■内　容　アロマクラフト作り
　　　　　 （虫除けスプレー・ホテリ止め、バスソルトなど）
■持参品　お子さんの飲み物、タオル
■材料費　600円
■申込期限　 ７月15日㊎

梅本　小
さ な
愛ちゃん 伊藤　暖

はるま
真くん田上結

ゆ の か
乃夏ちゃん古賀　守

まもる
くん 前畑　佑

ゆうや
弥くん

平成27年5月25日（上沖洲）
パパ 昌史さん
ママ 洋美さん
♡パパとママから
さなチャン

お誕生日おめでとう♡
さなチャンの

笑った顔がパパも
ママも大好きです♡

これからもお兄ちゃんと仲良
く笑顔の可愛い優しい女の子

でいてね♡

平成27年７月29日（腹赤新町）
パパ 智　博さん
ママ めぐみさん
♡パパとママから

はるま、１才のお誕生日
おめでとう♡

君の笑顔は最高の癒しです。
甘えん坊のはるま

これからもすくすく元気に
育ってね。

平成27年７月１日（腹赤新町）
パパ 将太朗さん
ママ 麻　美さん
♡パパとママから

お兄ちゃんが大好きな
結乃夏♡

これからも仲良し兄弟で
いっぱい遊んで大きく

なってね !!

平成27年6月26日（向野北）
パパ   武 さん
ママ 春菜さん
♡パパとママから

よく食べてよく寝てよく笑う
守くん

お誕生日おめでとう！
大好きなお兄ちゃんとずっと

仲良しでいてね♡

平成27年７月１日（宮ノ町）
パパ 卓哉さん
ママ 諭佳さん
♡パパとママから

佑弥
生まれてきてくれて
ありがとう

１歳になったね♡
思いやりのある心優しい

元気で明るい
Bigな男になろう！



▶みんなの広場

腹栄中学校

長洲中学校

生徒総会
　～誰もが気持ちよく過ごせる腹栄中にするために～

　５月22日に第63回長洲中学校体育大会が開催されました。当日
は、多くのご来賓、保護者、地域の皆様のご声援の下、３年生の
リーダーを中心に一致団結した取組を披露しました。

　体育大会を終えての感想
　○赤団団長　　　丸林　海斗
　 　僕は団長をして、集団をまとめる大切さを学びました。一人
でも違うことをしていたら次の行動に入ることができません。
練習が始まったころは、声も小さく、指示が通りませんでし
た。日が経つにつれ、声が大きくなり、団のまとまりも感じる
ようになりました。本番では、優勝旗を取ることができてとて
も嬉しかったです。

　○白団団長　　　長谷川　遼
　 　私は体育大会を通して、みんなと一つの目標に向かって頑張
ることの大切さに気付くことができました。「大きな声で反応
早く返事、素早い行動」をモットーに全員が一丸となって頑張
りました。本番では、今までで一番良い演技ができたし、応援
も赤団に負けないくらい大きな声を出して楽しくできました。
今まで先生方や保護者の皆様、地域の方々のご協力のおかげで
体育大会を開催することができました。ありがとうございまし
た。

▲赤団の演舞

▲生徒会長あいさつ

▲白団の演舞

▲クラスから意見発表

　去る６月13日に、腹栄中学校生徒総会が行われました。
　生徒会長の佐々木君のあいさつから議事に入り、生徒会の活動
に対しての説明と質疑応答が行われました。その後、「誰もが気
持ちよく過ごせる腹栄中にするために」をテーマとした意見交
換がありました。事前にクラスで出し合った意見をそれぞれ発表
し、議長である佐藤さんの進行で協議をしていきました。様々な
視点から活発な意見交換があり、よりよい腹栄中学校が築かれる
予感をさせる生徒総会となりました。内容には、授業での集中、
仲間づくり、潤いある環境づくり、新たな行事の提案等がありま
した。
　今年度腹栄中学校は、学校教育目標の柱に「授業改革」「環境
改革」「生徒会活動の充実」の３つを掲げています。さらに生徒
会活動が充実するように、この生徒総会での提案を具体化してい
きたいと思います。

今月の納期

休日在宅医
月　日 医療機関名 ☎

７月３日㊐ 本田医院（玉名市岱明町大野下） 57-0012

７月10日㊐ 西山クリニック（腹赤） 78-7811

７月17日㊐ いまおかクリニック（古城） 78-3410

７月18日㊊ 坂田内科医院（玉名市岱明町高道） 66-8600

７月24日㊐ ながすクリニック（上町） 78-0527

７月31日㊐ 棚瀬医院（玉名市岱明町高道） 57-0103

８月７日㊐ 多田隈内科医院（向野） 78-3011

小児救急　夜間・休日診療
○月～土　午後７時～10時
　玉名地域保健医療センター（☎72-5111）
○日・祝　午前10時～午後10時
　公立玉名中央病院（☎73-5000）

公共施設電話番号
■役場･･････････････････････････････････････ ☎ 78-3111（代）
■ふれあいセンター（中央児童館 ･子育て支援センター） ☎ 78-4100
■中央公民館（生涯学習課） ･････････････････････ ☎ 78-0053
■水道課（浄化センター）････････････････････････ ☎ 78-0126
■下水道課（浄化センター）･･････････････････････ ☎ 78-3515
■すこやか館（保健センター）･･････････☎ 65-7515・78-7171
■総合スポーツセンター･･････････････････････ ☎ 78-4777
■室内温水プール････････････････････････････ ☎ 78-6446
■健康福祉センター･･････････････････････････ ☎ 78-1037
■社会福祉協議会････････････････････････････ ☎ 78-1440
■シルバー人材センター･･････････････････････ ☎ 78-4642
■町民研修センター･･････････････････････････ ☎ 78-5226
■地域福祉センター･･････････････････････････ ☎ 78-2377
■障がい者虐待防止センター･･････････････････ ☎ 78-3811
■地域包括支援センター･･････････････････････ ☎ 78-3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）（有明広域行政事務組合） ☎ 78-4433
■ながす未来館･･････････････････････････････ ☎ 69-2005
■長洲町図書館･･････････････････････････････ ☎ 69-2060
■地域情報センター･･････････････････････････ ☎ 69-2061
■金魚と鯉の郷広場･･････････････････････････ ☎ 78-3866

編集後記 ※医院の都合で変更することがあります。
　（☎73-6000）でお確かめください。
※診療時間は　午前９時～午後５時です。
　小児科の夜間救急診療は、災害情報指令センター（☎69-1760）または
　公立玉名中央病院救急センター（☎73-5000）へお問い合わせください。

ぼくの夢
　わたしの夢
　私の将来の夢は、英語の先生になることで

す。きっかけは、テレビを見ていたときに英語

を話している人を見てかっこいいなと思ったの

がきっかけです。

　好きな教科は、音楽です。合唱コンクールな

どではピアノを担当します。

　５年生になって頑張っていることは、地域の

人に大きな声であいさつをすることと、登校班

の班長をしているので事故のないように注意し

ながら登校をしていることです。

　今年は、上級生となるので英語の勉強と下級

生の面倒を見ることを頑張っていきたいです。

今
月
の
題
字

長
洲
小
学
校
　
５
年
　
永
田
成な
る

穂ほ
さ
ん
（
松
原
）

－７月分 －
国民健康保険税１期・介護保険料１期・後期高齢者医療保険料１期・
町営住宅使用料・し尿汲取手数料・上下水道使用料・下水道受益者負担金１期

納期限・口座振替日　８月１日㊊
（※上下水道使用料については、口座振替日が７月20日㊌となります）

※口座振替をご利用の人は、入金の確認をお願いします。
※納期限を過ぎると、督促手数料が加算され、延滞金が発生する場合があります。

　ついに梅雨に入り雨の日が多くなってきました。雨の季節はジ
メジメしますし、外出することもできないので本当に苦手です。
実は私の誕生日は 6月で、今年で早いもので33歳になりました。
これといった目標は立てていませんが、「何事にも前向きに頑張っ
ていきたい」と考えています。
　先月、ソフトボールの大会に出場しました。練習を全くしてい
なかったこともあり、結果は負けてしまいましたが、あと一歩と
いうところでした。何事にも負けるということは悔しいものです
ね。今度の大会では優勝できるように練習していきたいです。（貴）
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ぼくの夢
　わたしの夢
　私の将来の夢は、英語の先生になることで

す。きっかけは、テレビを見ていたときに英語

を話している人を見てかっこいいなと思ったの

がきっかけです。

　好きな教科は、音楽です。合唱コンクールな

どではピアノを担当します。

　５年生になって頑張っていることは、地域の

人に大きな声であいさつをすることと、登校班

の班長をしているので事故のないように注意し

ながら登校をしていることです。
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町営住宅使用料・し尿汲取手数料・上下水道使用料・下水道受益者負担金１期

納期限・口座振替日　８月１日㊊
（※上下水道使用料については、口座振替日が７月20日㊌となります）

※口座振替をご利用の人は、入金の確認をお願いします。
※納期限を過ぎると、督促手数料が加算され、延滞金が発生する場合があります。
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メジメしますし、外出することもできないので本当に苦手です。
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いうところでした。何事にも負けるということは悔しいものです
ね。今度の大会では優勝できるように練習していきたいです。（貴）
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ごあいさつ

教育委員の紹介

「ふるさとを愛し、夢をもって
未来を切り拓くひとづくり」

～　子どもを真ん中に　～
教育長　松本　曻

長洲町教育委員会は、教育大綱に「ふるさとを愛し、夢を持って未来を切り開くひとづくり　～子ども
を真ん中に～」を掲げ、小学校・中学校と力を合わせながら町の学校教育の充実を図ります。
「ふるさと」を学ぶ機会を充実させ、ふるさと長洲の自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を
持った長洲っ子を育ててまいります。
社会教育につきましては、町民の皆様が心豊かな人生を送ることができるように、学習機会の提供や芸
術・文化活動の活性化のために支援してまいります。
また、家庭教育・就学前教育につきましては、基本的生活習慣や豊かな感性などを身につけた幼児の育
成のために幼稚園・保育所と連携し、教育・保育の充実に努めます。
長洲町教育委員会は、以下の項目に力を入れ、長洲町の教育の充実・発展を目指します。
町民の皆様には、ご理解とご支援を引き続きお願いいたします。

（１）学校教育
①　小学校において造船所などの見学を行うことで、長洲ふるさと学習をすすめます。
②　長洲ふるさと塾を実施し、ふるさとの良さについて学ぶ機会を提供します。
③　ながす寺子屋学習塾を実施し、学力のさらなる向上を目指します。
④　熊本版コミュニティ・スクールを推進します。
⑤　必読書の選定や町図書館との連携で、読書活動日本一運動をさらに推進します。
⑥　ＡＬＴ（外国語指導助手）を活用し、外国語教育の充実を図ります。
（２）社会教育
①　総合型地域スポーツクラブ「にこにこクラブ」の活性化を図ります。
②　ながす未来館を文化と芸能の拠点とし、文化の振興に努めます。
③　文化財や郷土芸能の保護と継承に努めます。
（３）家庭教育・就学前教育
　　ＰＴＡと連携し、家庭学習の充実及び携帯電話やスマートフォンの利用ルールの徹底に努めます。

1年 2年 3年 4年 5年 6年 男 女 合計
35 29 38 48 44 31 121 104 225
31 38 33 35 29 33 94 105 199
33 42 46 47 51 43 149 113 262
16 11 11 15 12 16 43 38 81
63 76 74 104 109 213
54

学校名
六栄小学校
腹赤小学校
長洲小学校
清里小学校
腹栄中学校
長洲中学校 58 63 85 90 175

教育長職務代理者
　大山　司朗
　長洲町教育大綱に挙げられて
いる「目指す姿」に「社会を生
き抜く力を備えた人」とありま
す。そのためには、「耐える

力」「頑張る力」も重要な要素であると思います。
これらは過保護からは生まれません。子どもの欲し
がるものを安易に買い与えすぎる等、見聞きするこ
とがありますが、子どもには適度の試練・鍛錬が必
要ではないでしょうか！

教育委員
　木下　信博
　学校が抱える課題は複雑化・困
難化している状況です。また、学
校と地域の連携・協働の重要性が
指摘され、これからの厳しい時代

を生き抜く力の育成や地域から信頼される学校づく
り、社会的な教育基盤の構築等が求められています。
未来を創り出す子どもたちの学びと成長のために、学
校・地域・保護者一人ひとりが教育の当事者となり、
町民総がかりで教育の実現を図って参りましょう。

教育委員
　田中　伏美
　教育委員となり半年が経ち、私の
幼少の頃とはそれぞれの抱える課
題も違い、多様化しているのを実感
します。しかし、子どもたちの前に

広がる世界は変わらず等しく、広いものです。そこへ踏
み出すための、安心で充実した教育環境には、今後も地
域力が不可欠だと感じます。日頃の皆様のご協力に感謝
し、「地域とともにある学校」となるよう努めて参りま
す。保護者目線を忘れずに、より多くのご意見をお聞きし
ていきます。

教育委員
　隈部　壽明
　今年度より、新たに教育委員に
就任いたしました。現在は腹赤の
安正寺で住職をしております。学
校卒業後ＩＴ企業に就職し、企業

内の人財育成（人は材でなく財産）に携わってきた中
で、すべてのことに先んじて人財育成が最も重要であ
ると感じております。特に子どもの教育においては
「保護者の教育意識」が重要であると考え、子どもと
保護者一体の教育に貢献できればと思っております。

中学校の紹介

教育目標
　～笑顔追求（腹栄中大好き）～

今年の取組
本年度も新入生63名を迎え、全校生徒213名が自ら

の夢や希望の実現に向けて、挑戦し続けることのでき
る学校作りをめざします。
特に３年生を学校のリーダーとし、「縦割り」と

「協働」を大切にした教育活動に取り組み、生徒と教
職員が一体となって腹栄中の新たな伝統を作ります。
さらに、「授業改革」「環境改革」「生徒会活動の

充実」を通して生徒の自尊感情を高め、腹栄中生とし
てのスクールプライドを育成します。

教育目標
　心身ともに健康で互いに高めあう生徒の育成

今年の取組
全校生徒176名の一人ひとりが、自らの夢や希望に

向かって全力で挑戦するとともに、互いの思いを大切
にする学校（みんなが「来たい」と思う学校・みんな
が「期待」する学校・みんなを「鍛える」学校」）作り
のために、全職員が一致団結して頑張ります。
また、生徒会は『「雲外蒼天～「あそふじへ」その

一歩が道となる～』をスローガンに、これまでの伝統
を引き継ぎつつ、長洲中全体がよりよい方向へと進む
よう頑張っています。
長洲中生が互いに高め合う教育活動を実践します。

校長
髙木　　徹
教頭
平島　勇人

長洲中学校
校長
福島英士郎
教頭
牧山　純一

腹栄中学校
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る学校作りをめざします。
特に３年生を学校のリーダーとし、「縦割り」と

「協働」を大切にした教育活動に取り組み、生徒と教
職員が一体となって腹栄中の新たな伝統を作ります。
さらに、「授業改革」「環境改革」「生徒会活動の

充実」を通して生徒の自尊感情を高め、腹栄中生とし
てのスクールプライドを育成します。

教育目標
　心身ともに健康で互いに高めあう生徒の育成

今年の取組
全校生徒176名の一人ひとりが、自らの夢や希望に

向かって全力で挑戦するとともに、互いの思いを大切
にする学校（みんなが「来たい」と思う学校・みんな
が「期待」する学校・みんなを「鍛える」学校」）作り
のために、全職員が一致団結して頑張ります。
また、生徒会は『「雲外蒼天～「あそふじへ」その

一歩が道となる～』をスローガンに、これまでの伝統
を引き継ぎつつ、長洲中全体がよりよい方向へと進む
よう頑張っています。
長洲中生が互いに高め合う教育活動を実践します。

校長
髙木　　徹
教頭
平島　勇人

長洲中学校
校長
福島英士郎
教頭
牧山　純一

腹栄中学校
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ごあいさつ

教育委員の紹介

「ふるさとを愛し、夢をもって
未来を切り拓くひとづくり」

～　子どもを真ん中に　～
教育長　松本　曻

長洲町教育委員会は、教育大綱に「ふるさとを愛し、夢を持って未来を切り開くひとづくり　～子ども
を真ん中に～」を掲げ、小学校・中学校と力を合わせながら町の学校教育の充実を図ります。
「ふるさと」を学ぶ機会を充実させ、ふるさと長洲の自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を
持った長洲っ子を育ててまいります。
社会教育につきましては、町民の皆様が心豊かな人生を送ることができるように、学習機会の提供や芸
術・文化活動の活性化のために支援してまいります。
また、家庭教育・就学前教育につきましては、基本的生活習慣や豊かな感性などを身につけた幼児の育
成のために幼稚園・保育所と連携し、教育・保育の充実に努めます。
長洲町教育委員会は、以下の項目に力を入れ、長洲町の教育の充実・発展を目指します。
町民の皆様には、ご理解とご支援を引き続きお願いいたします。

（１）学校教育
①　小学校において造船所などの見学を行うことで、長洲ふるさと学習をすすめます。
②　長洲ふるさと塾を実施し、ふるさとの良さについて学ぶ機会を提供します。
③　ながす寺子屋学習塾を実施し、学力のさらなる向上を目指します。
④　熊本版コミュニティ・スクールを推進します。
⑤　必読書の選定や町図書館との連携で、読書活動日本一運動をさらに推進します。
⑥　ＡＬＴ（外国語指導助手）を活用し、外国語教育の充実を図ります。

（２）社会教育
①　総合型地域スポーツクラブ「にこにこクラブ」の活性化を図ります。
②　ながす未来館を文化と芸能の拠点とし、文化の振興に努めます。
③　文化財や郷土芸能の保護と継承に努めます。
（３）家庭教育・就学前教育
　　ＰＴＡと連携し、家庭学習の充実及び携帯電話やスマートフォンの利用ルールの徹底に努めます。

1年 2年 3年 4年 5年 6年 男 女 合計
35 29 38 48 44 31 121 104 225
31 38 33 35 29 33 94 105 199
33 42 46 47 51 43 149 113 262
16 11 11 15 12 16 43 38 81
63 76 74 104 109 213
54

学校名
六栄小学校
腹赤小学校
長洲小学校
清里小学校
腹栄中学校
長洲中学校 58 63 85 90 175

教育長職務代理者
　大山　司朗
　長洲町教育大綱に挙げられて
いる「目指す姿」に「社会を生
き抜く力を備えた人」とありま
す。そのためには、「耐える

力」「頑張る力」も重要な要素であると思います。
これらは過保護からは生まれません。子どもの欲し
がるものを安易に買い与えすぎる等、見聞きするこ
とがありますが、子どもには適度の試練・鍛錬が必
要ではないでしょうか！

教育委員
　木下　信博
　学校が抱える課題は複雑化・困
難化している状況です。また、学
校と地域の連携・協働の重要性が
指摘され、これからの厳しい時代

を生き抜く力の育成や地域から信頼される学校づく
り、社会的な教育基盤の構築等が求められています。
未来を創り出す子どもたちの学びと成長のために、学
校・地域・保護者一人ひとりが教育の当事者となり、
町民総がかりで教育の実現を図って参りましょう。

教育委員
　田中　伏美
　教育委員となり半年が経ち、私の
幼少の頃とはそれぞれの抱える課
題も違い、多様化しているのを実感
します。しかし、子どもたちの前に

広がる世界は変わらず等しく、広いものです。そこへ踏
み出すための、安心で充実した教育環境には、今後も地
域力が不可欠だと感じます。日頃の皆様のご協力に感謝
し、「地域とともにある学校」となるよう努めて参りま
す。保護者目線を忘れずに、より多くのご意見をお聞きし
ていきます。

教育委員
　隈部　壽明
　今年度より、新たに教育委員に
就任いたしました。現在は腹赤の
安正寺で住職をしております。学
校卒業後ＩＴ企業に就職し、企業

内の人財育成（人は材でなく財産）に携わってきた中
で、すべてのことに先んじて人財育成が最も重要であ
ると感じております。特に子どもの教育においては
「保護者の教育意識」が重要であると考え、子どもと
保護者一体の教育に貢献できればと思っております。

中学校の紹介

教育目標
　～笑顔追求（腹栄中大好き）～

今年の取組
本年度も新入生63名を迎え、全校生徒213名が自ら

の夢や希望の実現に向けて、挑戦し続けることのでき
る学校作りをめざします。
特に３年生を学校のリーダーとし、「縦割り」と

「協働」を大切にした教育活動に取り組み、生徒と教
職員が一体となって腹栄中の新たな伝統を作ります。
さらに、「授業改革」「環境改革」「生徒会活動の

充実」を通して生徒の自尊感情を高め、腹栄中生とし
てのスクールプライドを育成します。

教育目標
　心身ともに健康で互いに高めあう生徒の育成

今年の取組
全校生徒176名の一人ひとりが、自らの夢や希望に

向かって全力で挑戦するとともに、互いの思いを大切
にする学校（みんなが「来たい」と思う学校・みんな
が「期待」する学校・みんなを「鍛える」学校」）作り
のために、全職員が一致団結して頑張ります。
また、生徒会は『「雲外蒼天～「あそふじへ」その

一歩が道となる～』をスローガンに、これまでの伝統
を引き継ぎつつ、長洲中全体がよりよい方向へと進む
よう頑張っています。
長洲中生が互いに高め合う教育活動を実践します。

校長
髙木　　徹
教頭
平島　勇人

長洲中学校
校長
福島英士郎
教頭
牧山　純一

腹栄中学校
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ごあいさつ

教育委員の紹介

「ふるさとを愛し、夢をもって
未来を切り拓くひとづくり」

～　子どもを真ん中に　～
教育長　松本　曻

長洲町教育委員会は、教育大綱に「ふるさとを愛し、夢を持って未来を切り開くひとづくり　～子ども
を真ん中に～」を掲げ、小学校・中学校と力を合わせながら町の学校教育の充実を図ります。
「ふるさと」を学ぶ機会を充実させ、ふるさと長洲の自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を
持った長洲っ子を育ててまいります。
社会教育につきましては、町民の皆様が心豊かな人生を送ることができるように、学習機会の提供や芸
術・文化活動の活性化のために支援してまいります。
また、家庭教育・就学前教育につきましては、基本的生活習慣や豊かな感性などを身につけた幼児の育
成のために幼稚園・保育所と連携し、教育・保育の充実に努めます。
長洲町教育委員会は、以下の項目に力を入れ、長洲町の教育の充実・発展を目指します。
町民の皆様には、ご理解とご支援を引き続きお願いいたします。

（１）学校教育
①　小学校において造船所などの見学を行うことで、長洲ふるさと学習をすすめます。
②　長洲ふるさと塾を実施し、ふるさとの良さについて学ぶ機会を提供します。
③　ながす寺子屋学習塾を実施し、学力のさらなる向上を目指します。
④　熊本版コミュニティ・スクールを推進します。
⑤　必読書の選定や町図書館との連携で、読書活動日本一運動をさらに推進します。
⑥　ＡＬＴ（外国語指導助手）を活用し、外国語教育の充実を図ります。

（２）社会教育
①　総合型地域スポーツクラブ「にこにこクラブ」の活性化を図ります。
②　ながす未来館を文化と芸能の拠点とし、文化の振興に努めます。
③　文化財や郷土芸能の保護と継承に努めます。
（３）家庭教育・就学前教育
　　ＰＴＡと連携し、家庭学習の充実及び携帯電話やスマートフォンの利用ルールの徹底に努めます。

1年 2年 3年 4年 5年 6年 男 女 合計
35 29 38 48 44 31 121 104 225
31 38 33 35 29 33 94 105 199
33 42 46 47 51 43 149 113 262
16 11 11 15 12 16 43 38 81
63 76 74 104 109 213
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六栄小学校
腹赤小学校
長洲小学校
清里小学校
腹栄中学校
長洲中学校 58 63 85 90 175

教育長職務代理者
　大山　司朗
　長洲町教育大綱に挙げられて
いる「目指す姿」に「社会を生
き抜く力を備えた人」とありま
す。そのためには、「耐える

力」「頑張る力」も重要な要素であると思います。
これらは過保護からは生まれません。子どもの欲し
がるものを安易に買い与えすぎる等、見聞きするこ
とがありますが、子どもには適度の試練・鍛錬が必
要ではないでしょうか！

教育委員
　木下　信博
　学校が抱える課題は複雑化・困
難化している状況です。また、学
校と地域の連携・協働の重要性が
指摘され、これからの厳しい時代

を生き抜く力の育成や地域から信頼される学校づく
り、社会的な教育基盤の構築等が求められています。
未来を創り出す子どもたちの学びと成長のために、学
校・地域・保護者一人ひとりが教育の当事者となり、
町民総がかりで教育の実現を図って参りましょう。

教育委員
　田中　伏美
　教育委員となり半年が経ち、私の
幼少の頃とはそれぞれの抱える課
題も違い、多様化しているのを実感
します。しかし、子どもたちの前に

広がる世界は変わらず等しく、広いものです。そこへ踏
み出すための、安心で充実した教育環境には、今後も地
域力が不可欠だと感じます。日頃の皆様のご協力に感謝
し、「地域とともにある学校」となるよう努めて参りま
す。保護者目線を忘れずに、より多くのご意見をお聞きし
ていきます。

教育委員
　隈部　壽明
　今年度より、新たに教育委員に
就任いたしました。現在は腹赤の
安正寺で住職をしております。学
校卒業後ＩＴ企業に就職し、企業

内の人財育成（人は材でなく財産）に携わってきた中
で、すべてのことに先んじて人財育成が最も重要であ
ると感じております。特に子どもの教育においては
「保護者の教育意識」が重要であると考え、子どもと
保護者一体の教育に貢献できればと思っております。

中学校の紹介

教育目標
　～笑顔追求（腹栄中大好き）～

今年の取組
本年度も新入生63名を迎え、全校生徒213名が自ら

の夢や希望の実現に向けて、挑戦し続けることのでき
る学校作りをめざします。
特に３年生を学校のリーダーとし、「縦割り」と

「協働」を大切にした教育活動に取り組み、生徒と教
職員が一体となって腹栄中の新たな伝統を作ります。
さらに、「授業改革」「環境改革」「生徒会活動の

充実」を通して生徒の自尊感情を高め、腹栄中生とし
てのスクールプライドを育成します。

教育目標
　心身ともに健康で互いに高めあう生徒の育成

今年の取組
全校生徒176名の一人ひとりが、自らの夢や希望に

向かって全力で挑戦するとともに、互いの思いを大切
にする学校（みんなが「来たい」と思う学校・みんな
が「期待」する学校・みんなを「鍛える」学校」）作り
のために、全職員が一致団結して頑張ります。
また、生徒会は『「雲外蒼天～「あそふじへ」その

一歩が道となる～』をスローガンに、これまでの伝統
を引き継ぎつつ、長洲中全体がよりよい方向へと進む
よう頑張っています。
長洲中生が互いに高め合う教育活動を実践します。

校長
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教頭
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長洲中学校
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小学校の紹介

教育目標
　夢の実現に向け、「生きる力」を身につけた子ども
の育成
～笑顔あふれ、瞳かがやく、「けやきっ子」の育成～

今年の取組
本年度は新１年生35名を迎え、全児童225名、全職員

19名でスタートしました。今年度のスローガンは、
「TEAM六栄で一歩前進！」です。学校・家庭・地域が
チームとなって、「けやきっ子」（○けじめのある子、○
やるきのある子、○きづきのある子）を育成します。
また、教職員の本務である「子どもと向き合う時間」を
確保するために、授業改革と校務改革を積極的に推進し
ていきます。

教育目標
　自信と誇りに満ち、「生きる力」を身につけた子ど
もの育成

今年の取組
郷土や母校に誇りを持ち、夢をもって未来を切り拓く

子どもを育てるために「学ぶ・つながる・はたらく」喜び
あふれる学校づくりを、全職員一丸となって推進します。
〇学ぶ喜び…主体的・協働的学びを求めた授業づくり学
力向上対策プランの着実な推進  読書活動日本一運動　
外国語活動の充実

〇つながる喜び…児童会、委員会、縦割り班活動の充実
地域でもはずむあいさつ  地域人材の積極的活用

〇はたらく喜び…心をこめた無言掃除　学校行事の充実
校務改革の推進

校長
髙森　秀一
教頭
稲田　尚誠

腹赤小学校

校長
根本まり子
教頭
岩田　秀樹

六栄小学校

教育目標
　豊かな心と確かな学力を身に着け、心身ともにたく
ましく、ふるさとを愛し夢の実現をめざす児童の育成

今年の取組
　「郷土に誇りをもち、夢の実現をめざす児童を育成す
る」「ＣＳ（コミュニティ・スクール）との協働を深め、
喜びあふれる学校づくりを推進する」「校歌の思いを意識
し、学ぶ喜び、つながる喜び、はたらく喜びを実感する児
童の育成を図る」の３点について意識し、子どもたちが実
感する場面をたくさん作っていきます。
○学ぶ喜び　意欲的で、しかも自ら学ぶ主体性があり、そ
して自ら考え行動できること
○つながる喜び　友だちを大切にできる、しかも助け合い・
支え合い・学び合いをしながら課題解決ができること

○はたらく喜び　よく働き汗をかくことに喜びを感じ、郷
土を大切にすること

教育目標
　「豊かな心」を基盤に、「確かな学力」と「健やかな
体」の育成による三位一体の育ちを図り、夢を持って
何事にも挑戦する児童の育成

今年の取組
　「学校の［が］は、頑張る力の［が］　我慢する力の
［が］」を合い言葉に、児童一人一人が持つ「よさ」や
「可能性」の伸長を図り、何事にも最後まであきらめず、
夢を持って挑戦する児童を育てていきます。本校のよき校
風と特色ある教育活動を継承・発展させながら、全職員
が心を一つに日々の教育活動に取り組んでいきます。
○進んで学び、考えを深める子ども
○礼儀正しく、人間性豊かな子ども
○進んで体をきたえる子ども
○最後まで挑戦し、自分を伸ばす子ども

校長
城　　祐治
教頭
井出　尚子

清里小学校

校長
松永　光親
教頭
上村　祐二

長洲小学校
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深

め
、
成
長
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
４
月
の
熊
本

地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
ま
す
。
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長
洲
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長
　藤
末
　保
典

腹
赤
小
学
校

六
栄
小
学
校

清
里
小
学
校

長
洲
小
学
校

長
洲
中
学
校

腹
栄
中
学
校

教
諭中尾

　優作

教
頭稲田

　尚誠

講
師小池

　亮輔

〈
前
列
〉

特
別
支
援
教
育
支
援
員

川
下

　亜矢

養
護
教
諭

金
丸

　孝子

学
校
教
育
推
進
員

宮
村
真
由
美

〈
後
列
〉

教
諭西

　
　宏美

教
諭西山

　五月

教
諭境

　
　勝徳

教
諭伊豫

　憲彦

事
務
職
員

菊
本

　雄仁

校
長髙木

　
　徹

講
師前田

　
　覚

講
師宮本

　咲希

〈
前
列
〉

養
護
教
諭

水
岡
由
紀
恵

教
頭岩田

　秀樹

校
長根本

ま
り
子

教
諭星子

　寛弥

〈
後
列
〉

教
諭水本

　和美

学
校
教
育
推
進
員

武
藤

　美沙

特
別
支
援
教
育
支
援
員

熊
田

　理香

特
別
支
援
教
育
支
援
員

髙
野
恵
美
子

教
諭山口

　好子

〈
前
列
〉

教
諭中山

未
有
希

教
諭小篠

　美幸

教
諭舛田

ひ
ろ
み

〈
後
列
〉

講
師片山

　春美

教
頭上村

　祐二
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

崎
山
ひ
と
み

〈
前
列
〉

教
諭河瀬

は
る
み

学
校
教
育
推
進
員

出
山

　明代

特
別
支
援
教
育
支
援
員

宮
﨑

　寛子

〈
後
列
〉

教
諭山

　理武
和

教
頭牧山

　純一

事
務
職
員

柴
田
章
太
郎

講
師池﨑

　佑太

小学校の紹介

教育目標
　夢の実現に向け、「生きる力」を身につけた子ども
の育成
～笑顔あふれ、瞳かがやく、「けやきっ子」の育成～

今年の取組
本年度は新１年生35名を迎え、全児童225名、全職員

19名でスタートしました。今年度のスローガンは、
「TEAM六栄で一歩前進！」です。学校・家庭・地域が
チームとなって、「けやきっ子」（○けじめのある子、○
やるきのある子、○きづきのある子）を育成します。
また、教職員の本務である「子どもと向き合う時間」を
確保するために、授業改革と校務改革を積極的に推進し
ていきます。

教育目標
　自信と誇りに満ち、「生きる力」を身につけた子ど
もの育成

今年の取組
郷土や母校に誇りを持ち、夢をもって未来を切り拓く

子どもを育てるために「学ぶ・つながる・はたらく」喜び
あふれる学校づくりを、全職員一丸となって推進します。
〇学ぶ喜び…主体的・協働的学びを求めた授業づくり学
力向上対策プランの着実な推進  読書活動日本一運動　
外国語活動の充実

〇つながる喜び…児童会、委員会、縦割り班活動の充実
地域でもはずむあいさつ  地域人材の積極的活用

〇はたらく喜び…心をこめた無言掃除　学校行事の充実
校務改革の推進

校長
髙森　秀一
教頭
稲田　尚誠

腹赤小学校

校長
根本まり子
教頭
岩田　秀樹

六栄小学校

教育目標
　豊かな心と確かな学力を身に着け、心身ともにたく
ましく、ふるさとを愛し夢の実現をめざす児童の育成

今年の取組
　「郷土に誇りをもち、夢の実現をめざす児童を育成す
る」「ＣＳ（コミュニティ・スクール）との協働を深め、
喜びあふれる学校づくりを推進する」「校歌の思いを意識
し、学ぶ喜び、つながる喜び、はたらく喜びを実感する児
童の育成を図る」の３点について意識し、子どもたちが実
感する場面をたくさん作っていきます。
○学ぶ喜び　意欲的で、しかも自ら学ぶ主体性があり、そ
して自ら考え行動できること
○つながる喜び　友だちを大切にできる、しかも助け合い・
支え合い・学び合いをしながら課題解決ができること

○はたらく喜び　よく働き汗をかくことに喜びを感じ、郷
土を大切にすること

教育目標
　「豊かな心」を基盤に、「確かな学力」と「健やかな
体」の育成による三位一体の育ちを図り、夢を持って
何事にも挑戦する児童の育成

今年の取組
　「学校の［が］は、頑張る力の［が］　我慢する力の
［が］」を合い言葉に、児童一人一人が持つ「よさ」や
「可能性」の伸長を図り、何事にも最後まであきらめず、
夢を持って挑戦する児童を育てていきます。本校のよき校
風と特色ある教育活動を継承・発展させながら、全職員
が心を一つに日々の教育活動に取り組んでいきます。
○進んで学び、考えを深める子ども
○礼儀正しく、人間性豊かな子ども
○進んで体をきたえる子ども
○最後まで挑戦し、自分を伸ばす子ども

校長
城　　祐治
教頭
井出　尚子

清里小学校

校長
松永　光親
教頭
上村　祐二

長洲小学校

　今
年
度
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
を
務
め
ま
す
腹
赤

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
藤

末
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
、
子
ど
も
達
の
よ

り
よ
い
環
境
を
作
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
開
花
さ
せ
る
た
め

に
側
面
か
ら
支
援
す
る
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
私
た
ち
保
護
者

も
、
子
育
て
を
通
し
て
、

学
校
や
地
域
と
の
絆
を
深

め
、
成
長
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
４
月
の
熊
本

地
震
で
被
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に
遭
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た
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に
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学
校
法
人

　有明
中
央
学
園

　
　ひま
わ
り
幼
稚
園

学
校
法
人

　松本
学
園

　
　
　長洲
幼
稚
園

「
幼
児
期
か
ら
本
物
を
」

園
長

　菅原

　雅子

　四
月
に
突
如
起
こ
っ
た
熊
本
地

震
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
世
界
に
誇
れ
る
熊
本
の
復

興
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　子
ど
も
達
の
心
の
窓
を
開
け
て

覗
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
二
回

の
大
地
震
そ
し
て
度
重
な
る
余
震

に
身
も
心
も
震
え
上
が
っ
た
事
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
達
は
日
頃
の
教
育
の
中
で
明
る

く
、
前
向
き
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
の
で
、
不

安
に
お
び
え
て
欠
席
す
る
子
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
園
は

被
害
が
な
く
、
子
ど
も
達
は
皆
元

気
に
登
園
し
て
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ

人
講
師
の
フ
ラ
ン
ク
氏
に
よ
る

「
遊
ん
で
触
れ
て
英
語
を
楽
し

む
」
が
人
気
で
す
。
幼
稚
園
・
保

育
園
児
に
遊
び
を
通
し
て
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
中
逸
町
長
の
「
子
ど

も
は
町
の
宝
物
、
無
限
の
可
能
性

を
持
つ
子
ど
も
達
へ
、
将
来
世
界

に
羽
ば
た
く
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
が
子
ど
も
達
に

よ
っ
て
叶
え
ら
れ
る
の
も
、
そ
う

遠
く
な
い
と
信
じ
て
や
み
ま
せ

ん
。
教
職
員
も
感
化
さ
れ
て
英
語

で
会
話
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

達
の
発
音
に
は
お
手
上
げ
で
す
。

　ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
で
は
子
ど
も

達
の
豊
か
な
未
来
を
願
っ
て
、

「
豊
か
な
心
」
を
育
む
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
分
を
大

切
に
す
る
と
同
時
に
他
人
を
思
い

や
る
優
し
い
心
の
育
成
。
ま
た
、

美
し
い
も
の
に
感
動
し
、
常
に
生

き
る
こ
と
の
喜
び
を
知
る
。
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
物
（
水
・
電

気
・
食
べ
物
）
を
大
切
に
す
る
。

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
等
、
日
常
保
育
の

中
で
教
職
員
が
意
図
的
に
実
践

し
て
い
ま
す
。

　私
達
が
今
日
蒔
い
た
種
が

各
々
の
花
を
咲
か
せ
、
熊
本
が
元

気
に
な
り
、
日
本
中
が
美
し
く
、

世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

「
心
豊
か
な
明
る
く
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
」

長
洲
幼
稚
園
園
長

　吉村
シ
ズ
代

　タ
イ
ト
ル
は
本
園
の
教
育
目

標
で
す
。
人
と
し
て
の
基
礎
を
作

る
幼
児
期
に
、
命
の
根
っ
こ
と
な

る
強
い
体
と
豊
か
な
心
、
生
活
や

遊
び
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
本

当
の
賢
さ
優
し
さ
を
持
つ
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生

活
や
遊
び
の
中
で
、
幼
児
な
り
に

「
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
す
る
」

賢
さ
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
は
、
自
ら
育
と
う
と
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

も
の
を
見
る
た
び
、
触
れ
る
た
び

に
目
覚
ま
し
く
成
長
す
る
子
ど
も

た
ち
。
毎
日
が
成
長
の
舞
台
で

す
。
育
む
環
境
で
、
子
ど
も
た
ち

の
明
日
は
変
わ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
私
た
ち
は
子
ど
も
の
育
ち
を
見

据
え
た
教
育
環
境
を
作
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
好
奇
心
旺
盛
な

子
ど
も
た
ち
は
、
積
極
的
に
人
や

物
に
関
わ
り
様
々
な
体
験
を
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
体
験
だ
け
で
な

く
、
難
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
す

る
、
協
力
し
合
う
、
葛
藤
す
る
な

ど
、
心
を
動
か
す
体
験
が
大
き
な

学
び
や
育
ち
を
促
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
成
長
だ
け
で
な
く
行

動
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
心
の
成
長
を

実
感
す
る
こ
の
頃
で
す
。

　今
年
は
長
洲
町
の
支
援
を
受

け
英
語
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
て
英
語
の
フ
ラ
ン
ク
先
生
の
授

業
に
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
体
を
動
か
し
、
覚
え
た
て
の
英

語
を
話
し
て
い
ま
す
。
言
葉
は
わ

か
ら
な
く
て
も
表
情
や
動
き
で
伝

わ
る
の
か
、
大
変
興
味
を
示
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
柔
軟
な
思
考

や
発
想
を
持
つ
幼
児
期
か
ら
異

文
化
や
言
葉
の
違
い
に
触
れ
る
経

験
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
家
庭
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
繋
が
る
力
を

幼
児
期
か
ら
育
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

平成28年度 長洲町の教育
ふるさとを愛し、夢をもって未来を切り拓くひとづくり
　　　 ～子どもを真ん中に～

基本理念

目指す姿

学 校 教 育

家庭教育・就学前教育 社 会 教 育

１　社会を生き抜く力を備えた人　　
２　自己を愛し、他者を大切に思う心を持った人
３　ふるさとの自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を持った人
４　生涯を通じて学び、夢・生きがいを持った人

“認め・ほめ・励まし・伸ばす” 教育行動指標を踏まえた教育の実現を目指して

長洲ふるさと学習 学校支援本部事業
英語教育の充実

ものづくり（木育）の推進
読書活動日本一運動
ながす寺子屋学習塾

「地域とともにある学校」

「確かな学力」の育成 「豊かな心」の育成 「健康・体力」の向上

歯・口の健康づくり
夢の教室

道徳教育の充実
長洲ふるさと塾

学力調査の活用・学校評価の活用
学校・家庭・地域の連携協力

④確かな学力の育成
⑤豊かな心の育成
⑥健康・体力の向上
⑦食育の推進
⑧キャリア教育の推進
⑨環境教育の推進

①家庭教育力の向上
②幼稚園・保育所における教育・保育の充実
③保護者の経済的負担の軽減

くまもと家庭教育１０か条
ながす家庭教育１０か条
早寝早起き朝ごはん
「親の学び」プログラム

英語活動（幼稚園・保育所）

⑭人権教育の推進
⑮生涯学習の推進　
⑯公民館活動の充実
⑰社会教育団体の指導、育成
⑱青少年・青少年団体の健全育成
⑲文化団体の育成と文化事業の充実
⑳社会教育施設の整備等
㉑魅力ある図書館事業の推進
㉒生涯スポーツの推進
㉓社会体育施設の整備等

⑩特別支援教育の推進
⑪開かれた学校づくり
の推進
⑫教育環境の充実
⑬学校、家庭、地域の
連携協力

中学校区３校連携部会

人権尊重の精神をはぐくむ人権教育を推進する
教育基本法　学習指導要領　県の教育方針　熊本県教育振興計画　第２期くまもと「夢への架け橋」教育プラン
義務教育課の取組の方向　人権教育取組の方向　体育保健課取組の方向　社会教育課取組の方向
特別支援教育取組の方向　玉名教育事務所（教育指導の重点・健康教育取組の重点・社会教育取組の重点）
長洲町教育振興基本計画

連携・協力
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　松本
学
園

　
　
　長洲
幼
稚
園

「
幼
児
期
か
ら
本
物
を
」

園
長

　菅原

　雅子

　四
月
に
突
如
起
こ
っ
た
熊
本
地

震
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
世
界
に
誇
れ
る
熊
本
の
復

興
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　子
ど
も
達
の
心
の
窓
を
開
け
て

覗
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
二
回

の
大
地
震
そ
し
て
度
重
な
る
余
震

に
身
も
心
も
震
え
上
が
っ
た
事
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
達
は
日
頃
の
教
育
の
中
で
明
る

く
、
前
向
き
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
の
で
、
不

安
に
お
び
え
て
欠
席
す
る
子
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
園
は

被
害
が
な
く
、
子
ど
も
達
は
皆
元

気
に
登
園
し
て
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ

人
講
師
の
フ
ラ
ン
ク
氏
に
よ
る

「
遊
ん
で
触
れ
て
英
語
を
楽
し

む
」
が
人
気
で
す
。
幼
稚
園
・
保

育
園
児
に
遊
び
を
通
し
て
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
中
逸
町
長
の
「
子
ど

も
は
町
の
宝
物
、
無
限
の
可
能
性

を
持
つ
子
ど
も
達
へ
、
将
来
世
界

に
羽
ば
た
く
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
が
子
ど
も
達
に

よ
っ
て
叶
え
ら
れ
る
の
も
、
そ
う

遠
く
な
い
と
信
じ
て
や
み
ま
せ

ん
。
教
職
員
も
感
化
さ
れ
て
英
語

で
会
話
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

達
の
発
音
に
は
お
手
上
げ
で
す
。

　ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
で
は
子
ど
も

達
の
豊
か
な
未
来
を
願
っ
て
、

「
豊
か
な
心
」
を
育
む
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
分
を
大

切
に
す
る
と
同
時
に
他
人
を
思
い

や
る
優
し
い
心
の
育
成
。
ま
た
、

美
し
い
も
の
に
感
動
し
、
常
に
生

き
る
こ
と
の
喜
び
を
知
る
。
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
物
（
水
・
電

気
・
食
べ
物
）
を
大
切
に
す
る
。

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
等
、
日
常
保
育
の

中
で
教
職
員
が
意
図
的
に
実
践

し
て
い
ま
す
。

　私
達
が
今
日
蒔
い
た
種
が

各
々
の
花
を
咲
か
せ
、
熊
本
が
元

気
に
な
り
、
日
本
中
が
美
し
く
、

世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

「
心
豊
か
な
明
る
く
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
」

長
洲
幼
稚
園
園
長

　吉村
シ
ズ
代

　タ
イ
ト
ル
は
本
園
の
教
育
目

標
で
す
。
人
と
し
て
の
基
礎
を
作

る
幼
児
期
に
、
命
の
根
っ
こ
と
な

る
強
い
体
と
豊
か
な
心
、
生
活
や

遊
び
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
本

当
の
賢
さ
優
し
さ
を
持
つ
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生

活
や
遊
び
の
中
で
、
幼
児
な
り
に

「
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
す
る
」

賢
さ
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
は
、
自
ら
育
と
う
と
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

も
の
を
見
る
た
び
、
触
れ
る
た
び

に
目
覚
ま
し
く
成
長
す
る
子
ど
も

た
ち
。
毎
日
が
成
長
の
舞
台
で

す
。
育
む
環
境
で
、
子
ど
も
た
ち

の
明
日
は
変
わ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
私
た
ち
は
子
ど
も
の
育
ち
を
見

据
え
た
教
育
環
境
を
作
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
好
奇
心
旺
盛
な

子
ど
も
た
ち
は
、
積
極
的
に
人
や

物
に
関
わ
り
様
々
な
体
験
を
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
体
験
だ
け
で
な

く
、
難
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
す

る
、
協
力
し
合
う
、
葛
藤
す
る
な

ど
、
心
を
動
か
す
体
験
が
大
き
な

学
び
や
育
ち
を
促
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
成
長
だ
け
で
な
く
行

動
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
心
の
成
長
を

実
感
す
る
こ
の
頃
で
す
。

　今
年
は
長
洲
町
の
支
援
を
受

け
英
語
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
て
英
語
の
フ
ラ
ン
ク
先
生
の
授

業
に
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
体
を
動
か
し
、
覚
え
た
て
の
英

語
を
話
し
て
い
ま
す
。
言
葉
は
わ

か
ら
な
く
て
も
表
情
や
動
き
で
伝

わ
る
の
か
、
大
変
興
味
を
示
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
柔
軟
な
思
考

や
発
想
を
持
つ
幼
児
期
か
ら
異

文
化
や
言
葉
の
違
い
に
触
れ
る
経

験
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
家
庭
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
繋
が
る
力
を

幼
児
期
か
ら
育
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

平成28年度 長洲町の教育
ふるさとを愛し、夢をもって未来を切り拓くひとづくり
　　　 ～子どもを真ん中に～

基本理念

目指す姿

学 校 教 育

家庭教育・就学前教育 社 会 教 育

１　社会を生き抜く力を備えた人　　
２　自己を愛し、他者を大切に思う心を持った人
３　ふるさとの自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を持った人
４　生涯を通じて学び、夢・生きがいを持った人

“認め・ほめ・励まし・伸ばす” 教育行動指標を踏まえた教育の実現を目指して

長洲ふるさと学習 学校支援本部事業
英語教育の充実

ものづくり（木育）の推進
読書活動日本一運動
ながす寺子屋学習塾

「地域とともにある学校」

「確かな学力」の育成 「豊かな心」の育成 「健康・体力」の向上

歯・口の健康づくり
夢の教室

道徳教育の充実
長洲ふるさと塾

学力調査の活用・学校評価の活用
学校・家庭・地域の連携協力

④確かな学力の育成
⑤豊かな心の育成
⑥健康・体力の向上
⑦食育の推進
⑧キャリア教育の推進
⑨環境教育の推進

①家庭教育力の向上
②幼稚園・保育所における教育・保育の充実
③保護者の経済的負担の軽減

くまもと家庭教育１０か条
ながす家庭教育１０か条
早寝早起き朝ごはん
「親の学び」プログラム

英語活動（幼稚園・保育所）

⑭人権教育の推進
⑮生涯学習の推進　
⑯公民館活動の充実
⑰社会教育団体の指導、育成
⑱青少年・青少年団体の健全育成
⑲文化団体の育成と文化事業の充実
⑳社会教育施設の整備等
㉑魅力ある図書館事業の推進
㉒生涯スポーツの推進
㉓社会体育施設の整備等

⑩特別支援教育の推進
⑪開かれた学校づくり
の推進
⑫教育環境の充実
⑬学校、家庭、地域の
連携協力

中学校区３校連携部会

人権尊重の精神をはぐくむ人権教育を推進する
教育基本法　学習指導要領　県の教育方針　熊本県教育振興計画　第２期くまもと「夢への架け橋」教育プラン
義務教育課の取組の方向　人権教育取組の方向　体育保健課取組の方向　社会教育課取組の方向
特別支援教育取組の方向　玉名教育事務所（教育指導の重点・健康教育取組の重点・社会教育取組の重点）
長洲町教育振興基本計画

連携・協力
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中学校区３校連携部会

人権尊重の精神をはぐくむ人権教育を推進する
教育基本法　学習指導要領　県の教育方針　熊本県教育振興計画　第２期くまもと「夢への架け橋」教育プラン
義務教育課の取組の方向　人権教育取組の方向　体育保健課取組の方向　社会教育課取組の方向
特別支援教育取組の方向　玉名教育事務所（教育指導の重点・健康教育取組の重点・社会教育取組の重点）
長洲町教育振興基本計画
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央
学
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り
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稚
園
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　松本
学
園

　
　
　長洲
幼
稚
園

「
幼
児
期
か
ら
本
物
を
」

園
長

　菅原

　雅子

　四
月
に
突
如
起
こ
っ
た
熊
本
地

震
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
世
界
に
誇
れ
る
熊
本
の
復

興
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　子
ど
も
達
の
心
の
窓
を
開
け
て

覗
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
二
回

の
大
地
震
そ
し
て
度
重
な
る
余
震

に
身
も
心
も
震
え
上
が
っ
た
事
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
達
は
日
頃
の
教
育
の
中
で
明
る

く
、
前
向
き
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
心
を
育
ん
で
い
ま
す
の
で
、
不

安
に
お
び
え
て
欠
席
す
る
子
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
園
は

被
害
が
な
く
、
子
ど
も
達
は
皆
元

気
に
登
園
し
て
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ

人
講
師
の
フ
ラ
ン
ク
氏
に
よ
る

「
遊
ん
で
触
れ
て
英
語
を
楽
し

む
」
が
人
気
で
す
。
幼
稚
園
・
保

育
園
児
に
遊
び
を
通
し
て
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
中
逸
町
長
の
「
子
ど

も
は
町
の
宝
物
、
無
限
の
可
能
性

を
持
つ
子
ど
も
達
へ
、
将
来
世
界

に
羽
ば
た
く
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
願
い
が
子
ど
も
達
に

よ
っ
て
叶
え
ら
れ
る
の
も
、
そ
う

遠
く
な
い
と
信
じ
て
や
み
ま
せ

ん
。
教
職
員
も
感
化
さ
れ
て
英
語

で
会
話
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

達
の
発
音
に
は
お
手
上
げ
で
す
。

　ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
で
は
子
ど
も

達
の
豊
か
な
未
来
を
願
っ
て
、

「
豊
か
な
心
」
を
育
む
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
自
分
を
大

切
に
す
る
と
同
時
に
他
人
を
思
い

や
る
優
し
い
心
の
育
成
。
ま
た
、

美
し
い
も
の
に
感
動
し
、
常
に
生

き
る
こ
と
の
喜
び
を
知
る
。
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
物
（
水
・
電

気
・
食
べ
物
）
を
大
切
に
す
る
。

ル
ー
ル
や
マ
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ー
を
守
り
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
等
、
日
常
保
育
の

中
で
教
職
員
が
意
図
的
に
実
践

し
て
い
ま
す
。

　私
達
が
今
日
蒔
い
た
種
が

各
々
の
花
を
咲
か
せ
、
熊
本
が
元

気
に
な
り
、
日
本
中
が
美
し
く
、

世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

「
心
豊
か
な
明
る
く
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
」

長
洲
幼
稚
園
園
長

　吉村
シ
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代

　タ
イ
ト
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は
本
園
の
教
育
目

標
で
す
。
人
と
し
て
の
基
礎
を
作

る
幼
児
期
に
、
命
の
根
っ
こ
と
な

る
強
い
体
と
豊
か
な
心
、
生
活
や

遊
び
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
本

当
の
賢
さ
優
し
さ
を
持
つ
子
ど
も

の
育
成
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し
て
い
ま
す
。
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や
遊
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の
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で
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に
つ
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ま
す
。
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も
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と
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と
す
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力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
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の
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た
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触
れ
る
た
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ま
し
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子
ど
も

た
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。
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長
の
舞
台
で
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む
環
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で
、
子
ど
も
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。
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た
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す
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ま
す
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楽
し
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け
で
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く
、
難
し
い
こ
と
に
も
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す

る
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協
力
し
合
う
、
葛
藤
す
る
な

ど
、
心
を
動
か
す
体
験
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大
き
な

学
び
や
育
ち
を
促
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
成
長
だ
け
で
な
く
行

動
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
心
の
成
長
を

実
感
す
る
こ
の
頃
で
す
。

　今
年
は
長
洲
町
の
支
援
を
受

け
英
語
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
て
英
語
の
フ
ラ
ン
ク
先
生
の
授

業
に
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
体
を
動
か
し
、
覚
え
た
て
の
英

語
を
話
し
て
い
ま
す
。
言
葉
は
わ
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ら
な
く
て
も
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動
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で
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の
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、
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変
興
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に
な
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ま
し
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。
柔
軟
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考

や
発
想
を
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つ
幼
児
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ら
異

文
化
や
言
葉
の
違
い
に
触
れ
る
経

験
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
家
庭
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
繋
が
る
力
を

幼
児
期
か
ら
育
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
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平成28年度 長洲町の教育
ふるさとを愛し、夢をもって未来を切り拓くひとづくり
　　　 ～子どもを真ん中に～

基本理念

目指す姿

学 校 教 育

家庭教育・就学前教育 社 会 教 育

１　社会を生き抜く力を備えた人　　
２　自己を愛し、他者を大切に思う心を持った人
３　ふるさとの自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を持った人
４　生涯を通じて学び、夢・生きがいを持った人

“認め・ほめ・励まし・伸ばす” 教育行動指標を踏まえた教育の実現を目指して

長洲ふるさと学習 学校支援本部事業
英語教育の充実

ものづくり（木育）の推進
読書活動日本一運動
ながす寺子屋学習塾

「地域とともにある学校」

「確かな学力」の育成 「豊かな心」の育成 「健康・体力」の向上

歯・口の健康づくり
夢の教室

道徳教育の充実
長洲ふるさと塾

学力調査の活用・学校評価の活用
学校・家庭・地域の連携協力

④確かな学力の育成
⑤豊かな心の育成
⑥健康・体力の向上
⑦食育の推進
⑧キャリア教育の推進
⑨環境教育の推進

①家庭教育力の向上
②幼稚園・保育所における教育・保育の充実
③保護者の経済的負担の軽減

くまもと家庭教育１０か条
ながす家庭教育１０か条
早寝早起き朝ごはん
「親の学び」プログラム

英語活動（幼稚園・保育所）

⑭人権教育の推進
⑮生涯学習の推進　
⑯公民館活動の充実
⑰社会教育団体の指導、育成
⑱青少年・青少年団体の健全育成
⑲文化団体の育成と文化事業の充実
⑳社会教育施設の整備等
㉑魅力ある図書館事業の推進
㉒生涯スポーツの推進
㉓社会体育施設の整備等

⑩特別支援教育の推進
⑪開かれた学校づくり
の推進
⑫教育環境の充実
⑬学校、家庭、地域の
連携協力

中学校区３校連携部会

人権尊重の精神をはぐくむ人権教育を推進する
教育基本法　学習指導要領　県の教育方針　熊本県教育振興計画　第２期くまもと「夢への架け橋」教育プラン
義務教育課の取組の方向　人権教育取組の方向　体育保健課取組の方向　社会教育課取組の方向
特別支援教育取組の方向　玉名教育事務所（教育指導の重点・健康教育取組の重点・社会教育取組の重点）
長洲町教育振興基本計画
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学校教育課の紹介生涯学習課の紹介
【就学援助制度】

　経済的理由により就学が困難と認められる児童ま
たは生徒の保護者に対し、教育に係る費用の一部を
援助することにより義務教育の円滑な実施を図る制
度です。
◆援助内容
　各学用品費、学校給食費、修学旅行費、医療費など
◆申請時期
　現在、学校を通じて、申請を受付けています。
　※学期途中の転校者や、諸事情により経済状態が

悪くなった場合は、随時申請を受付けています。

【教育委員会議】
　教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に
関する法律」に基づき、学校教育や文化・スポーツな
どを含む社会教育に関する事務を管理・執行してい
ます。
　また、教育施策を具体化した地域教育計画の主体
として、その組織・運営にあたる地域教育の責任機関
でもあります。

【児童生徒自立支援員】
　児童生徒自立支援員は、町内小中学校を巡回して、
さまざまな悩みや問題を抱えた児童生徒の相談支援
を行っています。また、「子育ての不安」、「発達」、「不
登校」、「しつけ」等の子どもの育ちに関する相談にも
対応していきます。

【JETプログラム～
語学指導を行う外国人青年招致事業】

　地方自治体が総務省、外務省及び文部科学省の協
力の下に実施しているJETプログラムのひとつに
「ALT（外国語指導助手）」があります。ALTは、町内の
小中学校で日本人の先生と一緒に授業を行います。
　さらに、学校生活
以外の様々な場に
おいて地域に溶け
込みながら、子ども
たちとの異文化コ
ミュニケーションを
実践します。

【夢の教室】
　青少年の健全育成のため、平成22年度から日本
サッカー協会に業務委託して、「夢の教室」を実施して
います。現役または元プロスポーツ選手を「夢先生」
として迎え、小学校5年生と中学校2年生を対象に、夢
を持つことの大切さや仲間と協力することの大切さ
など実技と講義を通して子どもたちに伝えています。

【長洲ふるさと塾】
　町内の４つの小学校区の公民館を会場に、海や山
や森など自然豊かな自然を活用し、「学ぶ」「遊ぶ」「育
む」をテーマに、体験型の塾を実施しています。
　地域の大人が講師となり、昔遊びやものづくり、料
理、科学の実験、観察学習など、様々な分野で子ども
たちが楽しめる体験活動を実施します。

【適正就学相談支援事業】
　NPO法人と学校が連携し、不登校などの小中学校
の児童生徒に対して、一人ひとりの状況に応じた支援
を行い、安心して学習できるよう学習環境の体制を
整えます。
　また、相談窓口を設置し、保護者と面談しながら、
児童生徒や家庭の状況の早期の改善を図るととも
に、必要に応じて医療関係機関などへ繋げます。

【学校の施設改修】
　地震対策として、夏休み期間を中心に、小中学校体
育館の非構造部材（照明やバスケットゴール、天井パ
ネルなど）の補強や改修を行います。
　また、小中学校の普通教室に空調設備を導入し、快
適な学習環境の整備に努めます。

社会教育委員会 社会教育法および長洲町社会教育委員条例に基づき、委員6人を配置し、社会教育に関する諸計画の
立案のほか教育委員会に対して、助言を行うなど幅広く活動しています。

ながす未来館運営委員会 ながす未来館条例に基づき、委員8人を配置し、長洲町図書館やながす未来館での事業計画や事業内
容などについて協議を行うとともに、未来館の適正な運営・維持管理に努めています。

スポーツ推進委員
スポーツ基本法に基づき、委員15人を配置し、町体育行事への参加協力のほか、地域へのスポーツ指
導や町のスポーツ事業への指導や助言、スポーツ振興イベントの企画・運営など子どもから高齢者ま
での誰もがスポーツに親しむことができるよう活動しています。

『人権教育推進事業』
　長洲町人権教育推進協議会において、幼稚園・保育所職
員、小中学校児童生徒や保護者、教職員および関係各団
体・企業などの代表者、町民の方を対象に、人権教育研修
会や講演会を開催し、人権教育の意識の高揚を図るととも
に、啓発活動に努めています。

『家庭教育推進事業』
　幼稚園・保育所、小中学校の児
童生徒や保護者、教職員、地域住
民を対象に、世代間に応じた、子育
てや家庭での教育などをテーマに
研修会を開催しています。

『読書啓発活動』
　町図書館の適正な運営と維持
管理をはじめ、魅力ある図書館
資料の充実に努めるとともに小
学生を対象とした町童話発表大
会を開催し、童話に親しみ、読書
意欲の向上を図っています。ま
た、すべての赤ちゃんと保護者
が絵本を通して、心ふれあうひと
ときを持つため、絵本を無料配
布し、読み聞かせの方法やアド
バイスなどを行うブックスタート
事業を行っています。

『放課後子ども教室推進事業』
　町内全小学校で週２回、放課後に空き教室などを活用し、
地域のボランティアや運営スタッフの協力のもと、子どもた
ちの安全・安心な活動拠点として、「スポーツ・文化活動」
「学習活動」などを行い、子どもたちが地域社会の中で、心
豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進しています。

『地域教育コーディネーター育成・活用事業』
　学校からの要望を把握し、協力してくれる地域のボラン
ティアを探して学校を支援する取り組みを行っています。ま
た、学校と地域の橋渡しをしているコーディネーターを育成
するとともに地域ぐるみで子どもたちを育てる地域教育力
の向上に努めています。

『公民館活動』
　中央公民館を拠点に様々なテーマをもとに公民館講座を開催していま
す。小学校校区に設置してある地区公民館では、校区スポーツ大会や見守
り隊活動、防災訓練などを実施しています。また、自治公民館では、趣
味、教養、健康、物づくりなど住民の学習要求に応えるとともにより身近
な生活に即した分野の講座や教室を年間を通じて開催しています。

『生涯スポーツ振興事業』
　町民参加のスポーツ大会である「ソフ
トボール大会」「マラソン大会」「体育
祭」「駅伝大会」などの各種大会を開催
し、スポーツ活動の楽しさと健康増進、
親睦融和を図るとともに、NPO法人長洲
にこにこクラブや総合スポーツセンター
指定管理者(株)サンアメニティと連携し、
様々なスポーツ活動を推進しています。

『競技スポーツの推進』
　町体育協会と連携し、郡民体育祭、玉名駅
伝大会への選手・役員派遣、各種団体が主催
する大会などへの協力を行いながら、町ス
ポーツの競技力向上に努め、スポーツ関係団
体の自主・自立のための支援を図っています。

『文化財保護活動』
　文化財保護委員と連携し、有形・無形の町
指定文化財の適正な保護と管理に努め、保
存への支援や継承に取り組んでいます。
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学校教育課の紹介生涯学習課の紹介
【就学援助制度】

　経済的理由により就学が困難と認められる児童ま
たは生徒の保護者に対し、教育に係る費用の一部を
援助することにより義務教育の円滑な実施を図る制
度です。
◆援助内容
　各学用品費、学校給食費、修学旅行費、医療費など
◆申請時期
　現在、学校を通じて、申請を受付けています。
　※学期途中の転校者や、諸事情により経済状態が

悪くなった場合は、随時申請を受付けています。

【教育委員会議】
　教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に
関する法律」に基づき、学校教育や文化・スポーツな
どを含む社会教育に関する事務を管理・執行してい
ます。
　また、教育施策を具体化した地域教育計画の主体
として、その組織・運営にあたる地域教育の責任機関
でもあります。

【児童生徒自立支援員】
　児童生徒自立支援員は、町内小中学校を巡回して、
さまざまな悩みや問題を抱えた児童生徒の相談支援
を行っています。また、「子育ての不安」、「発達」、「不
登校」、「しつけ」等の子どもの育ちに関する相談にも
対応していきます。

【JETプログラム～
語学指導を行う外国人青年招致事業】

　地方自治体が総務省、外務省及び文部科学省の協
力の下に実施しているJETプログラムのひとつに
「ALT（外国語指導助手）」があります。ALTは、町内の
小中学校で日本人の先生と一緒に授業を行います。
　さらに、学校生活
以外の様々な場に
おいて地域に溶け
込みながら、子ども
たちとの異文化コ
ミュニケーションを
実践します。

【夢の教室】
　青少年の健全育成のため、平成22年度から日本
サッカー協会に業務委託して、「夢の教室」を実施して
います。現役または元プロスポーツ選手を「夢先生」
として迎え、小学校5年生と中学校2年生を対象に、夢
を持つことの大切さや仲間と協力することの大切さ
など実技と講義を通して子どもたちに伝えています。

【長洲ふるさと塾】
　町内の４つの小学校区の公民館を会場に、海や山
や森など自然豊かな自然を活用し、「学ぶ」「遊ぶ」「育
む」をテーマに、体験型の塾を実施しています。
　地域の大人が講師となり、昔遊びやものづくり、料
理、科学の実験、観察学習など、様々な分野で子ども
たちが楽しめる体験活動を実施します。

【適正就学相談支援事業】
　NPO法人と学校が連携し、不登校などの小中学校
の児童生徒に対して、一人ひとりの状況に応じた支援
を行い、安心して学習できるよう学習環境の体制を
整えます。
　また、相談窓口を設置し、保護者と面談しながら、
児童生徒や家庭の状況の早期の改善を図るととも
に、必要に応じて医療関係機関などへ繋げます。

【学校の施設改修】
　地震対策として、夏休み期間を中心に、小中学校体
育館の非構造部材（照明やバスケットゴール、天井パ
ネルなど）の補強や改修を行います。
　また、小中学校の普通教室に空調設備を導入し、快
適な学習環境の整備に努めます。

社会教育委員会 社会教育法および長洲町社会教育委員条例に基づき、委員6人を配置し、社会教育に関する諸計画の
立案のほか教育委員会に対して、助言を行うなど幅広く活動しています。

ながす未来館運営委員会 ながす未来館条例に基づき、委員8人を配置し、長洲町図書館やながす未来館での事業計画や事業内
容などについて協議を行うとともに、未来館の適正な運営・維持管理に努めています。

スポーツ推進委員
スポーツ基本法に基づき、委員15人を配置し、町体育行事への参加協力のほか、地域へのスポーツ指
導や町のスポーツ事業への指導や助言、スポーツ振興イベントの企画・運営など子どもから高齢者ま
での誰もがスポーツに親しむことができるよう活動しています。

『人権教育推進事業』
　長洲町人権教育推進協議会において、幼稚園・保育所職
員、小中学校児童生徒や保護者、教職員および関係各団
体・企業などの代表者、町民の方を対象に、人権教育研修
会や講演会を開催し、人権教育の意識の高揚を図るととも
に、啓発活動に努めています。

『家庭教育推進事業』
　幼稚園・保育所、小中学校の児
童生徒や保護者、教職員、地域住
民を対象に、世代間に応じた、子育
てや家庭での教育などをテーマに
研修会を開催しています。

『読書啓発活動』
　町図書館の適正な運営と維持
管理をはじめ、魅力ある図書館
資料の充実に努めるとともに小
学生を対象とした町童話発表大
会を開催し、童話に親しみ、読書
意欲の向上を図っています。ま
た、すべての赤ちゃんと保護者
が絵本を通して、心ふれあうひと
ときを持つため、絵本を無料配
布し、読み聞かせの方法やアド
バイスなどを行うブックスタート
事業を行っています。

『放課後子ども教室推進事業』
　町内全小学校で週２回、放課後に空き教室などを活用し、
地域のボランティアや運営スタッフの協力のもと、子どもた
ちの安全・安心な活動拠点として、「スポーツ・文化活動」
「学習活動」などを行い、子どもたちが地域社会の中で、心
豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進しています。

『地域教育コーディネーター育成・活用事業』
　学校からの要望を把握し、協力してくれる地域のボラン
ティアを探して学校を支援する取り組みを行っています。ま
た、学校と地域の橋渡しをしているコーディネーターを育成
するとともに地域ぐるみで子どもたちを育てる地域教育力
の向上に努めています。

『公民館活動』
　中央公民館を拠点に様々なテーマをもとに公民館講座を開催していま
す。小学校校区に設置してある地区公民館では、校区スポーツ大会や見守
り隊活動、防災訓練などを実施しています。また、自治公民館では、趣
味、教養、健康、物づくりなど住民の学習要求に応えるとともにより身近
な生活に即した分野の講座や教室を年間を通じて開催しています。

『生涯スポーツ振興事業』
　町民参加のスポーツ大会である「ソフ
トボール大会」「マラソン大会」「体育
祭」「駅伝大会」などの各種大会を開催
し、スポーツ活動の楽しさと健康増進、
親睦融和を図るとともに、NPO法人長洲
にこにこクラブや総合スポーツセンター
指定管理者(株)サンアメニティと連携し、
様々なスポーツ活動を推進しています。

『競技スポーツの推進』
　町体育協会と連携し、郡民体育祭、玉名駅
伝大会への選手・役員派遣、各種団体が主催
する大会などへの協力を行いながら、町ス
ポーツの競技力向上に努め、スポーツ関係団
体の自主・自立のための支援を図っています。

『文化財保護活動』
　文化財保護委員と連携し、有形・無形の町
指定文化財の適正な保護と管理に努め、保
存への支援や継承に取り組んでいます。
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む」をテーマに、体験型の塾を実施しています。
　地域の大人が講師となり、昔遊びやものづくり、料
理、科学の実験、観察学習など、様々な分野で子ども
たちが楽しめる体験活動を実施します。

【適正就学相談支援事業】
　NPO法人と学校が連携し、不登校などの小中学校
の児童生徒に対して、一人ひとりの状況に応じた支援
を行い、安心して学習できるよう学習環境の体制を
整えます。
　また、相談窓口を設置し、保護者と面談しながら、
児童生徒や家庭の状況の早期の改善を図るととも
に、必要に応じて医療関係機関などへ繋げます。

【学校の施設改修】
　地震対策として、夏休み期間を中心に、小中学校体
育館の非構造部材（照明やバスケットゴール、天井パ
ネルなど）の補強や改修を行います。
　また、小中学校の普通教室に空調設備を導入し、快
適な学習環境の整備に努めます。

社会教育委員会 社会教育法および長洲町社会教育委員条例に基づき、委員6人を配置し、社会教育に関する諸計画の
立案のほか教育委員会に対して、助言を行うなど幅広く活動しています。

ながす未来館運営委員会 ながす未来館条例に基づき、委員8人を配置し、長洲町図書館やながす未来館での事業計画や事業内
容などについて協議を行うとともに、未来館の適正な運営・維持管理に努めています。

スポーツ推進委員
スポーツ基本法に基づき、委員15人を配置し、町体育行事への参加協力のほか、地域へのスポーツ指
導や町のスポーツ事業への指導や助言、スポーツ振興イベントの企画・運営など子どもから高齢者ま
での誰もがスポーツに親しむことができるよう活動しています。

『人権教育推進事業』
　長洲町人権教育推進協議会において、幼稚園・保育所職
員、小中学校児童生徒や保護者、教職員および関係各団
体・企業などの代表者、町民の方を対象に、人権教育研修
会や講演会を開催し、人権教育の意識の高揚を図るととも
に、啓発活動に努めています。

『家庭教育推進事業』
　幼稚園・保育所、小中学校の児
童生徒や保護者、教職員、地域住
民を対象に、世代間に応じた、子育
てや家庭での教育などをテーマに
研修会を開催しています。

『読書啓発活動』
　町図書館の適正な運営と維持
管理をはじめ、魅力ある図書館
資料の充実に努めるとともに小
学生を対象とした町童話発表大
会を開催し、童話に親しみ、読書
意欲の向上を図っています。ま
た、すべての赤ちゃんと保護者
が絵本を通して、心ふれあうひと
ときを持つため、絵本を無料配
布し、読み聞かせの方法やアド
バイスなどを行うブックスタート
事業を行っています。

『放課後子ども教室推進事業』
　町内全小学校で週２回、放課後に空き教室などを活用し、
地域のボランティアや運営スタッフの協力のもと、子どもた
ちの安全・安心な活動拠点として、「スポーツ・文化活動」
「学習活動」などを行い、子どもたちが地域社会の中で、心
豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進しています。

『地域教育コーディネーター育成・活用事業』
　学校からの要望を把握し、協力してくれる地域のボラン
ティアを探して学校を支援する取り組みを行っています。ま
た、学校と地域の橋渡しをしているコーディネーターを育成
するとともに地域ぐるみで子どもたちを育てる地域教育力
の向上に努めています。

『公民館活動』
　中央公民館を拠点に様々なテーマをもとに公民館講座を開催していま
す。小学校校区に設置してある地区公民館では、校区スポーツ大会や見守
り隊活動、防災訓練などを実施しています。また、自治公民館では、趣
味、教養、健康、物づくりなど住民の学習要求に応えるとともにより身近
な生活に即した分野の講座や教室を年間を通じて開催しています。

『生涯スポーツ振興事業』
　町民参加のスポーツ大会である「ソフ
トボール大会」「マラソン大会」「体育
祭」「駅伝大会」などの各種大会を開催
し、スポーツ活動の楽しさと健康増進、
親睦融和を図るとともに、NPO法人長洲
にこにこクラブや総合スポーツセンター
指定管理者(株)サンアメニティと連携し、
様々なスポーツ活動を推進しています。

『競技スポーツの推進』
　町体育協会と連携し、郡民体育祭、玉名駅
伝大会への選手・役員派遣、各種団体が主催
する大会などへの協力を行いながら、町ス
ポーツの競技力向上に努め、スポーツ関係団
体の自主・自立のための支援を図っています。

『文化財保護活動』
　文化財保護委員と連携し、有形・無形の町
指定文化財の適正な保護と管理に努め、保
存への支援や継承に取り組んでいます。
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オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
衣
服
を
目
指
し

て
、
世
界
に
挑
戦
し
て
い
る
有
限
会
社

モ
ー
ド
・
レ
デ
ィ
ー
ス
。
そ
の
取
締
役
を

務
め
る
大
塚
賢
哉
さ
ん
は
、
今
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
注
目
さ
れ
て
い
る
経
営
者
の

一
人
だ
。
大
塚
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か

ら
、
会
社
の
２
代
目
と
し
て
、
会
社
や

学
校
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
メ
イ
ン
に
製

造
し
て
き
た
が
、
平
成
10
年
に
得
意
先

だ
っ
た
商
社
が
生
産
拠
点
を
同
社
か
ら

海
外
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
経
営
方

針
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
「
結

婚
し
て
２
年
も
満
た
な
い
時
期
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
考
え
て
も
一
番
苦
し
い

時
期
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
転
機
が
訪
れ
た

の
は
平
成
12
年
。
友
人
の
社
長
か
ら
婦

人
用
肌
着
を
作
っ
て
み
な
い
か
と
提
案

さ
れ
た
。
婦
人
用
肌
着
業
界
で
成
功
を

収
め
て
い
る
社
長
か
ら
の
後
押
し
も
あ

り
、
大
塚
さ
ん
は
迷
わ
ず
、
設
備
を
入

れ
替
え
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
製
造
か
ら
婦

人
用
肌
着
の
製
造
に
シ
フ
ト
し
た
。

「
新
し
い
分
野
の
挑
戦
だ
っ
た
が
友

人
の
支
え
も
あ
り
迷
う
こ
と
は
な
か
っ

た
」
と
き
っ
ぱ
り
。
今
で
は
、
外
国
人
実

習
生
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
こ
れ
ま

で
に
、
延
べ
40
人
を
採
用
し
て
い
る
。

大
塚
さ
ん
に
と
っ
て
、
仕
事
を
進
め

て
い
く
中
で
一
番
重
要
視
し
て
い
る
も

の
は
「
段
取
り
」
だ
。
「
ス
ピ
ー
ド
」
、

「
納
期
の
確
実
性
」
、
「
品
質
」
に
も
こ

だ
わ
り
を
持
つ
。
海
外
に
は
ラ
イ
バ
ル

会
社
も
多
く
あ
り
、
短
期
間
で
の
製
品

納
期
ス
ピ
ー
ド
で
差
別
化
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
お
い
て
大
塚
さ
ん
は
品

質
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
、
婦
人
用
肌

着
を
は
じ
め
、
カ
ッ
ト
ソ
ー
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
な
ど
幅
広
く
手
掛
け
て
き
た
。

そ
の
こ
だ
わ
り
が
認
め
ら
れ
、
４
回

連
続
パ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
出
展
し
、

世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
会
社
か
ら

衣
服
の
製
作
依
頼
を
も
ら
っ
た
。

「
い
い
製
品
を
作
り
た
い
一
心
で
一
つ

一
つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ

が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

大
塚
さ
ん
は
、
現
状
に
は
満
足
し
て

い
な
い
。
常
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
製
品

に
な
る
か
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
。

「
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
ど
う
し
て

も
守
り
に
入
り
が
ち
だ
が
、
守
り
に
入

ら
ず
に
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
大
塚
さ

ん
は
「
メ
イ
ド
イ
ン
長
洲
」
と
し
て
新

た
な
衣
服
を
こ
れ
か
ら
も
世
界
に
向
け

て
挑
戦
し
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

大塚　賢哉さん（東荒神区）

外国人実習生に丁寧に指導する大塚さん


